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は　じ　め　に

　昭和32年度は，国立国語研究所の設置法が出てから第10年覆に

当る。研究所では，国民の需語生活の実状を明かにし，国語問題

解決の基礎資料を得るために，課題を設定し，共同研究によって

仕纂を進めて来ているQ

　本書は，研究所が32年度の一年閥に行った調査研究の報告書で

ある。ここでは，われわれが研究を進めるに当って，どのような

方法をとり，どのような手続をとったかを明かにしている○なお

研究成果のまとまったものについては，分1に公刊することとして

いる。

　国語研究所の研究活動に対して大方の批判をいただくことが出

来ればまことに幸いである。

昭和33年12月

国立園語研究所長　西　　尾 実
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昭和32年度の研究のあらまし

本年度の研究題目および分担は次の通りである。

　（1）話しことばの交法に関する調査研究（継続）

　（2）　現代語の語彙調査（継続）

　（3）　日ホ語の言語地理学的研究（継続）

　（4）君語能力の発達に関する調査研究（継続）

　⑤　新聞・放送の用語文体に関する調査研究（継続）

　（6）明治時代語の調査研究（継続）

　（7）1．ソナグラフによる日本語の畜声学酌研究

　　2．漢字の字体に関する基礎的研究

　　3．正書法に関する基礎的問題

　（8）：交三田録の作成

話しことば研究室

書ぎことば石」？究室

地方馬副研究室

圏語教育研究室

三七効果研究室

近代語研究室

資料調査室

同　上

　現在われわれの使っている現代語では，主として音声で表現される話しこと

ばと，主として文字で表現される書きことばとの闘に，かなり大きな隔りのあ

ることは，明かな事実である。従って現在の国語の実状をとらえるセこは，この

二つの面から見て行かなければならない。話しことば研究室と書きことば研究

室とに分けて，調査研究を始めたのは，この理由による。

　話しことばについての研究は，これまでの断，そう多いとは欝えない。そこ

で，われわれは，まず，話しことばがどのような特性を持っているかを大きく

とらえることに努めたが，次いで昨年度から，温しことばの文法を研究するこ

ととして，始めに，話しことばの文型にどのようなものがあるかを明かにしよ

うと努めて来た。現実の話しことばを資料とする時，文がどこで完結している

のかということは，かなりむずかしい問題がある。文をとらえなければ，従っ

て交型も明かにはならない。そこで，構造と，休止と，文末イン5ネーション

によって：文をとらえ，そして文型の最も大きな特徴は文末部にあるという考え

で，文末部に主として調査の臼をそそいだQイントネーションに関しては，機

械の力を借りることが望ましい。ピッチレコーダーを活用することが考えられ

たが，それは十分とまでは行かなかった。（なお，ピッチレコーダーは昭和33年

度にいたって，研究所に備え付けられる。）
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　書きことばについては，その文法方面に．関する研究は少なくない。そこでわ

れわれは，主として語彙の面に力をそそぐこととした。現在および将来の国語

問題を考える時，日本語の語彙整理は最も重要なことであり，また，表記法の

整頓も，語彙整理を基としなければならないQ一体，われわれが現在使用して

いる語彙がどのようなものであるかをとらえるのは，そう簡単なことではない。

最も経済的な方法であり，しかも信頼しうる結果を得ることの出来る方法を考

えて調査しなければならない。われわれは，理論と経験とに基づいて，ようや

く調査方法を確立した。先には，婦人雑誌を資料として，主として実胴方陣の

語彙をとらえたが，次に総合雑誌を資料として，主として文化駒な方面の語彙

をとらえた。次いでり国語の語彙を広く児渡す必要を感じて，各種の多数の雑

誌を資料として，概観飾な調査を試みることとした。この調査が終れば，日本

語の語彙について少なくとも書きことばに用いられる語彙については，一応の

見通しが付けられるはずである。串現度数に基づく重要度の顧位が考えられ，

やがて基本藷彙を作成するための晃当がつくであろう。

　書きことばにおいては，蓑記のしかたが問題になる。総合雑誌を資料として

得られた語彙に基づいて，その二軍の実状を明かにしようとしている。また一

方，いわゆる正書法についての各方面の人々の考えかたを整理し，中でも送り

仮名について，現に行われている仮名の送りかたの規準を整理してみた。また

漢字の字体について中国で行われている簡素化の行きかたを中心として，字体

整理の方向を知ろうとした。

　なお鋭きことばで表現される新聞の文章が，果して，一・般wa民にどの程度理

解されているものであろうかQまた，どのような点が園難と感じられているか，

どのように改めたなら，読みやすくなるであろうか。理解と表現との関係で，

新闘の文章をながめて行こうとしたのが，言語効果研究室の仕事である。本年

度は主として　新聞文章の漢字の使用について実験的な調査を行った○「

　わが国の書きことばが話しことばと隔りのある理由として考’えられるのは歴

史的に見て，明治以降の書きことばが，漢文書き下し体から繊発したというこ

とである。そして，漢文書き下し体というものから必然的に起って来る漢語の

使用とあわせて，急速に吸収した西洋の事物を表わすために，漢語の形で多く
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の新しい造語をしたということによって，実に多くの漢語が出規することとな

った。その明治初期の実状を明かにしようとして，明治十年前後の郵便報知新

聞を資料として二二の調査を行った。

　各地域によって，言語の異なることは一般に知られているが，それがどのよ

うな実状であるかを，二二地理学酌方法で調査を始めた。前年度までいろいろ

準備約な調査を行い，調査項藩（23◎語）などを決定したが，：本年から七年計函で

実施することとしたQ予定の200G地点うち，本年度は，323地点を完了した。

　三三の普及発展は，学校教育の力にまつことが多いが，児董が小学校に入学

して卒業するまでの間に，言語能力がどのように伸びて行くかをくわしく知ろ

うとしたが，本年度は調査対象の児童もいよいよ五年生となったQ来年度で一一・

応小学校在学中の世語能力の発達のしかたが押えられるわけである。このよう

な継続酌研究は，今までほとんど行われなかったものであるから，この研究調

査は貴重な資料を提供するものとなるであろう。

　本年度の研究機構および配置は次の通りである。

第
｛
研
究
部

（吝難長）岩淵悦太部

話しことば研究室（主任）大石初太郎
書きことぽ研究蜜（主任）林　　大
地方’欝籍研究室　　（旧任）柴田　武

飯豊毅一　宮地　裕　吉沢典男
斎i賀秀夫　水谷瀞夫　石綿敏雄
野元菊雄　上村幸雌　徳淵宗賢

笙　（部長）輿水実

諜難繋駕1難無芸森～鶴甚雛村石昭三
第
三
研
究
部

（部長）由隔　巖

近代認研究室　　　（主任）由田　鍛　　見坊豪紀　広浜：文雄　市規　孝

　　　　　　　　　　進藤咲子

資
料
調
査
、
｛

（主任）岩淵悦太郎

山
回
萎
　

蒼
幸
町

下
編
交

（主任）松尾　拾　　村尾　力　大久保　愛
（主任）上甲幹一　　高顯正治
（主任）高橋一夫　　有賀憲三　芳賀清一郎

なお，本年度内に刊行したものは次の通りである。

　　国立国語研究所年報8（昭聯31年度）

　　総含雑誌の用語（後編）
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　　　中学年の読み書き能力

　以上のほか，前年塵に引き続き32年版の国語年鑑を秀英出版から刊行した。

雑誌「需語生活」は78号を重ねた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩淵悦太郎）



話しことばの文型の調査研究

A．調査の計画と前年度の作業

　話しことば研究室は，前年度から話しことばの文法についての調査研究を課

題として選んでいるが，その第1段の仕事として，話しことばの文型を明らか

にしょうとしている。これらの趣旨については，前年度の年報で述べた。

　話しことばの文型の調査研究にとりかかるに当ってわれわれの立てた計画の

要点は，だいたい次のとおりであった。

　（1）　イ野業其月閥一3カ㍉年

　（2）資　料一共通語における千種の臼常談謡藷を中心とする。（資料の操作

　　に合わせて内省によるものが加えられる。）

　（3）方法の基本線一一蓑現意図と形式とはどのように対応するか，樽交にど

　　のような秩序があるか，イントネーションはどういう体系をもつか。そう

　　して，表現意図・国文・イントネーションの総合において，文型はどうと

　　らえられるか。

　作業第1年度としての前年度は，資料の収集を一方において進めながら，主

としては，表現意図・繕文・イントネーションのそれぞれの根本的な研究に当

てられた。いうまでもなく，表現意図やイントネーションについては，これま

で開拓されているところが少なく，十分に整理してとらえられてはいない。構

文についても，問題としては表現意図やイントネーションに比べて新しくない

といえるかもしれないが，未決定の問題を多分に含む状態にある。われわれと

しては何としてもこれらについて一応解決をつけ，その上に文型のための方法

を立てなければならない。この基礎的な部面が解明されたときは，すでに文型

そのものについて要点が明らかにされたといってもいい。こうしてわれわれは

これらの基礎的部面の討究からスタートした。研究作業の第1年が終ったと

き，三つの問題の關に進度の差はあったが，いずれもなお残されるところがあ

り，この基礎的部面について，容易でないもののあることをわれわれは感じさ

せられた。そうして，本年度の作業は，この基礎約部而の研究の続行から始め
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られることになったQ

B．担当者

　前年度に引きつづいて干しことば研究室の下記4名が当ったが，表現意図・

構文・イントネーションの研究は付記するような分捉により，随時これを共同

討議にかけて進めた。

　　大石初太郎　　飯豊毅一（講文）　　宮地　裕（警告意図）

　　吉沢典男（イントネーシeン）

　なお，臨跨筆生2名が作業を補助した。

C．作業の概要

　（1）資料について

　前年度告種の日常里言舌語（NHKの放送によるものなども含む）を録音収集

L，これをカナタイプの専門業看に委嘱して文字化したが，本年度さらにこれ

を補充して，あわせて45の場面の資料を得たQ交字化は最も忠実な再現を要求

したが，できあがりには誤りやもれも少なくないので，さらに厳密な訂補を加

えた。忠実な再現の困難は，訂補作業においても，われわれの経験するところ

であった。それは録音器・レシーバー等の機械の能力に翻限されるところもあ

るが，作業者の聞取り方に属するところもある。録音状態のあまりよくない材

料については，同一のものが洌の作業者によって違うものに聞き取られたり，

時閤を隔てると，pm　一一作業春に同一材料が違うものと聞き取られたりすること

も珍しくない。作業者の生理的条件や心理的条件に影響されるところがあるも

のと見られる。この種の話しことばの操作に当っては，この函難は多かれ少な

かれ避けがたいところと思われる。われわれはこのようにして起るゆれをでき

るかぎり防ごうとして，この作業にもかなりの労力を費した。しかもなお，結

果として正確な聞取り不能の部分は，われわれの資料からははずさなければな

らなかった。

　また，卜いさし切れ，首尾の不照応等，いわゆる不整表現に属するものが資

料の中に少なくないが，これもまた交型研究のためには当然除外されなければ

ならない。いわゆる誤用の類の中にも，文型のためには捨てなければならない

ものがある。ただし，個々にあたって捨てるべきものか採るべきものかの判定
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には慎重な吟味を要する。もちろん日常i高話のような話しことばには，とりわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こわね
け揚瀟に，依存した衷現が多い。また，抑揚だの声音だの口つきだの言われるよ

うな具体音声の変化や，身ぶり・衷情等の身体的変化などの，主として主体的

表層をになう要素によりかかった表現が多い。そうして，それらに関した不整

と兇られる類も少なくない○しかしまた，不整に似て実は話しことばの申の一

つの典型に当ると見られるようなものもないとはいえない。これは軽々に捨て

ることはできない。このあたりに，たとえば省略形か言いさし切れかのような

問題も生じるのである。また，次に触れる：交の切取り：方とも関連しあうところ

がある。いうまでもなく，われわれの立場は臨時の個々的現象を整理したり解

釈したりしようとする立場でなく，習慣をささえている俸系をとらえようとす

る立揚であるから，社会習慣として認容される形をなすものについて作業を進

めようとする。しかし，議しことばの取扱いにおいては，以上のような意味

で，取捨にはとりわけ慎重を要すると考える。ここで特に問題となるものは，

呉牛音声の変化とのからまりのおさえ方だと思われる。イントネーションはも

ちろんだが，その他の音声約要素にも目を向けて，圏難の大きいことではある

が，理町回にも作業課こもここをさらにはっきりさせ，たしかにしていきた

い。以上，資料の取扱い方の態度について一震ふれた○

　訂補作業の終ったものについてラ次に，文に切る作業を行ったが，話しこと

ばについてのこの作業が単純なものでないことはいうまでもないQ従来行われ

て来た文の定義ないし説明の類は，われわれの具体罪な作業のためにはきめ手

になるものではない。われわれは資料に即して憎体自隻癒処理の方針をきめるほ

かはなかった。われわれのやり方については，いずれ詳しく報告することにな

るであろうが，方針だけをここで言えば，意味の切れつづき（構文や三下記号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まによる形式で示される）に第一の露やすをおき，イントネーション・間等の音

声錦要素の蓑づけを見て文末を認定しようとした。しかも実際上処置の困難な

例は少なくなかった。交をどう切り取るかは文型研究のためには基盤となる問

題で．二階のとらえ方に直接つながるところである。したがって，文型のまと

め方に見通しないし方針を立てた上で，それに即して文の取扱い方を考えるこ

とも必要だともいえる。実際は両薩から攻めてみなければならない。その意味

　　　　　　　　　　　　　　　　　7



『で，交を整理する仕事がさらに次年度に残されたQ

　資料のうち，特に6種のものを共通資料と定めた。それの仮称に，人の性

溺，年配，文体の大体を付記する。分蚤はそれぞれ録音30分。

　　新聞人二十のとびら（男，壮年，デス）

　　学生座談（男，青年，ダ）

　　女性雑談（女，青年，ダ）

　　“葦”雑談（男女，青年，ダ）

　　職安女子部（男女，青・壮，デス）

　　結婚式申込（男女，青・壮，デス）

　内容に多様性をもたせて選んだこの共通資料であらましの成果は期待される

ので，3要素総合による文型掘握の仕事を，方法確立のためにも，まずこれで

やってみようとするわけである。それぞれの作業の立場から，この共通資料の

操作がなされたが，総合の仕事は翌年度にもちこされることになった。

　もちろん，取り扱う資料をこの共通資料に限ったわけで嫡ない。表現惹図・

構文・イントネーションそれぞれの作業において，必要の見通しに基いてこの

ほか多種の資料を取り扱った。われわれの仕事は本来，数鐙的調査ではなく，

類型をとらえる仕事であるから，実地の録音資料の上に考察が限定されるべき

ものでもなく，また録音資料の数量に璽大な意味がおかれるものでもない。し

かし類型をもらさずとらえようとするためには，やはり実地資料をできるだけ

広範に得てこれからさぐることは必要である。そのために，共通資料のほかに

幅を広める目的で多癖の資料に轟り，また後述の実験的調査も行った。

　（2）表現意図について

　表現意図に関する作業は，前年度において意図の分類を得たが，本年度さら

にくわしくするところがあり，つづいて意図と形式との対応の整理を行った。

これは主として文末に着蔑したもので，褒現意図に応ずる文末形式を整理した

ものである。しかしなお金面的に整理しあげるにいたらず，一部次年度の考察

に残されたところがあり，また，整理のしかたについてもさらに考えようとし

ている。　（以上についてくわしくは別項「表現意図の研究」を参照）

　また，表現意図に応ずる発話の実験約調査を行った。これは数名の被験者に

　　　　　　　　　　　　　　　　　8



一定の条件を与えて発詣させる実験で，融勺は主として，能率的に必要な資料

を補充することにあり，また，一定の条件のもとの結果の出かたを比べてみる

ことも考えたものである。被験者は劇団‘‘葦”の若手俳優ないし研究生男女各

3名，すべて東京生れ東京育ち。被験者を劇繊関係の人に選んだのは，いわゆ

る揚なれがしており，談話を演ずることになれている人たちは，要求された条

件に沿ってものをいうことも容易であろうと考えたからである。結果について

は便宜別項「表現意図の研究」に示されるが，調査内容の概略を次に示す0

　1．面接録音調査（被験者に面接して質問等を行い，録音する。6名に対してre　一一調

　　査を行う。以下i司じ。）

　　　　問答による身上調査

　　　　あいさつ・雑談など

　　　　質問10項（次に問題を例示する。）

　　　　　1．ある朝のことです。出勤の家人（登校の弟妹）が，起きなければならな

　　　　　　い時刻が晦ました。あなたは何といっておこしますか。一度おこしても，

　　　　　　また，ねてしまったようです。二度面こおこすとき，あなたは伺と這いま

　　　　　すか。

　　　　　4．　精一から外出しよ5とするあなたは，家にちかい取りつけの肉屋にたち・
　　　　　　　　　　　　ジ　ウ
　　　　　寄って，豚肉の上を100匁と牛のひき肉5G匁を，あとで，家にとどけてお

　　　　　　いてもらいたい，ということをたのみます。そのとき，このまえもらった．

　　　　　豚肉は，アプラ身がおおすぎて，まずかったので，そんなことではこまる

　　　　　　ともんくをつけ，そんなことがないようにしてほしいと注意します。これ一

　　　　　　らのことを，あなたはどう書いますか。

　2．行動発話録音調査（発話を要する行動をさせ，録音する。）

　　　　用事伝言

　　　　時刻知らせ

　　　　電話かけ（テープコーダー電話用ピヅクアップを用い，被験者にはつくりごと、

　　　　　とさとらせぬようにした。次に閥題を例示する。）
　　　　　　　　　キサカワ
　　　　（B）次に「謝1目という5どん屋へ注文して下さい。

　　　　　　当方は暗語研究所大会議室です。

　　　　　　三女するもの。

　　　　　　　　○　たぬきうどん　3つ　　○　きつねうどん　2つ

　　　　　　　　○　たぬきそば　1つ　　○　なべやきうどん　2つ

　　　　　　　　○　たまごどんぶり　1っ

　　　　　　あと三十分したら届けてほしいという趣雷を君って下さい。（お代はあ・

　　　　　　とばらいです）なにかが，ないとか，何とか言ったら，これもあなたの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　●　　o　　　e
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　　　　　　判断で，似よったものを適宜に，とりよせて下さい。
　　　　　　一・　“　　　一

　3．家庭販材

　　　被験者ゐ家庭における談話のうち，頼み・願い・いいつけ等，要求するところ

　　　　のある表現，いいあい・けんかのような場蘭での表現，たしなめ。こごとなど

　　　　の表現を，手書きによって記録することを求めた。

　以上の調査は，宮地禰が中心となり，他の室員全員が協力して，立案し実行

し，また宮地が結果を整理した。しかしこれの結：果は構文やイントネーション

の角度からも利用されるところがあるはずであるから，なおほかの手によって

整理や操作が行われることがあるであろう。

　（3）講文について

　講文については，前年度の基礎的研究に基いて分析の方法を立て，理論釣考

察と資料の実際への照合とにより，補正を重ねた。骨組みは，成分の格関係に

よる文の分析といういき方である。しかし実際に資料の操作を進めるに当って

は，格の見定め方に困難な場合があり，また成分の切り方に困る三舎もある。

これらの処理については，さらに次年度に残されるものがある。表現意図につ

いての作業では文末形式との対応がとらえられたが，それはその闘に最も緊密

なものがあると見られるからであった。構：文についても，文末部（述語）に中

心を覆く整理のしかたが一つ意味をもつものと考えられるし，総合酌作業のた

めにも便利と考えられるので，その方法について考えを進めた。講文について

は，今後の作業によってそれ密体の秩序がとらえられるはずであるが，さらに

表現意図・イントネーションとの関連が覆ざされるわけである。（くわしFくは別

項「三文の研究」を参照）

　（4）　イントネーションについて

　イントネーションは前年度において，実験自勺に得たものをピッチレコーダー

によって分析する作業を行ったが，本年度はそれの整理から出発した。この仕

事の結果を一つのよりどころとし，さらに実地資料にも照らしなどして考察を

加えた宋，イントネーション観，イントネーションの型のとらえ熱気に一歩を

進めて，前年度一応まとめたものに修正を加えるところがあった。また，その

表記法を定めた。イソトネーーショソも文末にあらわれるところを最も重視すべ

きだと見てうその立場で録音資料の分析を進めた。なお，今後の作業によって
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表現意図や交末形式との対応を明らかにしていかなければならいが，さらにイ

ントネーションの本質・機能等に関してはいつそう見方を固めていきたいと考

える○次年度の作業のうちには，もう一度，実験的研究を予定したい。（くわし

くは別項「イントネーションの研究」を参照）　　　　　　　　　　　　　（大石）

表現意図の研究

1．　この章についても，前年度年報に記述したことがらは，格製の必要がない

かぎり，省略する。ここでの格別の必要とは，分担部分についての研究経過の

概略が，本年報だけでも，ある程度，全般的に見とおしうることであり，また，

次第に構文およびイントネーションの問題とかかわりを生ずるために，相関す

る全体のなかで，分担部分が占める位置を，最低限，明瞭にすることである。

2．　文型とは，依然，甫年度年報に記述したように，“文の類型”であり，“一一一‘

殻的表現意図に対応して，一般者としての煙し手が，一般者としての聞き手に

対してもちいるところの，文形式の類型’：である。しかし，一般的表現意図で

さえも，（個鋼約表現意図はもちろんのこと，）その分化は，かなり多様である

可能性がある。それゆえ，一般的表現意図の，それ自体の分化を考究していく

ばあいには，かなり微細な，心理的解釈をせねばならない◎もとより，一鍛的

墨守意図とは，前年度年報に記述したように，“文形式との社会約習慣として

の対応を持つ”ものであって，いわば，その場その場の，ことばのうらの意味

を生むことがないものである。ことばのうらの意味を生むのは，個別的表環意

図であるとしたのであるから，個別的表現意図のほうは，それ自体，無限に微

細な分化をとげている可能性がある。しかし，：一般的表現意図のほうは，これ

と同様ではない。たとえ，その可能性があるとしても，実は，それに対応する

のは，語または語の組みあわせのうむ意義であって，交の類型としての種々糧

が，きわめて多様なのではない，とかんがえる。逆に欝えば，文の類型を，そ

のようにかんがえるのである。したがって，いくつかの微紬な表現意図の群を

麟定の一つの類型が，になうことにもなりうるであろう。のみならず．われわ

れの融勺は，一般的表現意図自体の分析にあるのではない。してみれば，ある

程度以上の分析は，心理的解釈としては可能であっても，われわれにとっては
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不要であろうとおもわれる。もとより，その，ある程度の分析までについては，

その方法と結果に関して，特定の観点からすれば，理論的にも現実的にも，承

認されうるだけの根拠をしめすことが必要である。しかし，その分析を，さら

にこまかく押しすすめることよりは，これを言語の問題自体のために，つまり

は当面の文型の問題のために，有効に，また，具体的に，駆使することのほう

が，一層重要なことであろうとおもわれる。もともと，話し手の聞き手に対す

る言語的影響力という観点を中心として，表現意図の分析をこころみたのであ

るから，両者は，はじめから，不可分な関係にあるものであって，単に，心理

的分析を，言語以外のものごとを媒介として，こころみたものではない。記述

のうえで，この分担部分が，もしも，この共同研究全体のための手段の説明，

あるいは，古語以外の世界から導入された研究法の応用についての解説，など

であるかのごとき観を呈するとすれば，それは，この記述がまずいのであり，

あるいは簡略にすぎるのである。構文から考究をすすめても，イントネーショ

ンから考究をすすめても，それが，文の問題に関するかぎり，いずれは，この

表現意図（その名称はどうあろうとも）の問題にとりくまねばならず，それゆ’

えにも，独立的に，また，相関的に，分担考究されるべき必要がある。この部

分が，他の二部門に比して，相対的に，やや意味論的であり，理論的である外

貌を持つとしても，それは，まったく単セこ相対的な問題にすぎない。

3．　一般的表現意図の分類の大略は，前年度年報に記述したとおりであって，

現在のところ，変更しないはずである。すなわち，

　しかし，これらは，なお，こまかく分類することができないではない。とく

に，文の類型としての分化も，かなり見られるぽあいには，当然，相関的に，

なおこまかく分類するほうが便利である。たとえば，印聞き手にもとめると

ころのある衷現意図」の（3）（4）は，“もとめるところ”の種々な内容と，：文の類
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型とに，かなりの分化がみられることが，一周はっきりしてきた。そこで，概

略，つぎのような下位の意図分類を，これについては，おこなうこととした。

｛：∴淵辮欝｝難勲

　なお，　「よびかけ」「うながし」「疑念の」表明は，これらの前段階に置き，

「わかれ」の表明は（たとえば，「サヨナラ」「ジャー一」など），　これらの後段

階に腰くべきかとおもわれる。とくに，「よびかけ」と「わかれ」とは，それ

ぞれ，コミュニケーションの成立と華華とに関するものであって，コミュニケ

ーションの成否自体にかかわるものとして，他の，コミュニケーシgソの内容

にかかわるものとは区燐するほうがよいとおもわれる。

　これら，（3）e（4）類に対して，（1）感覚。感情の衷明は，意図分化もこまかくは、

なく，：文の類型も単純ですくないとおもわれる。また，（2）叙述。判断の糾明は，

かなり，さまざまな様相を持つが，大体，いわゆる助動詞の意義分化としてみ

ることがでぎる。その細購よりは，むしろ大別の観点が，他との関連において

問題となる○確定・不確定の励を，まず立てることも一法であるが，なお，考

慮中である。反語の表現は，やや複雑で，（2）と③とにわたるが，なお，結果と

しては②であるゆえに，反語というのであり，反曝の表現は，叙述・判断の前

段階の，表象的表現であって，引用の表現と網関する。上記（3）・（4）が，ややこ

まかく分類されたのは，その特有の性質であるところの野話し手が聞ぎ手にも

とめるところがある”という理由によるものとおもわれる。（5）・⑥も，類型と

しては単純なもののようであるが，（1）と糟関するところもあり，また，⑥は，

答え手から話し手へ，霧語主体の移行する段階の連続性がみとめられるゆえ

に，（2）と栂関するところがある◎

4．　以上の考慮をふくみつつ，このへんで，形式との対応を見ることとした。

表現意図のために，文形式のうえで，決定権を持つのは，そのうち，とくに文

末部分であることは，多くのばあい，ほぼ，まちがいないことであるから，文
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末部分が，意図との相関において，どのような特徴的形式を持つか，に申心を

’置いた。いうまでもなく，それは，構交・イントネーションとの関連を考究す

るのに便利でもあり，それゆえ，全体の秩序を立てるのにも，有効な手がかり

を提供するであろうという予想による。ここに現実の発話による交例を，いく

つかしめせば，つぎのようである。

　（1）○（ウフフ，ハハハ，オッホホホホ，）

　　○　ア，アー，アラ，エ，オ，ナー，ウー，ウーソ，フソ，フーソ，

　　○　ウマイ，オイシイ，バカバカシイ，

　　○　ウマイナー，キタナイネ，イヤーネ，訟ライモソダ，

　　○　スゴイ生活ダネー，大変ナ役回ダナー，

　〈2）○　ボクハ6年，1同30エソ，オボエガワルイ，イナカヘイケバオオキイ，ワタシ

　　　　　バ草加焼ガスキダ，イッテミタコトナイ，

　　○　イイキモチノモソジャナイ，コレカラナソデス，戒名ガヵイテアル，カラダノ

　　　　　構造ガチガウソデショ，ワリアイヨクトレテル，

　　○　ソウイウトコ撹アルネ，モウスコシオソイノ，ハジメテダワ，タベラレナイワ，

　　　　　アヅサリシタヒトラシイナ，スゴイミリョクネ，タイヘソダッタヨ，コワイ

　　　　　ワネ，自分デツクッタホウガイイワヨ，ホトソド標準語ニナヅテルノヨネ，

　　○　ドウモアリガトウ，オソレイジマス，オマタセイタシマシタ，オメデトウゴザ

　　　　　イマス，

　く3）（t）ナラッタコトナイソデスネ？　31ニチニ変更ニナッテオリマスネ？　サッギ言

　　　　　ッタデショウ？　ワカラナイハズナイデシaウ？

　　（の　通勤希望デスカ？　店員サソデスカ？　ホカニモタクサソオデシサソイルノ？

　　　　　ヨゴレナイ，　新劇ダッタ？

　　㊨　アサデスカ，バソデスカ？　ソウイウコト知ッテテ，知ラナカヅタ？

　　（；）　ドウシテダロウ？　オシゴトハナニヲ希望シマス？　ドコデ会ヅタノ？

　く4）（＄）　スポーーツノハナシデモドウデスカ，イカガデスカ，デハツギノモソダイヘマイ

　　　　　リマショウ，シナモノキメマショウ，行コウ，

　　〈A）オクヅテイタダキマショウ，アマリ変ナコト雷ワナイデクレヨ，ナニカシャペ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　ッテ，アソタモナソカナサイ，9番ノマエデオマチニナッテクダサイ，上ゲ
　　　　　　ア
　　　　　テ上ゲテ，

　．〈5）○　バー，ハハー，ヘエ，へ一工，フソ，フーソ，ボー，ハイ，

　　○　 ソウ，ソウネ，ソウグネ，ソリャマーソウネ，ソウカネ，ソウイウノカネ，ソ

　　　　　ウカシラ不，

　　○　サー，イエ，イヤ，イヤイヤ，ウウソ，

　　○　ソウジャナイ，ソウイウソジャナィ，ソウイゥコトデハアリマセソ，ジャナイ，

　〈6）○　ホソトウネ，ヨロシ＝ウゴザイマス，承知イタシマシタ，結構デス，イイデシ

14



　　　　　寧ウ，

　　○　チガウ，トソデモナイ，信ジラレナイ，ドウカナー，

　文例は，すべて，現勢こ発話されたものの録音資料による。これらが，現代

臼本語として，祉会習慣に反するものではないということは，われわれの認定

によるものであるが，これについての疑いは，まず，ないであろう。しかし，

これらの文例軍体は，もとより，文型ではないばかりでなく，これらが，共通

語的でなくて東京方響約だとか，男女の性差があるとか，さまざまな問題があ

るけれども，なお，いくらかの資糾を加えることと，われわれの内省とによっ

て，構文上・イントネーション上の類型をみいだすための，基礎的な資料とす

ることは，できると思われる。このしごとの，かなりの部分は，次年度におこ

なう。ただし，上例をその一部とするかなりの文例について，いくつかの解釈

を加え，分類に際して考慮したことは，すでに上記分類にとり入れられている

ところがあり，また本稿では，これに，「よびかけ」「うながし」「疑念」およ

び「わかれ」を加えることは，さしひかえておいた。なおかなりの考察を要す

　　　　　　　
ると思うからである。

翫　本年度の，他の一つのしごとは，蓼ミ験的な小調査であった。この小調査を

おこなったおもな理慮は，つぎのとおりである。録膏を経て，記載された文例

を通覧すると，（1）・（4）の文例が，比較的少数であった。ある条件下での，各表

現の実現数を比較することは，それ自体無意味ではないこともあるが，われわ

れの目的は，数量の比較にはないから，ある部分の文例が，他にくらべて，あ

まり少数では困る。つまり，文型を考究する基礎資料として，その部分が，あ

まり少数では，ごく普通の問題をも，見のがすようなあやまちを，おかさない

でもないであろう。そこで所要の資料を補充するためには，そのような衷現の

実現する可能性の多いと思われる現場で，録音を採集することが望ましいQし

かし，現実セこは，①感覚・感情の衰明や，（4）行為要求の表明の発話を録音する

ことは，かならずしも容易なことではない。昨年度の録音その他から，経験的

にも，そうであるし，一二の特定の現場だけでは済まない以上，かなりの労力

と時闘を要することを避けがたい。実態調査を目的とするものでないならぽ，

もっと能率よく録音を採集することが望ましいことは，いうまでもない。そこ
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で，設定された条件下で，一種のおしばいのような調査によって，所期の結果

を得よう，と考えた。要するに，主として能率海勺に，条件を一定とし，比較に

便利なようにして，資料を補充したいという理由から，この実験的小調査をお

こなったのである。

6．　その作業概要は「総説」に述べられているが，結果の一部をつぎに例示す

る。下記a・b・c・d・e・fとは，6人の被験看，a・b・cは男性，　d

ee・fは女性である。　「質閥3の1」などとあるのは，　「質問十項」のうち

の一部であることをしめす。

　コハにドロリリほりリロリ　　ロ　ロコマ

膜職璽Liあなたのうちに，ガスの集金入が難にまわ。て来ました．しかし

　　　あなたは，いま，おかねを十分に持っていないので，しはらいをしばらくのばし

　　　てもらいたいとおもいます。あなたはどう言いますか。

　a．イマゥチノモノガイナイソデスケドネー，チョットスミマセソケドー，マタコノ

　　　ッ三一ツイデノトキニモ，マワッテキテイタダケマスカ。

　b．アァー，チョットオフクロガ，イマ，イナイソデー，キョウハワカラナイソダケ

　　　ドナー，キョウオフクロガーオカネモッチャッテルモソデ，マ盈一アシタデモキ

　　　テクレナイカナ，アシタナラオフクロイルカラ。

　C．スミマセソケド，モウスコシ，マッテクレマセソカ。

　dlスミマセソケy，モゥスコシ，マッテイタグケナイデショウカ，チョットィマ，

　　　モチアワセガナイソデスケド。

　e。イー？　一m，オカネナイソデスケドー，マタキテイタダケマセソ？

　f．アノー，スミマセソケ〉“　一一，イマチョヅト，ハハガデテイナイモソデスカラー，

　　　マタアトニシテイタダケマセソヵ。

　1「三一危璽．紘i　集金人が言うのには，「いまいただけば畢駅料金で，いくぶんやす

　　　いのですが，おそくなると遅収糾金で，すこしたかくなりますよ。よろしいです

　　　か。」あなたはどう雷いますか。

　aeイッマデガソウシェウリaウキソナノカ，ナルベクソノ｛・キ＝シテモラエナイヵ

　　　シラ，モシキ慕ウマデデドウシテモグアイガワルイノダッタラ，シ慕ウガナイヶ

　　　ドモ◎

　b．ウソ，アー，アシタナライ・レ・モシ・イナカッタラ・キ・ウノユウガタナラカJ・

　　　ヅテクルヵラ，キョウ，キテモイイソグケド，ソッチガツゴウワルイソナラ，ア

　　　シタナラ，カナラズウチニイチソチイルカラ，イチソチグライイイヨ，アノー，

　　　タカクナッテモ。

　c．アー，リシダトオモッテ，ハライマスヨ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　16



　d．シカタガナイワ，ケッコウデス。

　e．エー，シgウガナイデス。マターオネガイシマス，ドウモゴクロウサマデシタ。

　f．エニー，チョットイマオカネガナイモソデスカラ，スミマセソ，ア1ニシティタ

　　　ダキタイソデスケif　一一。

　以．とは，「闘三十項」についての6入のこたえの一部であるが，以下に，F電

嘉かけ」のそれの一部をしめす。　〔1〕などとあるのは，対照藩分を一括した

ものの番号である。

［1）

a．○オソレイリマスガネー，　（○ハイ）○アノー一，ヘソシェウノワタナベサソオネ

　　ガイシタイソデゴザイマスガ。

h．○アノー，ヘソシュウノワタナベサソ＝ツナイデホシ……イタダキタイソデスケ

　　ド。

C．○ヘソシsウノワタナベサソ，オネガイシマス。

d．○モシモシ，コクゴケソキエウジョデスケレド，アノヘソシェウノワタナベサソ

　　ニ，ツナイデイタダキタイソデス。

e、○オソレイリマスケド，ヘソシュウノワタナベサソ，オネガイシマス。

f．○モシモシ，アノ，ヘソシ＝一ウノワタナベサソ，オネガイシタイソデスケド。

［9］

a．○デ，アノrv一，デマシタラネ，　（○ハイハイ）○スミマセンケド，アノ，イッモ

　　9ソサッイタダイテルソデスヨ，　（○ハイ）○デ，ソレ，アノー一，Ptッカソバ，

　　アノー，ゴサツートリヨセテホシイソデスガ。

b．○アノー，アンデスネ，　（○ハイ）○イッモ，アノ，veソサツイタグイテルソデ

　　スヶド，　（○ハイ）○アノ，ダィロッヵソ，モシ，デマシタラ，アノー，ゴサツ

　　トリョセテホシイソデス。

．c．○ジツハデスネ，ソレガモシ，アノ，デマシタラデスネ，　（○ハーハー）○エー

　　ヅト，イママデイタグイテルソデスケレドモ，ソノurソサツイママデモラッテタ

　　ソダスガネ，　（○ハーハー，バー）○ソレ，ゴサツトリョセテホシイソデゴザイ

　　マスガ。

遼．○ト，スミマセソケドネ，　（○エッ）○アノ，イツモヨソサツ，イタダイテルソ

　　デスケド，　（○ユエ）○ダイロッカソダケ，ゴサツトリヨセテイタグキ・タイソデ

　　スケド。

e．○ジャ，アノー一，モシデマシタラネ，　（○ハイ）○アノー，イツモヨソサッー・イ

　　タダイテイルソデスネ，　（○ハイ）○デスケド，アノ，paッカソグケゴサッイタ

　　ダキタイソ……。

f．○アノー，ト，ジャ，デマシタラネー，　（○ハイハイ）○イママデaソサッィタ
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　　　ダイテタソデスケドネ，　（○ハ一門ー，エ＝）○ロッカソバゴサツトリ……ゴサ

　　　ットリョセテイタダキタイソデスケド。

　以上の，発蕎からの文例についても，いくらかの特定な表現意図に対応する。

いくつかの文の類型を求めることができるように思われる。その整理は，比較

的簡単なことであるけれども，もちろん，それで，その特定表現意図のもとで

の文の類型の，すべてを尽すとは限らないし，結果を見れば，いままで求めら

れた文の類型と重複：するものも，少なくなかった。つまり，すべてが，所期の

二丈にかなうものぽかりではなかった。しかし，この小調査によっても，特定

表現意図に対応する文の形式については，　（イントネ～ションなどの音声要素

を除外したものとしても，）かなり，種々雑多なものでありうること，：また，

要求蜘表現に．あっては，かなり椀斜な表現が，日常談話としては，とられるこ

とが多い，などの推測がなされうる。もとより，われわれは，これらの結果か

ら抽象することによってのみ，交型を求めるつもりでもなく，これを本格的な

実験講査とするつもりでもない。一つの補充資料として，また一つの小調査と

して，場合によっては，：本格的実験調査の準備調査ともなしうるところがあろ

う，という程度に考えている。

　なお，これらの交例を，前年度以来の作業とおなじく，意図分類に応じて分

類し，さらに要すれば，文末形式などについて，ややこまかく分類した。これ

らは，これまでの多くの分類された文例とともに，ただし，混同はせずに，文

型を求める基礎的資料に加えられる。その例示は，すべて報告書にゆずって，

ここでは省略にしたがう。

構文の研究

1．　はじめ｛ご

本年度も前年度にひき続き調査方法の検討を行なった。

（宮地）

　前年度は小学校教科書2種，外蟹人のための臼本語教科書1種を主な資料と

して，欝文からの文型調査の方法を検討したのであった。

　その結果，大体の方針として，文の行成要素（「部」一後述）の相互関係に幾

つかの関係方式を認め，このような相互関係にある文の購成要素の配列や組合
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せの方式によって調査することにした。なお，このような構成要素の摺互闘係

を示す上で助詞・助動詞の機能は重要であると認められるので，特に助詞・助

動詞を重視することにした。また，調査の規模としては文末述語を中心として，

それと一次的に結合関係を結んでいる購成要素（これをト次の糊と称する。こ

れについては年報8，P．20参照）の絹互関係をまずとりあげることにし，必要に応

じて一次の部内の構造をも考察しようとした。しかし，そのそれぞれにおいて

多くの閣題が本年度に持ちこされた。

　本年度は各種場面におけるiヨ常談話の録音資料，約7時聞分より約3，000交

例を選びこれを主な資料として，昨年度の作業において残された問題を検討し

つつ，調査方法の確立に努めた。そのあらましは次のようである。　（説明の便

宜上，昨年度の作業の分についても，少しふれることにする。）

　2．部

　話しことばにおいても，一つの単位として，：交を認めることができる。　（藍

島的な話しことばにおいては，どこまでを文とするか判定に困難を感じる場合

が少なくないが。）文表現において，文を構成している要索として単語を認め

ることができるが，単語と：文との中間の単位として「部」をたてることができ

る。つまり：交表現内において自立して梢互に規定し合っており，素耕的客体約

概念が主体によって関係づけられている文構成要素を部と称し，部にして述語

を含んでいるものを「句」と称する。

　部は文内において根互に規定し合っているものであるから，どの部とどの部

が直蟹に関係し合っているかはその交によってみなければならない。たとえば

「空をとぶ鳥をながめる。」においては，

　　　　　　空をとぶ鳥をながめる。
　　　　　　　　　罎　　　　　　　　　　　rmy　lem
　　　　　　　　　一｝〈一〇

　　　　　　　臨く

まず｝…空をとぶ鳥を」と「ながめる」との二つの部の関係をとらえることがで

きる。ド蓋をとぶ鳥を」においてはさらに，「空をとぶ」の部（句）と「鳥」と

の関係をみることができるし，さらに「空をとぶ」においては「空を」と「と

ぶ」との関係をみることができる。つまり，「空をとぶ鳥を」という部はさら
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に「空をとぶ」という部（句）を含み，また「空をとぶ」という部（旬）は「空

を」という部を含んでいると考えられるのである。

　以上のように，心内の部の関係のしかたは，緊張体系としてのその交全体の

結構において把握されるのである。なお最小の部はいわゆる文節にあたるもの

である。このようにして，文の構成要素としての部を認め，幾つかの園係方式

をもって結合している部の配列や組合せを調査し，その型を明らかにするとい

う方法で講文の調査を進めようとしている。

　3。述語と講文

　ところで，構文からする文型の調査においては，文宋述語を重視すべぎであ

ると思う。文末述語がどのようであるかということ，つまり文末述語における

詞が名詞であるか，動詞であるか，形容詞であるか，あるいはさらにどのよう

な動詞であり，どのような助動詞がついているかなどということと構文の型と

の間には密接な関係があると思われるQ

　　　　「彼が当番だ」　「花が咲く」　「子どもが歌う」

の三つの文はいずれも主・述の関係にあるしつの部を持っており，ことに後の

二例は「……ガ……スノレ」の型として考えることができるが，しかし，この三

つの文の分化した表現である次の文

　　　　「彼が昨Hから当番だ」　「花が夏：に山で咲く」

　　　　「子どもが学校で友だちと童謡を歌う」

などは溝誌上違いがある。（「……が……を当番だ」「……が……を咲く」のよ

うな表現は一般的ではない。）どのような種類の連用修飾語を，どのような結構

で，持っているかということは丈末述語の性質と関係があると考えてよい。

　　　　「僕は水がのみたい。」　　「象は鼻が長い。」

なども，その構文は文末述語の性質との関係において説掬することもできるで

あろう。同様に，

　　　　（1）牛がゆっくり歩く。

　　　　②景色がまったく美しい。

　　　　（3）君カミ歌え。

　　　　（4）花よ咲け。（「花が咲け。」は一般的でない。）
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などの文について考えるにFゆっくり美しい」ということはなく，また「まっ

たく歩く」というのも普通ではない。ある類の副詞（たとえば，マダ。カナリ

。スコシなど）はある類の述語（動詞・形容詞などによるもの）を修飾し，ま

た別なある類の副詞（たとえば，トツゼソ・ユックリeワザワザなど）はある

類の述語（動詞によるもの）を修錨するということが考えられる。副詞もまた

どのような述語を修飾するかという観点から分類することができるであろう。

いわゆる情態の面面・程度の副詞などもこのような観点から新たに見なおすべ

きものがあろう。（3）と（4）とにおいても文末述語の性質との関係において考えら

れる構文の違いがあるということができるであろう。

　このようなわけであるので，構文の調査においても文末述語を特に重視しつ

つ調査を進めようとしている。

　4．一一次の部

　述語を中心に講交を考えるゆえ，まず文末述語と直接的，一次的に結合関係

を結んでいる部を一次の部（一一次の成分）とし，この相互関係を持つ一次の部

の配列，組合せによって構文をみようとする。たとえば，先にあげた例

　　　　空を飛ぶ鳥をながめる。

　　　　　　　　　一ゆ←
　　　　　　　一｛一〇
　　　　一一〉　e一

において文末述語「ながめる」に直接に関係している「空を飛ぶ鳥を」は一次

の部であるQその一次の綿の中に念まれているr空を飛ぶ」はド鳥」と関係し

ているのであって，　「ながめる」には間接白勺に関係を持つに過ぎないゆえ，こ

れは二次の部である。さらに二次の部「空を飛ぶ」の中の「空を」は「鳥」に

対して間接約な関係であるゆえ，三次の部である，と認めることができる。同

様にして，

　　　　小島のいその砂浜で泣く。

　　　　　　　　　　　一一十一一

　　　　　　　　　一Feo
　　　　　　　一｝　〈一〇

は「小島のいその砂浜で」は一次の部，「小島のいその」は二次の部，「小島

の」は三次の都，と認める。
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　ただし，　「美しい餓色ですね」の「美しい」は文末述語「景色ですね」の5

ちの「：景色」を修飾していると考えられるが，これは一次の部とは認めない。

「景色」はそれ自身だけでは述語になりえないからである。

　ところで，「鳥が空を飛ぶQjは，

　　　　鳥が空を飛ぶ。

　　　　一一｝一
　　　　　　一一一y一一一

のようにどらえられるのであるが，交末述藷「飛ぶ」を中心として考えると，

　　　　鳥が　　　　　　〉飛ぶ．

　　　　空を

のように理解することもできる。つまり「鳥が」と「空を」はともに「飛ぶ」

に統一され，一次的に関係し合っていると考えられるので，「鳥が」「空を」

をともに一次の部であると認める。

　　　　理想，これこそが大事です。

　　　　しかし，それはおかしいよ。

における「理想」，「しかし」などは：文宋述語と孤立帥な関係を持つものである。

これも一次に準ずる部であると認める。

　このようにして話しことばの文表現を一次の部に分析すると，たとえば次の

ようになる◎

　　　　○ソウシテネー／マド／アケチャイマシタヨ。

　　　　○ワタシハネー／シソコクニ／「ケッコソシテモウ」ナンテ／オモィマセソネ。

　　　　○ソレデモ／ワタシバ／ホソトウニ／イヤーナオパアサソニナルノダケハヨソ

　　　　　ウト／オモウヨ。

　ところで一一・y〈の都といっても，その文内の構成要素としての機能にはかなり

違いがみられるものがある。二つ以上の部がきわめて緊密に結合しているもの

もあるし，そうでないものもあるQ前者を連部と称する。ここでいう連部と

は，その間に他の鶴を挿入することが不可能であるか，あるいは他の部を挿入

すればきわめて不自然な表現になる種類のものに限ってこれを認める。連部は

一つの部と同様に取扱う。たとえば次のようなものがある。

　　　○ゲタ／ソロエテアゲルデショウ。
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○キリノナカニ／パット／キエテイクノ。

○ナソカマチガイオコシテシマッタラ／マニアワナイ。

○ドウモ／アリガトウゴザイマシタ。

○ドウニモ／ショウガナイ。

○ハガユイッタラ／アリヤシナイ。

　5．裕

　このように：文末述語を中心として一一・Prvの部の結合関係の方式や，それに墓

く，部の配列，組合せにおける型を明らかにするという方法で構文を調査する

ことにしたが，部と部の結合関係の方式1’こは幾つかの型がある。　（詳しくは部

と語との結合関係を見る場合を奮む。）この部と部との結舎関係における資格を

格と名づけるなら，格には次のようなものを認めることができよう。

四脚無｛矯　：離乳＿

剛1欝欝臨　1難1罐痴から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わからない。

　　　　嚴一｛磁土喜騰盤面

孤立格

（1）論理曲関係分化表現内にあるもの

文内成分（蓬是示）

部内連結

蕩腱結

句連結

文連結

（2）論理的関係未分化表現

並立対等の関係にあるもののうち，カッコを施したものは構文調査のため便

博軍備　これがまた問題だ。

山または川です。

私にそして彼にこう話した。

学校に行き，そして本をよむ。

道を1細った。と，犬がいた。

あの一，私が行ぎました。

　囲
　　宜上とりあげたものである。

なお，いわゆる主題あるいは対象語などの取り扱いについては，さらに考え
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てみたい。

　6．　今後の見とおし

　以上おおまかに欝文の調査方法について述べたが，なお，問題が残っており

それは次年度に持ちこされた。次年度には，残された問題に検討を舶えて方法

を確立した上で，表現意図やイソトネーシaソとの総合において，謡しことぽ

の文型を明らかにしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯豊）

イソトネーシnソの研究

1．　イントネーションは「文末のイントネーション」すなわち，文の終りに該

当する発話段落にみられる高低変化を中心に，仕事を進めていくという態度に

ついては，年報8に述べたが，形式観・蓑記法・実験結果の整理など，残され

た閥題が多かった。

　本年度は，形式観・表記法をさらに検討し，・実験結果（ピッチグラム）を整

理分析した。また一方，イソbネーシ望ン観その他についても内省・観察によ

って検討を進めた。

2．　文末のイントネーションの形式をどうとらえるかということについては，

年報8で簡単にふれた。平調・昇調・降調の3種がそれであるが，これらは，

文末部の，平らな調子・上昇喬勺傾向・下降的傾向という，それぞれの特徴に従

ったものである。

　こういう形式観が妥当であるかどうか，実際の例を処理するにあたって不都

合が生ずることはないかどうか，といった点を無心にして検討を進めた。

　また，実験資料（録音）をピッチレコーーダーによって分析撮影して得たピッ

チグラム（年報8参照）を整理して，形式観の参考とした。その例を示せば，次

ページ以下の図のようである。
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ピsソチクラムG置一画）とその模式園

イネ
　

｝カブト
（縮尺矩）
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シダレヤナギ

a　　　　　　　　　b

gmo2Q　9K”9
ピ　　　　　　　d
O（〉：一Ωφ　9匹州○○

イ　カ イワシ

　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　／哺＼

／へ／

indexthmawtts．“tith’　1
apd　b盾?? aoo。　b

（被呼者A．K．．32歳男子）

＜注＞A．ピヅチグラムの写真そのものでは，現像ムラなどがあってはっきりしないも

　のもあるので，ここにはそれを，透写した図によって派した。原写莫では，高低変化

　を示している黒白の境界線を，この透写図では線にして示し，同じく上下対称形に波

　線状にあらわれている強弱変化については，便宜上，上半分に限って承してある。そ

れぞれの・。チグ・・の秘◎Qのように胤てあるものは，その模姻である。

　　B。摸式図の左肩に記したa，b，c，dなどの記・琴｝は，それぞれ実験のときに被験

　者に与えた条件の違いを承している◎それは次の通りである。

　　a……コレハ「ヵブト」デスのつもりで。

　　b……コレハ「ヵブト」デスカ？のつもりで。

　　b’……コレガ「カブト」ダッチ（反問）のつもりで。

　　c……コレハ「カブト」ダヨ（何園雪ッタラワカルソダ）　（念押し）のつもりで。‘

　　d……ナソダコレガ「ヵブ1・」カ（けいべつ）のつもりで。

26



　　C．実験で得たものには，上記a～dの他にもいろいろの条件によるものがあった

　が，イントネーションとして高低形式をみるためには，ここに示したa～dのピッチ

　グラムで一応充分と題われるので，その他は割愛した。

　これら，ピッチグラムおよび模式図について内省的観察を加えながら形式を

’まとめてみると，次のように考えられる。

　各aからは

g　it　（pt：p）／　o－o

（アクセント形式に従った「平調」）

　
φ
　
σ

　
の
　
頭勧

α
q．各。からは

　　　　　　　　　ノ

各dからは

（終りが上りっぱなしの「昇調1」）

（終りの音節全体が高められる「昇

調2」）

　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終りが署しく下降する「降調」）

　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　x

　なお，b（質問）とbt（反問）とは，ピッチグラムについていえばb「の方が

橘低変化の編が大きく，終りも長膏化する傾向を持つなど，多少の差があるが

今は本質的には「昇調1」の類と考えたい。また，　「昇調」に1と2の対立を

考えたように「降調」にもこれと同じような対立が考えられないこともない。

たとえば，　〔ワラウヨ〕　を平調（一般に雷われている，「動詞十助詞のアク
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セント」から）とすれば，　〔2闘匿）　という発謡は，終りの音節全体が低

められてつくということになり，上記dの類を「降調1」とし，これを「三三

2」とすることがでぎる。ただし，終助詞・三三助詞など文または句の終りに

つく助詞類を含んだ文節のアクセントは一丁に圃定しているかどうかという問

題が残されているので，一応問題として提出しておくに止めたい。

　これらの，平調・昇調1，2・降調は，実験無こ導き出されたピッチグラムに

基くものであるが，この形式観は内省白勺観察によっても妥当と考えられ，また

実際の資料にあたってみても，この形式観で仕事を進めてゆくことがでぎると

いう見通しがある◎実例の分1善についての其体酌な閲題や技術的処理に関して

は，なお閲題があるが，いずれ機会を改めて述べたい。

4．　これらのイソトネーショ「ソを表記するのには，次のような記号によった。

　　　　平調　　　　　　○……○（無記弩）
　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　昇調｛1：　：：：：：：：窓

　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　臨調　　　　　　○……○

　　そして，資料分析にあたってはアクセントとしての上昇・下降をそれぞ

　れ「1であらわし，イントネ・・一一ションと区別した。

　　資料（カナ文字化された談話）に記入した実例を示せば次のようである。

　　　　　　　　　　　　　ノ　　○ソレ　ク飼ニ　シウーマイ

　　　　　　　　　　ノ　　○甥ク　群レテイタ　ミ1シナ

　　○オ「ク　ル1ン’ダケド　ト魯7［エズ　イ1マ　チiニカ　イ嗣イデイルノガ

　　　　　　　　　〈
　　　ブ｝ルソダッテサ

5．上述のような形式観・表記法によって，衷現意図・構文との共通資料（テ

・・一 vにして6巻，3時闘分）の分析記録を行ない，また，イントネーションの

立場から，文末形式との対応・意図との対応などの問題を探りっっある。

　イソ1・ネーーショソ観，その他「文」認定とイソトネーーションの関係。句末イ

ントネーションの処理・音声分析機による確かめ調査などをはじめとして，具

体納な細かい問題が沢山残されているが，今後の調査研究と相まって解決を計

りたいと考えている。　　　　　　　　　　　　”　　　　　（吉沢）
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総合雑誌の用語の調査　（付用字の調査）

　前年度に刊行した国立国語研究所報告12『給食雑誌の用語前編』にひきつづ

き，報告13『総合雑誌の用語後編』を刊行した。この報告は，総合雑誌とそれ

に似寄りの雑誌との13誌の，昭和28年7月号から29年6月号までの1か年分に

ついて，書きことば研究室が行った標本調査の結果をまとめたものである。

　難事には，この調査対象で謝合に多く用いられていた約四千二百語について

作った，五十音順語彙表と使用率順語彙表を収めたのに対し，後編では，この

調査の方法と，調査対象にした語彙に関する各種の分析の結果との報告をまと

めた。以下にその内容の大体を記す。

　この種の調査でまず問題になる「単位量」の設定の理論約なことは付録1に

実際上の扱い方は§2・3と§2e4および付録撲とに述べた。　（今度の調査

での調査単位を婦人雑誌の調査の際の単位と区別して，われわれはβ単位とよ

ぶ。）またこの調査に用いた標本面出法の技術的な面の事柄については，付録豆

に記述した。なお§2eヱには，われわれが調査の企藤に豪って，雑誌出版社．

を訪闘して，雑誌の編集方針その他予備知識を得たことについて述べた。

　調査結果の分析については，次の三つを取り上げた。

　1）語彙構造の量的分析（§3）一二つの問題を扱った。一つは，調査対象

が全体でどのくらいの異なる語を含むか，つまり語彙量の推定である。結果は

13誌全体の範囲で約四万四千語（ほとんどの助詞・助動詞を含まず，固有名詞

・数詞を含む）であった。また13誌を雑誌の性格によって分けた三つの部類に

ついても，岡様の推定をした。またここで用いた推定法の理論的根拠をも明ら

かにした。もう一つの問題は，使用率の分布函数を求めることである。今まで

の諺説を簡単に紹介した上で，報告4『婦人雑誌の用語』の場合と同じく射影

函数型による近似を試みたが，結果はまだあまりよくはない。

　2）意味から見た語彙の構造（§4）一一報告4の§5に発表した婦人雑誌語

彙の分類法に修正を加えていく方向で，総合雑誌語奨の意味分類を行った。前

編の語彙表に見出しとして掲げたすべての語はもちろん，その語彙表からは省
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かれた，使用率が小さく従って推定精度も高くない語についても，おもなもの

をあげ，かつ『臼本語基本語彙』（1944）の二千語と対照ができるようにした。

（重美を含めて九千語弱）ただ，集計の単位としたβ単位の語形によったので，

それらの複：合した形や慣用句などはあげてない。

　3）藷溝成に関する分析（§5）一標本の前半部をなす延べ約十二万語のう

ちに現われた語，かつその標本使用度数が10以上の語をおもな対象として，藷

の結合力，語と語との結合形式，語の内部における結合形武等について検討し

た。結合の意味帥関係｝’uut触れられなかったが，総合雑誌に現われた漢語と和

語との構造について，一応の見通しをつけることが出来た。なお，語溝成に関

する分析に付随して，標本の前半部で採集されたすべての語の，贔詞別による

分布について，一つの結果を得た。

　以上は報告13の内容の大体である。このほか，語漏成に関して更に詳しく分

析した結果については，この年報の31ページ以下に，項を改めて報逃する○

　またラこの語彙調査の一環として，同じ範囲の標本について，語の表記およ

び漢字の用法を分析した。これは，現代書きことばにおける表記・用字の実態

の分析によって，表記法体系の改善への基礎約な資料を作成しようとするもの

であって，「当用漢字の適用によって生ずる問題とその解決法の研究」につい

て，文部省科学試験研究費の交付を受けた。

　その分類記述の項勲ま，大きく分けて次の三つである。

　（1）個kの語表記形式の実態

　（2）それらの語の送りがなの実態

　（3）それらの語の表記に用いられた漢字の実態

　この研究については，共同研究考のうち整理記述を主として分組した所員永

｛野賢が，昭和31年度から雷語効果研究室に移ったので，その後は同人によりそ

の研究室で進められた。その成果は，昭和33年度に単行の報告書として公にさ

れる：予定である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林大）
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語構成に関する分析　（追報）

まえがき
　これはう先に刊行した国立紙冠研究所報蕾13『総舎雑誌の用語後編』（以下

「報告1別と略称）のうち，「§5　語構成に関する分析」について，更に広範

囲にわたって集計した結核の遽加報告である。報告13における語構成に関する

分析はり標本の前半部（注王）の中から、使用度数10園以上の語（延べ八部五

千，異なり千七百語）に限って集；1』i’した結果あでつた。その後，残りのt使嗣

度数9團以下の語（延べ三万，異なり一万四干語）についての藥計が完了した

ので，結局，標本の前半寄金体，つまり延べ十一万六千，異なり一万六干藷に

ついての結果が明らかになった。そこで，標本の前半部全体についての結果を

ここに述べて，報告13において考察したところを｝憩こ確実なものとしたい。

　ただし，標本の前半部事体について，議の結合力および語と語との結禽関係

を調べた結果は，先に報告13で記述した，使用度数10簸以上の語についての結

果と，大勢においてほとんど一致する。従って，この報告では，結果の蓑を掲

げることを主眼として，それについての考察は，報告13の認述にゆずる。

1．　語の結合：力

　標本の前半部延べ十一万六千語う郷付属語約二干（注2）を除いた十一万四

千語について，それが単独に用いられた場合と，結舎の部分として用いられた

揚卸との，それぞれの延べ語数を第1表に示す。

　○　単費ならびに結会についての規楚のしかた（浅3），および表の体裁等，すべて報

　　借ユ3のとき’とi豫様である。ただし，報告13では，和語名詞の項をr一単位，工導泣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ
　　三単位以上」と三分したが，今灘は第！蓑のよ服こ：二分した。三単位以上の和藷名

　　詞が，実際にはきわめて数が少なかったためである。

（注1）報告1379ページ　「5・12対象の限定」参照。

（淺2）　総合雑誌の調査では，大部分の助詞t・助動詞欲，調査苅象から除外した。しか

　　し一都のもの，たとえば準体助詞としての《ノ》や，捌助詞の《ナle　マデ　パカ

　　リ　ノミ　グケ》，および助動講のくゴトシ　タイ》などは，讐に1β単位と認めて

　　採集した。これらが，延べte　して約二千語足らず数えられたわけである。なお，く

　　わしくは報告13の81ペー・一ジ「第1衷　語の醸詞別分窟」を参照。

（注3）　報告13の10ページ〔結合。単独ということ〕を参照。
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○　各欄の下段の（）の中にイタリックで示した数宇は，語の種類ごとに，その延

　べ語数の合計に対する，絹法溺の延べ語数の百分野を示したものである。

第1表　語の結禽力（標本の前半における）
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この表の結：果から次のことが知られるQ
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　　1。実際に使われたすべての語（ただし，付属語を除く）のうち，約三分

　　　の一あまりの語はラ砲とたがいに結舎しあつて用いられている。

　　20他の語と結合するものの大半は名詞である。

　　3。瀦語と漢語とでは，漢語の結含力がはるかに優勢である。

　このことは，報轡13で述べたことと完全に一致する。なお，細かな点につい

ては，報告13の84ぺ・・一・ジr第2表　語の結合力」と比較されたい。また，語の

種類ごとに見た結果も，報拳鷺3の記述にゆずる。

2．語と語との結合関係

　ここでは，報告！3に示した表（第3・1表～第3・3表）の体裁に従って，

標本の前半部全体についての集計結果を翠す。結果の考察については，報告13

の記述に新しく加えるべき事楢もないので，憲略する。

　なお，報魯13では翻愛した洋語名詞の結合形式についても，標本の前半部全

体における集計結果を，最後に掲げておく。

　○以下の衷中に示した，「結合の根曳」および「延べ語弊r異なり語数」の蕎項

　　については，報轡13の88ページを参照。

　○　語例の大半は，報卸3に示したものを再録したが，多少遡ったり，加えたりした

　　ものもある。

2。it　一掌の漢語の結合形式

　一字の漢語の結合形式を，第2。1表に示すQ

　　　　　　　　　　　第か豆震　一審の漢語の結禽形式

前部分としての結合

りな
敬聴べ数

延
語

例糖の合結
語　例

①漢語名詞　
｛　一宇の
　二字の

　三宇以上の

②和語名詞　
｛　名　詞
　居回書

　形容詞語幹

③洋語名詞

83　56
717　509

59　53

52　28
1　　1

10　　9

数名　御用

再軍傭　実社会

爾大戦争

大叛乱事件

全組合　新家元

不つりあい
（：気軽　地厚：）

大ストライキ

後部分としての結合

舞劃翻1 語　例
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　85　53
3534　2330

507　446

101　75

15　13

64　59

某氏　数年

委員会　生物学

麿家用車

民主主義者

組合員　子供服

乗組員　晃舞客

（長年　薄茶）

ロマンス派



④混種語名詞

⑤固有名詞

⑥数詞
⑦その他

⑧動詞《する》

⑨《する〉以外

　の動詞

⑩形容詞

　2　　2
30　” i27）

299　（64）

　2　　2

761　110

各サークル

名番組　大スパイ網

薪中国　悪フランコ

第一党金十薗
蕎読書サークル

（愛する

達する）

（気ずく

（縁遠い

墨ずる

役立つ）

欲深い）

14　14
639（283）

1878（500）

81　69

マイナス面

役付工　逆コース的

ソヴェト圏　ぬい女

第五条十五銭

朝鮮動乱前

門
1　20i6　s6i　1 1鑓8・2i

2。2　二掌の漢語の結合形式

二字の漢語の結合形式を，第2・2i菱に示す。

　　　　　　　　　　　第2・a蓑　二字の漢語の結合形式

結合の絹手

①漢語名詞

②和語名詞

　名　詞

　罎体醤

　形容詞語斡

③洋語名詞

④混種語名詞

⑤固有名詞

⑥数　詞

⑦その他

前阿分としての結合

籍薮熱りi 語　例

3525　2342

3033　2339

261　237

359

83

78

232

68

62

16　15

52　（47）

182（1玉G）

17　17

運動部　映顕界

関係官庁　完全犯罪

蕪地労働者　修正資

本主羨

会社側　温泉宿

映衡入り　現実離れ

〔期待薄　意地悪〕

原子工ネノレギー

独立プロ

エ：事現場　農村ゲリ

ラ隊

独立鷺本　近代ヨー

ロヅ！〈

憲法第九条

経済五力年計画

⑧動詞《す・》128821253晒す・回す・

後部分としての結合

翻畿『 語　例

750　5101

3041　2353

785　685

25正

28

　5

116

諸外羅　大会社

専門機関　生産技術

再軍備計画　畏主主

義国家

1921兄夫婦
19　1持繭

『
フ
2

　
9

45　43

890（525）

334（18g）

112　103

　　　組合還動

　　　流れ作業
ありがた迷惑

ニュース映麺　サボ

墜
職場麩　 ゴム靴製
遺

舞内閣　策京会談

三面会談　五年以上

反ファシズム運動

ピストル面面事件
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⑨《する〉以外

　の動詞

⑩形容詞

57　56

47　28

秩序立てる　理屈づ

ける

印象強い　絹心深い

計
kosg2　6so6　1 1　63s7　471s　1

2・3　和語名詞の結合形式

和語名詞の結合形式を，第2・3表に示すQ

　　　　　　　　　　　第2。3表　和語名詞の結合形式

結舎の相手

①漢語名詞　
｛　一字の
　二字の

　三字以上の

②和語名詞

　名　詞

　居休雷
　形容；；霧語幹

③洋語名詞

④混種語名詞

⑤置有名調

⑥数　詞

⑦その徳

⑧動詞《する》

⑨《する》以外

　の動詞

⑳形容詞

前部分としての結合

翻講釧 語　例

210

234

17

543

87

　2

13

90

201

16

217

74

　2
10

！O　9
76　（29＞

32　（20）

2　　2

繕手党　子供腋

下工作　手内職

元弁護士　女事務員

夢物語　繭出口

手慰み　子供だまし

三葉少な

抜：き打ちスト　朝B

ビール

奥座敷　大地主

西ヨーロヅパ　小雷

雨兵衛

朝五時　月五闘

元東京大学教授

0
9
　
9

／
Q
n
∠
　
筐
フ

に
ノ
7
　ζ
ノ

4
2
　
3

物語する　仕事する

泡食う　年老いる

疑深い　血なまぐさ
示　　一

坐部分としての結合

藷薮髄『 語　例

61

454

86

808

154

　1

26

32

339

75

289

56

　1

25

17　17
259　（93）

225　（97）

26　23

企組合　新家元

和二二　海舜通り

純量学畠資本家側

思い出話　子守歌

寝塑董　貸乎ぬぐい

簿黄色

モルモット代りナ
イトシャツ姿

親分はだ　浮気男

ライン海イソップ
擁・

十割　ふた夏

鉄筋スタンド下　カ

ムチャッカ沖あたり

・
耐｛凱

ﾊ
【 い374・77　1 1　2117　lo47　1

2。4　洋語名詞の結合形式

洋語名詞の結禽形式を，第2・4表に示す。
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9e：　2“4表　洋語名詞の結含形式

結合の絹手

①漢語名詞

　一幅の

　二字の

　三字以上の

②灘語名詞

　名　詞

　居三筆

　形容詞語幹

③洋語名詞

④混種語名詞

⑤嗣有名詞

⑥数　詞

⑦その他

③動詞《する〉

⑨《する〉以外

　の動詞

⑩形容詞

雲
”

前部分としての結合

籍薮｝翻

5
「
フ
0
4

6
一
λ
1
14．
－

6
2

7

1
71

2
∩
◎
（
ソ
4
■

　
フ
只
）
　

－

2
！
17

2
（
6
6
！

15　14

1　　1

322　269

例語

アカデミー賞　アパ

ート風

ドル資金　シャンソ

ン歌手

アマチxア展覧会

セメント袋

ゴール間際

コーヒーわかし

xキストラ集め

ゴール近

スター一。システム

アベック。カー

ダム現場　 ヒステリ

ー気味

ラジオ東京　アンチ

吉細

ナンバーワン　ベス

トテン

MSA第七次交ミ歩

アルバイトする　カ

ットする

インテリぶる

〔インテリくさい］

後部分としての結合

翻翻
11

U9

P8

P0

黶
c
7
6
1

34

V7

6

H
5
7
1
7
9
一
一
7
0

1

Q
／
0

2
4
▲
6

語　例

高階エース　反ファ

シズム

海軍デー　悪性イソ

塾
進歩的インテリ

花形スタ「　為替イ

ンフレーション

〔すリガラス〕

〔安ホテル　古レコ

ード〕

ロマンス。カー　マ

ジヅク。インキ

半袖セーター

日本アルプス　吉田

ワソマソ

五パーセント　十五

塑
吉田内閣反対デモ

402　240　i

（斎賀）
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雑誌一般の用語の概観調査

　従来，書きことば研究室では，婦人雑誌総合雑誌と，雑誌形態の中のそれ

ぞれの類について，個溺自勺に語奨調査を行なってきたが，前年度から，あらた

に各領域の雑誌にわたっての概観調査を試みることになった。

　前年度ξこは，資料として5部門91種の雑誌を選び，その昭和31年！月号から

12月号まで（増刊及び付録を含む）を調査範囲として，ほぼ全資料を入手した

ので，今年度には，採集箇所の抽出，リプリント，採集作業を実施した。この

作業については，今年度も「伝達の効率化に関する基礎約書語研究」の題で，

文部省科学試験研究費の交付を受けた。

　雑誌の5部門91種とは，（1）評論・文芸一12種，②庶斑一14種，⑧実用・通俗

科学一15種，（4）生活・婦人一14種，（5）娯楽・趣味一36種であるが，その採集箇

所としては，広告を除いたそれらの全紙面から，1／8ぺ～ジ大の部分，約八千

を無作為抽出した。この面心こは，全体で少なくとも延べ五十万語を含むと予

定される。　（調査単位には，総合雑誌の調査に用いたβ単位を踏襲し，さらに

採集箇所の1／3については助詞，助品詞をも調査する。）

　作業は，助詞・助動詞以外一捻一をこついて6系列9段階（54集落），助詞・助

動詞の画一辞一について3段階（18集落）に分けて行うこととし，今年度には，

各系列について，第5段階までの採集用カードの孔版印劇（採集箇所の原：文を

カードにリプリントする），第3段階までの採集（採集カードへ見出し語形その

他の必要台船を記入する）ならびに検査，第1段階の詞のカード整理（五十音

順排列と整理票記入）を終えた。この第1段階の整理では，延べ語数（採集カ

ード枚数）四万九千余を得た。　（この数値セこは固有名詞や数詞を含む。）

　なお，整理票には，ホールソート用カードを用いることにした◎これは全体

の五十音順整理及び集計に際しての類別の手間を簡単にするためである。

　次年度には，詞の：全：9段階のうち，残り全部のリプリント，採集，整理と，

辞の金段階の整理，ならびに詞辞についての語彙表作成を行なう予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林大）
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日本言語地図作成のための調査（第1年度）

別
段
談
1
2
3
4
5
6
7

　
　
　
0
　
0
　

0
　
●
　

O
　

O
　
O

三
2
3
3
3
3
3
3
3
3

調査の爵的

調査の機構

調査のあらまし

調査票

調査することば

質問の形式

質問のしかた

衷記

被調査着

調査地点

4　調査の進行状況

4・1　臨地面接調査

4・2　調査結果の整理

　付　方需調査藻礎図

5　調査閥始幣の準備

6　来年度以降の見通し

　　地方言語研究室では，昭和30年度から準備＊してきた”B本言羅地図作成のための調

　査”を，本年度を第1年度とする7か年計醐で闘算したe調査地域は全国にわた1）　t

　調査は臨地諏接法によって行う。

　1．調査の蹴転　この調査の鵬勺は，選ばれた単語の全国的分布を明らかに

するとともに，その単語の歴史を再講ずることにある。これによって，単語の

広がっていった道すじと単語の誕生。発展・衰滅の状況がわかり，将来におけ

る変化のしかたと方向とが推測できるQ

　したがって，これらの資料と推測の結果は，実施に抵抗の少ないことを目ざ

す国語政策に役立てることができるであろう。また，各地の方雷，ことに東京

方言が，他の全国諸方需に鐡してどういう位概にあるかが明らかになるから，

これらの資料は，それぞれの地域における国藷教育と「標準語確立」のために

利用できるであろう。

　2．調査の磁気　この調査は，国立圏語研究所地方言語研究室がセンターと

なり，調査全般の企爾・運営および結果の整理にあたり，一方，臨地調査は，

地方研究員と地方雷語研究室の室員が手分けして行う。

　本年度の調査に従事したものは次の通りである。

傘　昭和30年度および31年度に行われた準備調査・研究については，年報7・8および61

　ページの5参照。
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翼簿瀦地域氏名蠣先働8年朝現在）

　01　北海道王　五十嵐薫郎　北海道大学文学部（助教授）

　G2　北海道豆　長谷淵清喜　北海道学芸大学（助教授）

　03　北海道蛋　石垣　福雄　札幌北高校（教諭）

　04　青森　　　陸島　正年　弘前大学教育学部（助教授）

　05　岩手　　　小松代融一　渠立オ…ヒ陵高校（教頭）

　06　宮城　　　堀籠　敬蔵　宮城県驚察本部教養課（技師）

　07　秋霞　　　北条　忠雄　秋照大学学芸学部（教擾）

　08　山形　　　後藤　利雄　山形大学文理学部（助手）

　　　　　　　　　　　　　　兼教育学部（講師）

　09　　　　　　菅野　　宏　福島大学学芸学部（助教授）

　10　茨城　　　宮島　達夫　科学体系研究所（駈貴）

　11　　　　　　多々良鎮男　宇都宮大学学寮学部（助教授）

　12　　　　　上野　　勇　県立沼田女子高校（敦諭）

　13　埼玉　　　大久保忠国　埼玉大学文理学部（教援）

　14　千葉　　　加藤　儒昭　京北高校（講師）　都立大学

　　　　　　　　　　　　　　大学院博ま：課程学生

　15東惣・神奈州斎藤義七竃5　川崎衛立商業高校（教諭）

　ユ6　藩潟　　　剣持隼一郎　璽立季｝舞縛高校（教諭）

　17　富出・石川岩弾　隆盛　金沢大学教育学部（助教擾）

　エ8　回読　　　佐藤　　茂　禰井大学学薮学部（教授）

　19　山梨　　　清水　茂夫　Ltl梨大学学芸学部（助教擬）

　2G　長野　　　青木千代告　逓明中学校（教諭）

　21　岐阜　　　谷開　石雄　県立中溝高校（教論）

　22　静岡　　　望月　誼三　静岡大学教育学部（教授）

　23　愛知　　　由照　達也　日本福祉大学（講師）
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　住　所（左に詞じ）

］FL幌了盲ゴヒ28条寡ミ3丁厨

ネL幌市瑳ヒ24条西9丁匿

幌北住宅CB24

札幌市北2条西12丁国

青森県弘荊市袋町20

盛潤市加賀野久保N95

仙台市川内三十人町53の

1

秋田市手形東新町1

山形市緑町2丁賎4の4

福鶴市太田町208

東京都中野匿川添町5永

井アパート

宇都宮市一の沢町196

群馬県沼田市西倉内町

810

浦和帯外与野町大戸576

東京都渋谷区代々木上原

町1172

神奈用県測崎市千年薪町

26

類潟累柏崎市大字悪N北

園町若葉荘

石川県河北郡津幡町宇清

水ホ313

福井市湊新町66の3

肉梨県中鼠摩郡白根町薫

k　3e62

長野県更級郡更北村中氷

鉋1089

岐章察中津川市淀川町伊

藤駿方

静爾布小鹿1

名古屋帝中村区大秋町3
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以上地方概究員

以上研究室員

　なお，地方署語研究室では，この調査について書語地理学の奪門家W．A．

グPt　一三ース神父の協力を受けfまた，研究補助員白沢宏枝が，室員の調査・

研究を助けた。

　3．調査のあらまし

　3・1　調査纂　調査項目は230語。調査票は30項目を含む第1冊と，200項貝

を含む第2冊とに分けた。分冊した理由は，項目の内容に関することではな

い◎3・63被調査春の決定を参照のこと。次に調査項欝の一覧表を掲げよう。

　　調査項冒一覧

○調査Pt　fiを配列順に並べ

　た。（数字は項務番号）

○「絵」はその項嬉に調査用

　の図があることを示す。

○かたかなの項園は3。3で

　観明するなぞなぞ式質問

　の項欝，ひらがなの項照

　はS式質問の項嬢であ
る。
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130絵　ツムジカゼ

131　　ゴミ

132　　ゴミ

133　　　　ホニ：　リ　（埃）

134　　ゴミ

135　　ジシソ（地震）
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　　　　　　　　　　　調査の対象とすることばは，被調査者自身が現在使っ

ていることば，あるいは少年時代に使ったことのあることばで，しかも，くつ

ろいだとぎ，親しい入たち（家族たちや幼なじみなど）と謡し舎うとき使うこ

とば（いわゆる方需）とする。被調査考の使ったことのない古いことばや，現

在使われていても被謂査者自身が使ったことのないことば，あるいは，被調査

者が使うことばでも，共通語約場爾で使われるものは，参考として扱う。

　3。3質問の形式　質問には，われわれがなぞなぞ式質問・S式質問と呼ぶ二

つの形式がある。ともに一定の質問文の形をとり，数十人の調査員は，これに

よって調査する。

　3・31　〔なぞなぞ式質問〕　たとえば，番男1の環冒は次のような質問で調べ

ることになっている。「こういう虫を何と欝いますか。前足が草を刈るかまに似

ています。おこるとそれを振り立てて向かって来ます。色は緑とか茶色など…」

これはカマキリという虫の名を問うなぞなぞ式質問である。この調査では，共

　　　　　　　　　　　　　　　　　43



通語を与えて方言で翻訳させるという方法はとらない。日本における共通語化

のめざましい現状から，翻訳法はいろいろの点で不利と考えたことがその理由

の1。共通語形と方欝形との意味分野が必ずしも一致しない（極端な例だが，

九州などでアザを何と言うかと尋ねて「やはりアザと露います」と答えても，そ

れが東京方誓でのホクロに当たるものとして答えているという事：態が起りう

る）から，翻訳法のみによることは避けるべきだと考えたことがその2。ま

た，なぞなぞ式質問であれば，調査者相：互の隙ご質問内容の差（たとえば，項

目をミミ〈耳〉とだけしておくと，ある調査者は聴覚器官としてのミミ＜耳が

聞こえないのミミ〉だけを聞きとり，ある調査者はみみたぶ〈耳が大きいのミ

ミ〉だけを聞きとることによって生ずる差）を小さくできると考えたことがそ

の3。要するに，このなぞなぞ式質：問は，一定の質問：文によって意味分野を限

定し，それに当たる方書形を求めることを原翔としている。

　3・32　〔S式質問〕　番暑19の項冒は次のような質問：文で尋ねる。　「アカイと

いうことばを，明かるいことを表わすときに使いますか。ろうそくよりも電燈

の方がアカイというふうに……」これは，ある一定の語形に，こちらの尋ねる

意味があるかどうかのS式質閥である。一般の方書調査で行われる，ある一定

の事柄に対するその方署での語形を問う質問のちょうど逆と言える。共通語と

同じ語形でありながら，意味・用法のことなることばを使う方書がある。この・

形式の質問は，そのうちのおもなものを調査するために考案された。なお，S・

式質問のSはSemaRtlcsの頭文字である。

　3畷質問のしかた　調査は，質問文を読んで，付図のある場合はそれを示し

一調査をなめらかに進めるため，一定の図64枚が用意されている一それに

対する答を求めながら進めて行く。調査は質問文によって行い，ほかのことは

発書しないことを原鰯とする。ただし，質問交を自然な話しことばに患いかえ

ること，適当に方喬文脈を加味することはさしつかえないことになっている。

質問中に起こるいろいろの場合の処理については，次のようにきめた。

　　a．答がなかなか出ないとき一質問文をくりかえし，また，質問文の範es　一

内で解説してみる◎

　　b．共通語で答え，あるはずの方醤が出ないとき一別の醤い方はありませ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　44



んか，方需（土地のことば）ではどう罫いますかなどと聞いてみる。共通語や

予想される方言を与え，答を誘導することは避ける。誘導の方法によって得た

答は，被調査者の聞いたことのあることばであって，霞身では使ったことのな

いことばである場合が多い。答が被調査者寄身のことばであることが確かめら

れない限り，あとでの解釈にさしつかえこそすれラー般に役に立たないQ

　C．共通語形と違う晶詞で箸えたとき一同じ品詞では答えられな㍉・かど5．

か追究してみる◎適当な答がない場舎はラ溺の品詞でもとりあげる。

　d．答が2つ以上繊たとき一それぞれの答の閻の，意味上e用法上の違い

を必ず確かめて注認する。これはぜひ必要なことである。畏間語源説も一見無

意味のようであっても記入しておく。これらの注記は，地図の解釈にとって大

切な資料となる。

　e．質閥の対象となっている事物が驚愕査者の生活隅内にない（と思われる）

とき一それを確かめて注記する。

　f．見当違いのまちがった答：をしたとき一一一質fi・弩：文をくりかえし，質問文の

範矧内で解説して誤解を解くようにつとめる。

　9．以上のいずれの：肱でも適当な答が得られないとき一搦意した質賢敢

と賜の質間によって尋ねる。この場合は，その質問を涯記しておく必要があ

る。誘導法を避けるべきであることはbで述べた。

　3・5蓑記　音声の表記法は，原剣として国際音声字碍とし，都合によってか

たかなを用いることも妨げないこととする。音声の表記以外の記入については

次のような符号を用いる。まず，被調査考が答えたときの状況を，次の符号に

よって表わす，

　！　おもしろがりながら答えたとき。

　？　疑いながら（自儒なさそうに）答えたとき。

　：　はずかしそうに答えたとき。

　8r　だいぶ考えてから答えたとき。

　＊　答を訂正したとき，i新しい答につける。

これらの符号は，あとで分布地図解釈の際有力な参考資料となる。なお，どう

しても筈が得られないときは，聞き落し，記入もれでないことを示すためNR
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（No　Response）と書いておく。　ことばで説明した注記は，鈍調論者のも

の。調査者自分のものなどを，次の方法で区別する。

〉
）
〕

＜
（
〔

被調査者の説明はく　〉で囲む。

調査者丸瓦の加えた説明は（）で閥む。

調査の場にいあわ憂た第三者が有益な説明を加えた場合は，調査

者の判断でとりあげてよい。第三者の発言した語形も被調査春の

認めたものについては同じ。これは〔〕で礪む。

啓らに必要があれば，次の符号を使う。

　一’一一一・・この部分がはっきりしない。はっきり聞きとれなかった。

　一一　これで聞違いでない。誤記でないQ

　3・6被調査春　調査考が候補者を選び，適当であるかどうか判定して決定す

る。

　3・61〔数〕調査地点について1名。その同じ人について顎醤金縛を調査する。

　3。62　〔条件〕　！903年（明治36年）以前に生まれた男子で，いわゆる鴛語形成

期（満3歳～！5歳）をずっとその地点（その集落）で過し，それ以後もよそ（そ

の市・町・村のぞと）での生活が，兵滋生活など一切を含めて36か月を越えな

いものQ職業・学歴・階層などについては特に基準を定めないが，できるだけ

その地点を平嬬勺に代表する人であることが望ましい。80％農業の集落で，会

祉勤めをしている人とか，その土地でひとりふたりしかいないような，学歴・

脩層の特に高い入などは望ましくない。なお，陽治36年以前という指定だから

‘丈久・元治・慶応生まれの人でもよいわけだが，あまり高齢な人はこの種の調

査の対象として適当でない場合が多い。全国の水準をそろえる上からも，明治

20年以降生まれの人が望ましい。なお，エ，2か月の短期間の旅行は，よそでの

生活とは見ないこととする◎

　さらに，次のような条件を備えている人を，被調査者として適当と考える。

　a．耳語感覚が鋭い。意味のニュアンスの違いに鋭敏で，質問に対して適切

な答をする◎方谷と共通語，敬語と卑語，日常語とあまり使わない語・現在使

．わない語などの区別がはっきりしている（ただし，これは方言にかたよった見

．解を持っているという意味ではない）。
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　b．ふだん，その土地のその年齢贋の人としてじゅうぶんな程度に方骨を使

っている（その土地の方霧をほとんど使わない生活をしている人は，調査に向

かない）。

　c．精神的・肉体的に欠陥がない（もうろくしている，歯が抜けて発音がは

っきりしない，耳が遠い，付隠が見えない人などは，被調査者として適蚤でな

い）。

　d．そのほか，調査に協力鉤である。反応が畢い。むだ詣をしないなど。

　3・63〔被調査春の決定〕　以上に述べた条件を満たす人であるかどうか，こ

とに犠からdの条件については，実際に強接調査した上でなければわからない

ことが多い。被調査驚として適当かどうかは，と亀かく調査してみて，魏査票

の第1分冊，30撰穣が終ったところで最終曲に判定する。ここで適巌と認めた

被調査者については，引き続いて第2分冊の調査票に移る。不適当と判定した

被調査者については，ここで調査を打ち切り，あらためて溺の被爾査旛を探し

て，最初から調査をやり直す○

　不適当と認めて調査を打ち切る場合，稲訴に調査を途中でやめたという印象

を与えることはおもしろくない。調査票を2器に分けたのは，そこを考えたた

めである○こうすれば，とにかく1冊の調査票を全音護すまぜたことになるから，

絹手に悪い感じを与えないですむ。調査者の側についても，1冊蜀の調査票が

終ったところで判定しなければならないのだから，ばくぜんとした不満を持ち

ながら調査を続ける状態に区切りをつけられて，好都合だと考えられる0

　3略墨　〔被講査者をなれさせるに．は〕　被調査者1ま，　このような需藷調査にな

れていないから，はじめは，質問に対してぴったりした答をなかなかしてくれ

ないかもしれない。また，その方があたりまえとも需える。誘導法を絹いない

調査法はむだな努力のように思えることもあるだろう。、しかし，調査を進めて

行くに従って，はじめはとまどっていた被調査着も，だんだんなれてくるはずの

ものと考えられる。また，そうあるべぎだ。能率よく講査を進めるためには，

調査のごく初期のうちに，調査をどのように進めるか，質問はどんな形式でな

されるか，被調査巻はそれに対してどういう答をすべきかをじゅうぶん納得さ

せ，なれさせ，いわぽ積極酌に訓練して行く必要がある。最初の部分にたっぷ
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り時間をかけた方が，かえってあとへ行ってスピードがあがるとさえ考えられ

る。3・4のaからgまでの方法を，230贋屠すべてに使うことは，考えてもわ

ずらわしいが，多くの場合は，調査の初期だけに用いればじゅうぶんであろう。

第1分冊の調査票30項濤をすませたころにも，まだこの調査になれてこない人

は，この調査に適当な被調査者とは考えられない。このことは，3・63で述べた

被調査春の決定の際参考となる。

　3・7調査蟻点　7か年計醐で四国に約2300地点。調査地点とは，被調査者が

需語形湯壷を過ごした集落とする。被調査者の現住所ではない。調査地点をど

のあたりにとるか，伺地点調査するかなどの全体の構想は，調査センターで立

てる。具体的に，どの集落で調査するかは，調査者自身が決める。

　調査娘点全体についての欝想はだいたい次の通り。

　まず7か年の調査期間を前期5か年と後期2か年の2期にわける。7か年の

調査地点数約2300のうち，まず前期5か年分の約1650地点の予定地点をきめる。

後期2か年分の約650地点の計麺は，前期の計画が完了した上で，その調査結

果から，将語酌に重要な地域に集申して調査地点を選ぶ予定となっている。ま

た前期の計画でとり残した感激的に特色のある地点も，できるだけ拾う◎

　前期5か年漏話エ650地点の計繭は，すで1’こほぼ完了した。これは5万分の1

地形図を嘉島に，人口・集落数を考えて，ある地方にかたよることのないよう

に注意しながら，1地形図あたり0～3地点を選んだ結集得られたものである。

理想的には，欝語基準から選ぶべきであろうが，実際にはこの調査が完了した

ときにはじめて可能となる。島については，人口・集落数による一定の基準か

ら，金国で50の島を選び，さらにその規模によって各島の地点数を決定した。

　調査嚢は，センターの選んだ調査予定地点を基準として，具体酌に調査地点

を決める。原蜀として，センターの指定した地点で調査するが，該帰する被調

査蕃がいないためなどで，どうしても調査できないならば，直線距離で5k斑

の範囲内で都合のよい敢点を選ぶ。この心念の注意は次の通り。

　a。社会構造・産業形態などで著しく変っているところは避ける。

　b．新閤地など，移入春の多いところは避ける。

　c．市街地，ことに歴史の古いところは，ことさらに避けるべきでない。

　　　　　　　　　　　　　　　　48



　d．言語酌にあずらしいところばかりをことさらに選んではならない（この

ようなところは，後期2か年の計藤で考慮する）。

　4．　調査の進行状況

　4・1臨地面接調査　昭和32年度，すなわちこの調査の第1年度は，323か所

での調査を全都終了した。調査地点は次ページの麟でわかるとおり，いちおう

全国すみずみにまでぼらまかれた◎

　以下にその地名と，調査者の番号を示そう。

　　　調査地点

北海道

函館市若松町

釧路市入舟町一丁画

帯広布

網走布台町

稚内審北浜通十丁蔑

江別宙八条八了日

亀田郡銭亀沢耕字憲海苔

檜山郡江差町豊矧町

余衝郡余市町宇港1貯

調査巻番弩

籏丹郡積丹町掌美田町大掌鍛澗

三石郡三石町港町

常理1郡常呂町字トコロ

有珠郡伊達町鹿島町

1二戸器1；月形1町掌中野

上メi曙瞭旭用村字」二兵村

青森県

宥森宙大宇懇城字平岡

黒石薦大日浅瀬石宇浩規

東津軽郡三厩村大宇三厩電算月虹i

繭津軽郡岩　麟嘗大字岩簸字松原

北津糧郡金木町大汗金木掌砦松町

上北郡野辺地朝焼字野辺地字浜掛

下北郡田名部晦大字罵名部字赤平

下北郡刃i内町大劇｛li勾字川内

三戸覇1五戸脱字了剛樋膏呂文字

岩手県

釜石市嬉石

富古辮第17地割新町

3
2
2
2
1
1
3
3
3
3
1
2
1
1
2

C
O
G
G
O
O
O
O
◎
0
0
0
0
0
0

4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0

門
0
階
O

n
）
∩
V
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　　　調査地点

大船渡市日町八幡町

北上市黒沢尻町芳町

遠野市附馬牛町上柳

島磐井郡千厩晦本町

岩手郡玉孤村大掌川又

和賀郡沢内棚；1舟

二戸郡安代N！荒騒新町

二戸郡金匠1金田一村

九戸郡大野村

宮城県

仙奮畜畏口紐

石巻？1’i門脇字口内

白石宙東小路

白石布越二五賀二二場台

黒絹二大和購齋二字上町

登米郡登米凹田池字鉄砲町

調査餐番号

　　　05

　　　es

　　　O5

　　　05

　　　es

　　　es

　　　es

　　　es

　　　O5

ρ
0
ρ
0
ρ
0
6
β
0
戸
D

∩
》
0
∩
V
O
ハ
U
G

加美郡小野Efi町東〆1、野限字下野目大下G6

秋N県
大館市金坂前　　　　　　　　　　　　0ア

本荘市上横町　　　　　　　　　　　07

男麗市戸賀戸賀字野賀　　　　　　　07

幣秋田郡五城穣町大m薄野字四ツ麗　07

鹿角郡一卜恥臓物毛馬内字山根長土路　07

輿利郡象潟町壌越

仙北郡角館町岩灘iT

雄勝郡稲庭川連町稲庭町中町

山形県

康形市印役晦

長夷二市小出

7
7
7

0
∩
）
0

∩
◎
8

0
（
U



西綴賜郡小型丁丁大字北

最上郡最上町藩宮

飽海郡遊佐町吹浦

福島県

福島霧棚町

原町市大字小浜字西内

磐城市警横町

東霞縦陣欄倉町大山棚倉字鉄砲町

二会津郡只中村大宇只見字沖

二会津郡館岩村大田八総宇宮ノ前

欝会津郡櫓枝岐村字下ノ台

安達郡本宮町仲町

安積郡湖欝村大字三代掌御代

8
8
只
V

O
O
O
9
9
9
9
9
9
9
9
9

0
0
0
0
0
0
0
0
G

濁沼郡会津荻下町西南町裏（俗，小原）09

茨城渠

ii立布諏訪　　　　　　　　　　　　　三〇

下館市末旗町　　　　　　　　　　　10

久慈郡大子町大字浅月レ1・字仲井　　　10

麗島郡鉾畑町鉾照　　　　　　　　　10

稲敷郡量：£戸脇町大宿　　　　　　　　　io

猿島瓢器井町辺繊　　　　　　　　　10

栃木県

難野蜜高砂町

今市霧東町

；i薫岡市大字東郷嘩：八切

大瞬漂欝大田原

塩：谷郡下久津町宝篭il寺

群山県

桐生辮広沢町陰丁ξi

伊勢崎市今泉町

群馬郡箕郷町金敷平

誓妻郡長野源町羽根毘

利談郡新治村猿ケ京

埼玉県

熊谷市大字広瀬

北足立郡与野町火字八王子

北足立郡北本宿村穴字宮内

入園開元狭出村二本木

千葉県

触鵡布笠名

！
1
1
1
1

1
1
1
｛
ま
一

2
2
2
り
山
2

エ
ー
1
1
1
∴

3
3
3
5

1
1
1
1
14

松戸粛樋野m

成田衛寺台

安房郡鴨規町野鴨

震’灘郡大佐灘町千摺新賑

長生郡一宮町東浪見小宇大村

市原郡姉列騰町今津耳勇出

東京都

江戸月1区長島町

三多摩郡奥多摩町大掌氷川

神豪斑渠

横浜市中区闘ド駈i町

ノ騨脊市登芦町

高座郡剰i［町大字富山宇根岸

薪潟県

高田市大町

柚崎斎本町二丁冒

新発田市泉町

村上審大掌岩舩下大町

栃尾市栃尾岩神区

糸魚珊衛大字一の宮

ド騰繍傾潤1駄字傾戸
陣紹翻沢町熔瀦一の国了
北魚沼郡堀之内町旭町

刈羽郡高擁町大宇岡野町

富爵県

富山衛長柄町

轟爾南横田町富の腰

滑川毒神明町

棄蠣波郡城端町城端

下類倒郡宇楽月町ll雪i灘

下類崩郡朝H町道下

婦魚郡八尾町保内窩善寺

籍ノll県

七尾市袖が江町

輪島霧河井町瓢田町

淀沼郡大聖寺町瓢組町

贋川郡鳥越村字洌宮

鷹川郡白峰村宇白峰

河北郡津幡町字清水
1羽咋郡富来地頭町
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4
［
・
4
4
4
4
4

1
1
1
1
1
1

戸
D
5

1
1
ド
◎
り
0
ド
0

1
ー
ヱ

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

1
1
エ
ヱ
ー
1
1
1
ー
工
7
7
7
「
ク
唖
9
7
Q
v

1
1
1
1
9
1
Q
V

7
7
7
6
7
7
7

1
1
1
9
1
1
1



珠洲郡松波町宇小木

福井県

顧紐帯：板塩町

敦賀市粕川

武生齋村国町

小浜霧伏瞭

大野布中野

勝山欝下元酒

乱羽郡美山村市波

遠敷記名田庄村久坂

肉梨県

甲鰐霧和田町

都留謡ぎ鹿留

中坐摩郡購根町欝々＝1ヒ新腰

長野県

熱本市寿区心月

飯山膚ぎ木島野坂照

預筑摩郡大桑村長野樗矢

北安曇郡白馬村神城沢渡

北佐久郡獅代賑町塊野

上水内郡戸隠村折橋

上伊那齎晒春近村諏訪形赤木

下伊郷郵天竜村大字平岡満島

小県郡本際村大畑

鼓阜県

大塩霧入方町

穣葉郡鵜沼町三ツ池

海津郡平畷町昭和fll］”

本巣郡本巣村口口

郡七郡八幡町堀生町liil原

郡至山奥明方村二閣手

恵那郡明欝町市場田丁

高島潮脚岡村向照瀬

益正出小坂町大島

大野郡丹生用村久手

大野山荘Jil村新淵

瀬城郡古lii町中気多

吉城郡紳岡一掴

静岡県

醐両市曲金

96

8
8
8
8
8
8
8
8

1
1
1
1
1
1
9
9

Q
》
G
び
Q
り

一
1
1

0
0
◎
G
O
G
O
O
G

2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
！
9
1
1
1
9
1
1
1

2
2
2
2
2
9
2
2
2
9
2
2
2

22

51

藤枝宙瀬戸谷中出

掛Jil市小俣

御殿場市西田中

田方郡伊豆長岡町泓衆場

富士郡白糸村字漂

鳥照臨佐久闘町浦山

愛知県

瀬戸市前田町

西羅Ti亨錦城町

顧春井郡繭春村徳重

東加茂郡足助町大字足助字石橋

南；設楽郡鳳来町海老入i隅

北設楽郡設楽晦大字荒尾掌川角

知多郡美浜晦河和

知多郡知多町岡磁字小石由

碧海郡知立町牛田灘麗敷

宝飯郡御津町大宇御馬

渥美郡田瀕晦大掌大久保紫：山下

三重県

津齋桜橋

匹ifi宙甫

松阪市大石

羅鷲市

尾鷲了彗魯横町

伊勢賞∫宇治浦照町

伊勢帯横隔町

北牟婁温海由田丁島勝

一志郡由山町粥家城

度会郡紀勢町オ；白崎

附山郡春El村新蛋褻

滋賀県

滋賀郡志賀町大等二木戸

印賀郡i騨賀町大宇上野

東浅井郡湖北町等：噺本

京都府

福知⊥日柄：十二

綾部市八津合日嗣閥屋
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宮津市惣

北晶出郡京北町西村字大坪代

船井郡和知町字下粟野

大阪府

大阪欝脚注吉区平野新町

高槻寮裳田町

二三野市H根野町野々地蔵

和泉市父鬼町

掻爾郡南海町鳥取

兵庫県

神戸市生綴区楠晦六丁郡

神戸市垂水区西垂水町富本

洲本衛外通町五丁醤

灘本市由良町紺纒圭町字天神町

三三木市福井

川西市爵下掌大蔵

撫濾郡北条町北条

葵嚢郡淡河村淡河町

仙崎郡福峰町脚韻

甲羅郡三三日月町本郷

野望来郡山東町矢名ll｛領

美方郡浜坂町浜坂

津名郡津名町生穂中之内雨乞

津名郡五色町都志角用

楽良渠

奈畏驚北市町

天理市大字守臼堂

桜井布大字粟殿

生駒郡生駒町谷田

霞辺郡都酪村大字吐凶

宇陀郡郷杖村大字菅野

宇智郡五条町大字叛町

吉野郡十津規四大宇小原

和歌山県

新寓霧新宮
山辺市湊．

御坊市御坊

東牟婁郡古座町下田凍

西牟婁郡江住町江住

海草郡煎太町加太
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！搬郡粉澗棚
伊都郡高野町高野両

伊都郡二二村東憲貰天神回内

有田郡湯浅町湯浅

　日高郡竜神籾竜神

鳥取県

東伯郡中山村大字赤坂

西仲郡燈本町大字大殿字大寺

気高郡気高町浜村

島根県

浜田粛礒脚

大田斎久手町波根頭

平田壷中之島町

大原郡木次町大等：木次

　周吉郡西郷町西瞬∫

海±郡濾士村大字海士

知失郡西島町赤之江

岡由県

岡霞市高島新毘敷

新児市上布井村

児島布瞭之浦

浅口郡寄島晦窃島

上欝郡賀陽町賠ニヒ

真庭郡勝肉町勝霞

勝曝郡勝田町莫力賭ls

広島県

描山鷲了鞘町石井

安芸郡音戸町汲多見宮N

佐伯郡湯来町伏谷fil角

肉県齎1戸河内町本郷土贋

高田郡美土璽町生田串北

撫茂郡豊栄町清武郷谷

神石郡神石町中郷

比婆郡P羽村向秀ミ臼霧暫

山q県
下関布吉田町駒辻

山にr粛大掌上宇野令滝区伊勢門前

萩市賓海

光市大字島田字石照

玖珂郡錦町宇佐郷紙屋
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大津郡臼羅村大掌臼羅一ヒ宇古市

徳島県

鳴門市鳴門田鼠佐伯字大谷

三好郡東祖谷出山大醤

香ji際

高軽羅屋島洒町

三富郡三野村大見字岡鱗

愛媛県
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東宇和郡黒瀬月附大字高野市字太部原38

爾宇和郡三田町ご名津

常宇和郡絨辺町長野

湿泉郡中島町大浦

越智郡上浦村大字甘騎字口狭

牢摩郡薪宮村大字新羅ll博：土居

高知県

宿毛市宿慈

須鶴布多の郷紳田

安菰郡昭瀞1丁

安芸郡顧異事丁東町

霧婁郡在所村朴の本

吾損郡池；111町東竹の谷

福爾県

門覇市大字田ノ浦

宗像君綜像町字田熊

難良郡早良町早寒入都

浮羽郡闘霊丸町新町

由門郡瀬高町下ノ庄葱圭七須時

佐賀県

藤松浦郡有田町外尾鮮∫

紳埼郡三瀬難字車群

長崎県

諌早布城兇町一＾丁霊

大瞬堀池田郷

福江市上大津

平戸布中野町郎中免

藤彼杵郡瀬ll｛村横瀬本募i聾
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南松浦郡三井楽町本町浜ノ畔郷

上県郡上県瞬上県町佐須奈

熊本県

八代南東町本町猫谷

玉名郡南関町関町堀池園

田池郡菊池町隈廣横町・

阿蘇郡蘇陽町菅羅字大久保

球磨郡多良木町議地蔵霊

天草郡大矢野町素立瓢田

大分県

丁田市瞬島町字大馬道

竹濁市大宇玉来掌玉来

南海都郡鶴発村火宇丹賀字丹塗呈

速児郡E出町大掌溝繊字赤出

玖珠郡玖珠晦大字山田字翁口

宇俊郡安心院町大宇新原勲；傘ノ箭

密崎県

臨繍野火孚塩見字奥野

潤粥賃了大字板敷掌糺

西諸県郡高原町大字蒲牟田字狭野

東臼杵郡諸塚村火影七つ肉宇本村

醤鼠落郡N之影町火字七折字大菅

児湯郡東米良村大字尾八霊字小八重

鹿児島果

糖麗市篠原町

枕崎布大字枕峰高見町

指宿霧大宇額堂方渡瀬

出水布大字賦馬下1や

伊佐郡菱刈町大字田中

姶良郡蒲生町大字上久徳

姶良郡編山町：大字編出

囎麟瓢志細雨町大字志窟志巾大黒

肝属郡内之浦町大宇蒋響方上建

大島郡知名町大字瀬利覚

大島郡与論村議宇茶花
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以＿ヒ323重也点、

　なお，下認の地点では，地方研究員と地：方綴織研究室員が同行して調査し，

調査現場で起るいろいろな事態について打ち合わせて，下国での調査が統一し

て行われるようにつとめた。この打ち合わせを・圃行調査とよんでいる。
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　　　　　飼行調査地点名

石痢県江沼郡大聖寺町

福井県福井市板膿町上南川

岐集県郡上郡奥明方村二闘手

愛知県菓加茂郡足助町石橋

箪．重県津旗下戸田町

京都府北桑田郡京北町西

大阪府大阪市東往吉覆平野新町

兵庫県神戸市垂水区垂水町富本

奈良県吉野郡下北出村濾原。同村専浅内＊

和歌山県御坊市御坊町

地方研究員氏名　概言室員氏名

岩井　隆盛

佐藤　　茂

谷開　石雄

出田　達也

堀N　要治

奥村　三雄

前題　　勇

和霞　　実

西宮　一口

村内　英一

徳Jli宗賢

野元　菊堆

柴田　　武

ノノ

上村　幸誰

野元　菊雛

’P

上村　幸雌

徳Jli寒賢

上村　幸雌

　4・2調査結果の整理　調査結果は，本報告1で示したように，pa　Eごと赫の

．分布地図の形で整理しつつある。

　地図への記入にあたっては，語形を丸とか三角などの符号にかえて示す方法

をいまのところとっている。そのために，われわれは，500種の符号（ほぼ4

．mrn角）をほったゴム印と，8色のスタンプインキを使っている。符号の一部

を例として示すと次の通り。

　調査結果を記入す

る霞地図としては方

．言調査基礎図を用い

た。

　基礎図とは，言語

の地理豹調査をする

にあたって，その調

査結果を轡き入れる

1コ田囚翅愛戯囲画趣睡・・…
OOQ　tw　＠＠　tw・一・

∠＝7盃7：盈盤・＄〉禽…一

ΨΨ・ロ瀞鹸・馬同一

ノ／／￥醐…一
　　　　　　　（整理符号の例）

ために作った特別の白地図である。単に海岸線を恭しただけのものではなく，

調査地点を，一定の組織によって表わしうるように工夫したものを需う。

＊　この地点では適当な被調査者が得られず，完全な調査はできなかった。

謡＊　各項窪ごとに作られる地図は，1枚とは限らない。クスグッタイという形容詞を鰐

　にとればクスの部分の地図とグッタイの部分の地國に分けた方がよいかもしれない。

　喜たグッタイの部分の地図については，さらに最初の子音が［9］であるか勧3であ

　るかの音声的特徴をとりだレて地図を作ることもできる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　56
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　われわれは，この基礎図を，地理調査所発行の5万分の1地形図を手掛りと

して組み立てた。5万分の1地形図は，正確であってしかも手近にある。

　地点番号は，次に説画する組織によって幾ケタかの数字によって衰わされる。

簡単に要約すれば，地点の番丹を，その地点の属する区域の番号によって示す

システムである。まず第一霞を使って説明しよう◎この図では，副本がいくつ

かの長：方形のプロッター東境2。30f，爾北1040「一によって区男砦けされている。

（このブuヅクは，それぞれ5万分の1地形図i100枚すなわち地形図を縦横10

枚ずつ並べた地域にあたる）。最初，このブロックに2ケタの番男を与える。

その番号は第一図でわかるように縦横に～定の組織がある。次に，各ブr＝　．ノク

内の5万分の1地形図にあたる縦横10ずつ計109の区域一東西ltsi爾北lot一一

を，左上すみから横に順々に00，01，02……とし（霜下すみ9糖こ至る），この2

ケタの数字を，さきのブPtックの番号に続けて，5万分の1下灘1枚にあたる

区域の番号とする。第2閣で説明しよう。この図は，鎮1麟における65番のブ

ロックを拡大したものである。図の小さなます欝一つ一つが，それぞれ5：万分

の1飽形図一枚にあたる㌔たとえぽ，左上すみの650Gのます冒は，5万分の

ユ地形図r宮津」に．あたる。京都衛の中心部は6533（地形図でいえば「寒都東

北蔀」）にある。従って，：京都帯（棄北部）で調査した三二は，池点番号は，

大まかに憲えば6533と言ってもよい。

　しかし，調査地点は，4ケタの数字であらわされるます欝にいつも一箇所とは

限らない。4ケタの番号では一つのます目に2つ以上の地点をとる場含に，違

った地点が岡じ番号であらわされることになる。そこで，それぞれのます冒を

さらに縦横ともに10等分し，卜師r30’ノ爾北1’の100のノ1、干死に分割して調査

＊　ただ。ここで，このます覆が現行の大部分の5万分の1地形図と厳密には一致しな
　いことlc注意しておく必要がある．3色刷りの蝦：新版：のものを除いて，現行の5フぎ分

　の！地形園iこは10’！4の測量黙慈があウ，基礎函のます目に1冠してわずかばかり東に寄

　つた地域が記載されている。

　　また，外海の島；．こついての5万分の1地形図の外わくには，われわれのシステムと

　一致しないものがある。例：由形県「飛島」，東京都「八丈島」，鹿児島県「喜界島」な

　ど。朋に5万分の！地形図の中には，1枚の図面に東酉15t南4h　10tのわくカ、らはみ

　だした部分を含むものがある。例：福島県「糟馬中村ji茨城県「潮来：」碁譜県「島井」

　静閥県「浜松」など。これらの場合は，現行の5万分の1地形図の図面にこだわらず，

　プPtックを100分するという方式で東西エ5’南誌10ノのます旨をかけて番号をつげた。
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地点番号は，その地点が属する小区爾の番号であらわすこととした。第3図で

説明しよう。第3図は，6533のます漢をさらに拡大したもの，このます目を縦

横ともに10等分し，100の小乱爾に区切る。そして，左上のすみから横に右下

のすみへむかって，順々に00から99までの数字を与える。小区画の番号は，ま

す醤の番号の次に点をおいて，この2ケタの数字を並べて減す。図のように，

左上すみの小区画は6533・00であり右下すみの磁区薗は6533・99となる。具体

的な例で云えぱ，近江八景の添田で調査したとすれば，地点番号はその小区画

の番号，つまり6533・36である。大原の塁で調査すれば，6533・33となる。

　地点番号のつけ方は以上の通り，つまり，この墓礎図の構想では，地点の番

丹をその地点の属する区域の番号によって示すシステムであり，さらに，その

区域と区切る外わくの線は，5万分の1地形麟のわくの線一一経。緯線一一一を

墓準としたシステムということになる＊。

　われわれは，墓礎図として150万分のヱの白地図（B版全紙）を作った。そ

の図には，5万分の1地形図にあたるますBが，ほぼ15mm×13mmの大き

さで恥き込まれている（それ以下の磁区麺を示す線は省略した）。しかし，基

礎図はいわば一つのシステムであるから，かならずしも150万分の1の縮尺で

ある必要はない。同一システムによるならば，300万分の1の雄図であっても

あるいは80万分の1の図であってもさしっかえない。また，調査が，ある地域

に限られる場合は，この日本書語地図のための基礎図のような，日本磁土の白』

地図でなければならない理由もない。同一システムであれば，一つの県，一つ・

の地方のものであってもかまわないわけである。この基礎図は，いわば経線・緯

線を基準としているから，今後行政区繭および地名にどんな変更があっても動

かない。つまり，同じ地点は永久に一定の地点番号を持つことになる。さらに

の基礎図はシステムによって調査地点を示すことが一般約になるならば，互に

無関係に行われた別の調査の締果も簡単に比較することができ，そのまま一枚

の地隅に整理することがでぎるようになるであろう。上に述べたような意味か

＊　なお，艮本誌語地図作成のための調査では，点以下2ケタだけで示せばじ1gうぶん
　と考えたのだが，もっと地点を細かくする調査，東西1’30”南北1’の小区iIの中に2

　地点以上をとる調査では，同じ憩G進法の方法によっていくらでも細かく番脅をっけ

　ることができる。
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ら，地方露語研究室では，このシステムが広く普及することを希望している㌔．

　5、調査離始前の準備　年報8での記述は昭和32年3月現在のところで終って

いるが本年度の調査にさきだって若干の準備作業があったので，ここで補って

おこう。畷和32年3月行われた山梨県中臣摩郡豊村での調査結：果を参考として

調査票王・」が作られた。ほとんど現在のものに近い姿であったが項霞数は233

（うち被調査者判定のための第1調査票は26項冒）。この講査票を土台として

所員間での意冤交換が行われ，項鷺の入れ替え，配列の検討が加えられて現在

の調査票が最終酌に決定した。

　6．来年度以降の見通し　この調査は，今後ひきつづき6年間，昭和38年度ま

で継続する予定である。第2年度以降も調査方法は第1年度と全く同じ方法を

とり，調査地点は毎年約330地点ずつふえ，その網の冒をだんだん細かくして

いく。なお，沖縄地方は，第1年度調査の地域に入れることができなかったが，

元来M本語地域ではあるし，解語的に特に重視すべき地方であるから，調査地

域にくり入れるよう努力する。

　本報告4・1の終りのところでの述べた同行講査は，調査者金員ができるだけ

統一した方法によって調査を行うための作業だから，7年關調査計画のうちな

るべく早い時期にすますため，地方霧語研究室の室員は，できるだけ多くの地．

方に出張する。第2年度には北海道および本少陳部地方で同行調査を行う予定

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳川）

＊　なお，この基礎図は，欝語の地理的調査ばかりでなく，地理酌分布を扱うあらゆる

　調査研究に利用することができる。たとえば民俗学である畏具そのものの分窟を示す

　ときにも使えるし，また考古学上の遺物の分布図にも利用できるなど。
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琉球首里語辞典の編修

　　　　　　　　　　　　　　A．　質　的

　琉球湯里出身の琉球研究家，島袋盛敏氏執筆の原稿「琉球語辞典」（収録語

数約1万2千）に検討を加え，訂正増補した上で琉球首黒方警辞典として刊行

する。

　　　　　　　　　　　鷺．前年度までの経過

　そために，昭和29年度から31年度にかけて，全的冒について音声・アクセン

トの観察，意味の補正，用例の追加，項留の整理と補充などを行った。その上

で，原稿を全部書き改める作業にとりかかり，32年度に持ち越した。

　　　　　　　　C．昭和32年度の実施経過と担当者

　原稿を書き改める作業は，藩干の疑岡項目をのぞいて，32年12月まで1こ終了

した033年1月からは，標準語引きの索引のためのカードを作成することに着

手し，同時に，残った疑問彫刻の処理を進めた◎32年度もひき続いて上村幸雄

が担当した。疑問項財の処理には，首里出身の琉球史家，比嘉春潮が非常勤職

員（32年11月～33年3月）として協力した。

　　　　　　　　　　　　D．来年度の予定

　：予定より進行が遅れているが，昭和33年3，月末現在，標藻i語弊ぎ索引カード

作成の半分を終り，残り半分の作成とその配列・轡き改めた療稿の配列・音韻

と：文法の解説の執筆などを残している。これらの作業は昭和33年8月までに完

了する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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言語能力の発達に関する調査研究

A．研究経過，本年度の実施の概要

　この調査研究は昭和28年度からはじめた。昭和28年度に小学較に入学した児

童の，～学級（約50人）のひとりひとりについて，その雷語能力がどのように

伸びて行くかを，継続して，追跡撫こ調べて来た。この児童たちが今年度は5

年生になった。三三能力の発達は，発音ラ文字，語彙，文法，読むこと，つづ

ること，話すこと，聞くことのすべてにわたり，発達の条件としては，環境，

知鰺，性格，身体約状況，学習などを調べている◎方法はテスト，観察（逸話

記録，チェック・リスト），二三紙調査などを主にしている◎テストや質問紙

はだいたい自作である。なお，昭和28年度入学児について調べ切れなかったこ

とを翌昭和29年入学の児童について調べている。この児童は今年度4年生であ

る。したがって，撫こ掲げる各学校で各2学級の児童が研究調査の対象になっ

ている。今までに中閥報告として国立国語研究所報告7「入門期の欝語能力」，

同10「低学年の読み書き能力」を出したが，今年度は同14「中学年の読み書き能

力」をまとめながら，調査研究を続けた。

　本年度の実験学校，協力学校（いずれも最初からの継続校である）

実験学校

実験学校に．準ずる学校

協力学校

東京都新宿区四谷第六小学校

神奈川県中郡比凌多小学校

東京榔杉並区：方爾小学校

東＝京都中野区新井小学校（29年入学児だけ）

神奈メ｝腺逗子市久木小学校

静岡県静岡帝中田小学校

長野県上水内郡豊野酉小学校

長野県埴科郡松代小学校

栃木県小山市小山第：tJ・学校

滋賀県大津市申央小学校

兵庫県氷上郡北小学校

本年度の調査担当者は，輿水実，芦沢節，高橋太郎，村石昭三であったQ
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　次に本年度のおもな検査や調査を実施順にあげる。それから，今まで中問報

告をしていなかった中学年の話す能力の発達，聞く能力の発達について報告す

る。

　1　各学期末のテスト

　　第1学期

　　　1）文字力（漢字書字・漢字読字）

　　　2）　読癖力（黙読理解）

　　　3）読書速度（黙読。音読）

　　　4）語い力

　　　5）文法能力

　　　6）話し方

　　　7）　脱ぎ方

　　　8）作文

　　第2学期

　　　1）文字力（漢字書字・漢字読掌）

　　　2）　読角犀力（黙読理解）

　　　3）　読書速度（黙読）

　　　4）　語い力

　　　5）　：交法能力

　　　6）　導き方・話し方

　　　り　聞き方速度

　　　8）　話す・聞く（質問紙）

　　　9）　話す（録齢）

　　　10）作交

　　第3学期

　　　1）丈勢力（漢字書字・漢字読字）

　　　2）　読解力（黙読理解）

　　　3）読書速度（黙読・音読）

　　　4）語い方
　　　5）　　文法倉邑ブコ

　　　6）　聞き方・話し方

　　　7）作：文

　琵　そのほかの調査

　　1）　読書ノートの配布・圃収

　　2）読書調査

　　3）　オフサルモ。グラフによる調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　64



　4）　話し方調査

　5）読書練習器による読書速度の調査

ff協力学校への所員の出張

　1）長野P灘直科郡松代小学校　高橋太郎（33・3）

　嚢の3）4）5）の調査は実験学校の児童（29年度入学児，5年生）に研究職

に来てもらって集申的に行なった◎　　　　　　　　　　　　（輿水）

B．中学年の話す能力の発達

　　　　一岡じ問題に対する笛の発達一

　昭和31～32年度に，実験学級の3～4年生（31年に3年生，32年に4年生）

に対して，話す能力を種々の観点から調べたが，そのうち，ここでは

　　　（i）　毎学期末に行なう言語能力の総合検査の一環として作られたテス

　　　　1・問題によって調べたもののうち，

　　　磁）　直接謡させず，紙に書いた選択枝から正答を選び出す，客観法形

　　　　式をとったもので，しかも，

　　　（ii圭）　同じ（または，等価と考えられる）問題で2團以上行なったもの

だけについてのべることにする。

1．テスト問題

　（1）問題は次に示すA～Fの6題で，これは，いずれも，簡置の話や説輿は

実験春が読み聞かせ，被験者は，選択枝だけを書いた解答用紙に○印をつける

ものである。

　　なお，AとBとは，それぞれ闘き方テストにすぐ続いて提出したもので，　Aは聞き

　方の「11．ディズニー映爾」の，8は聞き方の「13．子どもの薪聞」の，それぞれす

　ぐあとに続いている。（なお「C中学年の聞く能力の発達」参照）

　〔聞耳A〕　よしお君が読み終ると，「ぼくもだそう。いつまでに出せばいいの。」とだ

　　れかが聞きました。四人のお友だちが管えました。どれがよいでしょ〉か。

　　（1）ぼくなんかもうずワと前に出したよ。新闘にのった蒔すぐ出しちゃった。

　　（2）君はあまりうまくないからだめだよ。もう山ほどたまっているんだもの。

　　（3）三十資のゆうびんのけし，いんがあればうけつけるよ。早く崖せよ。

　　（4）作：文はひとりでちょくせつ送ってもいいんだよ。薪｝聯しに早く田せよ。

　〔問題B〕　このラジオが終った時，お父さんが会社から帰って来ました。
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　「あさって，二，三日の予定で新潟へ出張することになった。こんなに暖かだから，

　仕事が終ったらスキーをしてこよ5と思っていたができないな。新潟にある会社の

　出張所へ行くんだよ。」こんな話をしてから，すみれさんたちにむかって，「みんな

　おぎょうぎょくラジオを聞いていたね。なにかあった？」とお聞きになりました。

　すみれさん，なぎささん，春男さんはさっそく，お話をしました。だれのお話がい

　ちばんよいと思いますか。

　（1）「春　男」　お父さん，ラジオでね。今晩あたりから寒くなって，裏日本は大雪

　　　　　　がふるって。だからスキーはできるよ。

　（2）「すみれ」　ラジオでね。新潟県の奥の子たちはね。六無生がかみをかってあげ

　　　　　　　るんだって。だから床屋さんにいかないんだって。お父さん，見てら

　　　　　　　っしゃいよ。

（3）「なぎさ」長野県を通って，軽井沢によってね。そこの子たちはお人形をつく

　　　　　　　って，マナスルの登由隊にあげるんですって。お父さん，長野を通る

　　　　　　でしよ。

〔閥題C〕　山田先生が麟語のi略驚に，「これから君たちの家で，今，何新聞をとって

　いるか，ひとりひとり調べます。」と言われました。二郎潜の家では，毎臼赫聞をと

　っています。しかし，二郎齎はクリチャンの漫画が大好きです。そこできのう，お

　かあさんに「朝翼新聞をとって下さい。」とお謡いしました。けれども「お父さんが

　毎日紀聞がいい，朝疑はだめだとおっしゃってますからね。」とおっしゃって，とつ

　てもらえませんでした。山田先生が，「はい，二郎君の家は何新聞をとっています

　か。」とおたずねになりました。二郎1霞は何とお答えしたらいいでしxう。

（1）毎臼i｛錆蠣をとっています。

　②　朝罠新醐の方がいいけどいまは毎ヨ懸聞です。

（3）山上新隔です。あれはクリチャンがないからつまんないです。

（4）ぼくのうちはお父さんが毎口類聞ときめているんです。

〔問題D〕　あきら灘は隣りのまさる翼といっしょに道を歩いていると，学校の先生に

　あいました。まさる君は幼稚園に行っていて，三分のことをrマーチャソ」と琶い

　ます。先生があきら君に「この子は誰ですか。鷺の弟かね。」と聞きました。あきら

　君はまさる君をどう雷ったらよいでしようか。

　（1）ぼくにはおとうとなんかいません。

　②　まさるっていうんです。まだ学校に行っていません。

（3）いいえ，ちがいます。ぼくのうちのとなりの子です。

　（4）いいえ，ちがいます。「マーチャソ」です。

〔問題E〕山繊鷺が目の手術をして学校を休んでから，もう二週間になります。山田

　君は今まではお昼休みになると杉田君たちとスモウをとって遊び，とても強い子で

　す。

　　ある日，杉田君はお友だちと一一緒に，病院に山田君をお見舞い1’こ行くことにしま
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　した。山田君は非常に喜びました。しかし，まだ霞に大ぎなほ5たいをしていて，

　からだを動かすと回そうに顔をしかめます。

　　杉田震は，どう君ってお見舞したらいいでしょうか。

　①　はやくよくなってね。ぼくもここに来たらなんだか賦がへんになったみたいだ。

　②　はやくよくなって，またすもうをしょうね。みんなまってるよ。

　㈲　ずいぶん大げさなほうたいをしているんだね。まだとれないの。

　④　おべんきょう，すごく進んだよ。テストもすんじゃった。はやくよくなってね。

〔問題F）　「疋男さん，おかあさんね。P．T．　Aの会に出て来ますから霊郎とよくお

　るすばんしていてね。4時にはきっと帰りますからね。」おかあさんはそう鷺って鷹

　て行きましたeはじめ三郊さんも，おとなしく本など読んでいましたが，あきてし

　まって，家の中でひとりでボール遊びをはじめました。と，ガチャーソとガラスを

　わってしまいました。3晦頃になって，しんせきのおばさんがみえました。そして

　「おかあさんが帰ってきたら，すぐわたしの家にくるよ5にいって下さいな。」とい

　って，おばさんが帰って行きました。少しして，正男さんの友だちの江四霜がきて

　「野球を癒つばで照時からするから，すぐおいでよ。」と正男さんを誘いにきました。

　正鍔さんはおかあさんが畢くかえってこないかと，待ち遠してたまりませんでした。

　rただいま」おかあさんが，約束の4緒に30分もおくれて帰ってきました。正男さ

　んは，どういうことをはじめにお像えしたらよいでしょうか。

　1．　さぶろうちゃんはね，ガラスをわったよ，おかあさん。

　2．山門君が4時・から野球をするといってきたから，すぐいっていい，おかあさ

　　んっ

3．　しんせきのおばさんがきてね，「すぐうちにおいでください」っていいました

　　よ，おかあさん。

　4．　おかあさん，走時にかえるといったのに　いやだよ，三十ぶんもおくれるんだ

　　もの。

　（2）谷問題を行なった学年・学期，およびその被験者数は，ヂ2，結果」の表

に示す通りである。2年生の特から連続突施している問題は，あわせて封じ表

に示した。

　（3）テスト問題の等価性については，単に語をかえただけのものは，等価と

みなした。たとえば，問題Cで新聞被名をかえたもの。Eで病気の種類をかえ

たものなどである。2年2学期に行なった問題Dおよび勅題Eは，選択枝の構

成法が，他の時期に行なったD，Eと少し異なるので，結果を〔〕にいれて

示した。この問題は，二二D’，および問題E「とよぶことにする。二三D1およ

び問題£∫は，次の通りである。
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〔問題Dt〕山本君が親せきのまさる鷺といっしょに公園にキャチボ・一ルをしに行く途

　中で，学校の先生にお会いしました。まさる君は千葉の学校の一年生です。肖分の

　ことをマー坊と’言います。先生がまさる慰を見て，霞本齎に，「この子は誰ですか。

　君の弟かね。」とお聞きになりました。山本潜はまさる齎を先生にどうお伝えしたら

　よいでしょうか。

　！．　いいえ，ぼくに弟なんかありません。

　2．　まさるという子です。ぼくたちいっしょにキャッチボールに行くところです。

　3．いいえ，ちがいます。千葉にいる親せきの子で，重さるといいます。

　4．いいえ，ちがいます。この子はマー坊です。

　（なお，これはDと比較しやすいように，選択枝の番号と並べ方をかえたものであ

　る。問題実施新鶴では，2，4，3，1の順である。）

〔隅題Et〕　石矯さんがかぜなひいて学校を休んでから，もう3週闘に．なります。石田

　さんはボール遊びが大好ぎでした。お友だちの潤本さんは学校から帰って石田さん

　の蒙にお見舞に行きました。石田さんは大変喜びました。しかし顔も脊く，ひどく

　やせていました。岡本さんは，どう書ってお見舞したらよいでしkうか。．

　1．　石田さん，早くよくなってね。おくすりのんでる？　泓，あなたの顔を見てい

　　ると，なんだかかぜをひきそうだわ。

　2．両懸さん，早くよくなってね。そしてまたボール遊びをしまし素うよ。みんな

　　で待ってるわ。

　3．石田さん，まあ，ずいぶんやせたわね。顔も旧いわよ。早く，よくなってね。

　　私淋しいの。

　4．石田さん，国語のお勉強すごくすすんだわよ。あとお勉強皆に追いつくの大変

　　だわね。

　　（なお，これは旦と比較しやすいよ5に，選択枝の番号と並べ方をかえたもので

　　ある。問題実施原丈では，2，3，1，4の順である。）

　（4）このテスト問題のねらいは，ペーパーテストであることによって大きな

制隈を受けているが，A～Dでは，主として，無手の問に対する琴笛のあり方

を，Eでは，網手の気持を考えた上での発言のしかたを，　Fでは，報告のしか

たを調べることを，ねらいとしている。

2．縮果

　結果は，次の衰の通りである。○印は正答の選択枝，および正答麿の人数，

〔〕内はテストD1またはE’に対する反応結果を示している。
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3．考察

　結果の表を晃るとその発達のあとが正答率にはっきりとあらわれているもの

は，ほとんどない。ただ傾向としてt＃　r中学年になって向上したものとして，

E・F，4年生になって向上したものとしてA・B・Dをあげることができる。

しかし，これも男女の両春について厳密に見て行くと，完金な発達傾向と認め

ることはできない。

　そこで，これをただ正答率だけでなく誤答の傾向もあわせて検討し，また話

し方の機能という面からもながめて，考察を加えることにする。

　（1）質問に対する応讐としての妥当性の発達

　質問に対する応讐の形で提拙されている闇題はA，C，　Dの3っである。こ

の3つは，いつ？，なに？，だれ？　に対する応答を要求している。Aは，3e

4年の閥に発達が見られ，男子は，4年生で完成に近くなっている。Cは4っ

の選択枝がともに応答に必要な要素をそろえていて，ここで正答と鞍馬の区別

は携の余分な条件をもっているかいないかという点にある。Cの正答の発達に

なかだるみがあることは，選択枝の2が次第に勢力を増してくることにある。

つまり応答の必要条件以外のものに何か別の要素（あとでのべる）がくわわる

と，質問一応讐という形がくずされる傾向のあることを示している。Dはこと

ばづらだけをたどれば，ドだれ」に対して名前が出て来るのは当然で，これは

相手の理解の度禽に対する考慮がなければ，まともに筈えられない。その意味

でこれもやはり溺の要素が加わっている。これが次第に正容率を高めながら，

同時に，中学年で，選択枝2にも集中することの理由と考えられる。

　申学年では，質問に対する応讐の意識は発達するが，それは燐の要素によっ

て乱されがちになるものと考えられよう。

　②　自分の役翻から，雷うべきことを書う能力の発達

　Fは，るす番の役割には，報管という任務があるということを自覚しなけれ

ば解けない。この任務の議覚は，2年から3年へと次第に進んでいるようであ

る。

　（3）情報を伝達することの発達

　さきに，CやDで，選択枝2が集中傾向を持っているとのべたが，この選択
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枝2を見ると，ともに，問われていない管報を伝達しようとした発欝であるこ

とがわかる。このことは，Eの選択枝4についても書えることである。　Eの誤

容も，3年から4年に進むにしたがって，一つにしぼられていっている。この

ように情報を豊富に伝達しようとすることも，やはり中学年における発達と考

えられよう。そしてその発達は，ある場合，必要なことだけを伝えようとする

ことの発達と矛盾する。そこに正筈率の乱れの問題があるのだろう。

　（4）絹手の立場を考えて話すことの発達

　聾す場叡こ相手の重々を考えることは重要であるが，このテスト問題からも

立場の考え方の3種をひき出すことができる。

　（4－1）　相手の要求を考えること：これは問題Bにあらわれている。この

問題は，3年から4年へと，次第によくできるようになっている。

　（4－2）　縮手の理解の仕方を考え．ること：これは問題Dにあらわれてい

る。だれ？　とたずねて，ただ固有名詞で答え．られても，予備知識のない者に

はわからない。そのことがわかっていないと，Dはとけない。そのことがわか

っていなけれぽ，名前を答えることが「いいえ」のぶんも答えることになると

思ってしまう。そういう意識の上に，豊窟な情報伝達をねらった結果が：Dにお

ける選択枝2への集中傾向を生み出したのであろう。相手の理解度に対する理

解は中学年では，まだあまりのびないものと思われる。

　（4－3）　相手の気持を考えること：これは問題旦にあらわれている。この

問題でも，2年は別として，3年と4年の問に大差がない。この場合にも，清

報伝達傾向が関与している。

　以上のように考察したが，これには，ペーパーテストという限られた条件と

傾向の解釈という主観的な要素とがはいっているので，一般的なものと判断す

ることはできない。これは，他の，貴し方の請調査とともに，もう一度全体の

中で考察して，報告したい。

なおこのテスト問題の作成は，村石昭三が担当した。

C．中学年の聞く能力の発達

ここで報告する，主たる内容はつぎの二つである。
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　　　小学校中学年の聞く能力の調査紬果（1，9）

　　　小学校申学年の聞く能力と飽の言語能力・要因との関係倒，W）

　互，　問題の壕霧成

　聞く能力として，中学年で調査のためにとりあげた各能力はつぎのとおりで

ある。

　1）話（清清）の詳細なことがらを聞きとる。（伝えられる話。情報の具体

　　　約な事実を正馨に聞いて理解する。）

　2）話（檎報）の内容の時間的・空間的関係を聞きとる。（‘いつ，‘どこで，

　　　‘なにをし，それから‘なにをした，，など，時間・空闘関係，推移を聞い

　　　て理解する。）

　3）目白勺に即した情報の聞きとりをする。（伝えられる情報の中から，密分

　　　の問題と関係づけ，そのために必要なことだけを聞いて理解する。）

　4）話の欠陥を聞きわける。（伝えられる話の内容上の矛鷹を交脈から判断

　　　して，理解する。）

　5）誰の要点を聞きとる。

　6）、：文脈に即して，話（情報）のカギとなる藷句の意味を聞きとる。

　7）話のくみたてを聞きとる。　（話を必要な段落に分け，そのくみたてを理

　　　解する。）

　8）話の主題を聞きとるQ

　9）話し手の意図を間きとる。

　10）話す速度に応じて聞きとる。

　中学年の聞く能力は以上のようセこ，聞きとり（聴解）能力が主になっている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りそのためにとりあげた問題の名称，および調査学期を一覧表にするとつぎのと

おりである。

　問題番号と名称

1爾降りの登校

‘2校内放送

3速達

能　力
調査学期

話の欠陥を聞きわける △

霞的に即した情報の聞きとりを
する △ ○ ○

” △ ○

3－l
P3－213－314－lk－21tlmm3

　　　　　A．sO

A
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4天気予報

5電話の誘い

6耀子忘れ

7猫と魚

8ボート遊び

9白という犬

10たなぼた

llディズニー映画

12ラジオ・ニュース

13子どもの片聞

14白　鳥

15追　想

16おみやげ

17さけとつばめ

18動物園

19おまわりさん

20事故の解説
！21螂勉

旨的に即した情報の聞きとりを
する

話し手の意図を聞きとる

話の内容の時閥的・融手的関係
を聞きとる

　　　　　　rr

　　　　　　tt

　　　　　　tt
話のくみたてを聞きとる

胸管：交の要点を聞きとる

文脈に即して，情報のカギとな
る言吾旬の意味を聞きとる

情報の詳細を碍きとる

話の要点を臨きとる

　　　rt
漏的に即した情報の聞ぎとりを
する

話題Q要点・女脈を聞きとる

話の詳細なすじを聞きとる

話し乎の意図を鞠きとる

解説文の詳細・要点・意図

話す速度に応じて築きとる

A o

A

△
△
△
△
△

A

A

△
△
△
△

o

A

OA

○
△
△

○
○
○
○

A

o

OA

△
△
△
△

○
○
○
○

A

A

（濁　調査学期は学年学期をさす。たとえば，3－1は3年1学期をさす。テスト期日は

　どの学期とも学期末である。○△印はその学期で調査したことを示し，○印は昭和

　28年度入学児童，△印は昭和29年度入学児童をさす。

　問題は全部で2エ題である。継続研究というたてまえから，低学年でだした同

じ問題もあり，中学年向き，蕩学年向ぎの問題もある。そして同じ問題をふた

たび与える場合には，1年間の隔りをおき，また，むずかしさが変らぬ程度

に，語や情報の内容を変えた。　（たとえば，主人公の名前を変える，時間・場

所・事件を変えるなど。）

　一般的な実施要領

　　1）金部の問題が二二で，いっせいにするテスト形式である。

　　2）教師は答案用紙（設問と選択枝だけ用意したもの）を裏返しにさせて

　　　おいて，問題をゆっくり読んで聞かせるQあまり誇張した読みかたをし

　　　ないで，しかし児童たちによくわかるような説明をして下さい。

　　3）答案の表を見させ，教師が選択枝を読んで聞かせ，正しい思うものに
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　ひとつだけ○をつけさせる。

4）紙を裏返しにして，教師は次の話を聞かせる。

5）お話はすべて一回だけとし，くりかえして読まない。

　　　ただしこの実施要領を適用していない問題もある。

　　たとえ澱ま，　癖弩題1．葉．G．18．2L

簸．　調査問題と結果

問題1　雨降りの登校

　これからお話をしますが，その中にまちがったところがあります。まちがっ

ているところはどこか，どうしてか，お話がすんだあとで書いてもらいます。

よく聞いてください。

　ゆうべはひどい爾でした。強い風が吹きました。しかし，朝になって学校に

行く時は，ちょ5ど爾が止んでいました．私はおかあさんにrかさを持って行

きなさい。」と需われ糾したが，ぎつと晴れると患ってかさは誌たずに学校に行

きました。

　途中でどこかの男の子が，はなおの切れたげたを手にもって，はだし，で歩い

ているのにであいました。わたくしはその子がきのどくでなりませんでした。

　少し行った道の濠がりかどで一年生の女の子がこわそうにして，にげごしに

なっていました。みると，向うから無い大きな犬が，のそのそ歩いてくるので

す。

　わたしもこわくなりました。もじもじしていると，犬がこちらを見ました。

ワソワソ，犬が大き’な声でほえました。わたしはびっくりしましたが，にげま

せんでした。女の子が急に泣きだして，持っていた下駄をほうり幽して，わた

くしのうしろにっかまったからです。

　そうすると，その下駄は犬のからだにあたりました。犬はびっくりして，キ

ャンキャンとなきながら逃げていき’ました。　「もういっちゃったわ。だいじょ

うぶよ。」わたしは，その女の子といっしょに学校までついて行ってやりました。

爾がまた少し降ってきました。その女の子はかさを持っていなかったので，わ

たしのかさに入れてやりました。

（1）お話のどんなところがまちがっていますか。　　　　　　　　　　（4－1）＊

1〈正�M1ミ白熱モ1：恐し謝………一・一・…・84・・％…

　2　〈正答例〉女の子が，下駄をほうりだした。………………・・……・……4。　0％＊：tc

・（2）どうしてまちがっていますか。

1く｣潔識難論欝3齢ら．｝一…一・・…％…‘
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2く_難藩灘翻虚弱倉｝一…一……曜
　　　（濁＊調査をした学年学期を示す。

　　　　＊＊各項目における反応率を示す。とくに，昭和29年度入学児童の反応率はイ

　　　　　　タリック数字で示す。以下，階墓の結果の表示はこの方式に準じてある。

　ふたつの設問とも，1に該当する反応が多かった。．2に該当する反応がき

わめて少ないのは，先行の1反応に瞬執すること，および男か女かという詳

細なことがらの理解はむずかしかったためであろう。なお，反応の申には“文

の表現法・修辞”がおかしい，と誤って反応するものもあった。

　問題2　校内：放送

　正子さんたちが給食のパソをいただいていた時，次のよ5な校内放送が聞こ

えて来ました。「金碧生徒にお伝えします。今から学年別にちがう所に集まっ

てもらって，遠足のことについて，相談をしますから，よく躍いて下さい。」と

いうことでした。正子さんは2年目ですが，足にけがしているので遠足には行

きません。正子さんはどこに集ったらよいか，放送を聞いてあげましょう。

「6年生は体育館に集まワて下さい。5年生は朝礼台のところに集まって下さ

いe4年生と3年生と2年生は二化室に集まって下さい。1年生だけは教室に

残って，お勉強をします。還足に行かない入は職員室前に集まって下さい。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－1）　（3－3）

　IL　tw　S一一一・一・一一一・・…一・一・…一・・一・一＋一・一・・一一一・・・・…t・一一一一一　OfO｝6　O％

＊②職員室の前……・…………・………・・………・・…・……・…・…79．2％　　　97．9％

　3文イ七室・・・…。・・・・・・・…’・◆・・…。・。・・・・・…一・・・・…。・…■■・・・・・・・・・・・…20．8％　 2．1％

　4　朝礼台のところ………………・・…・……………・・…・…………0％　　　　　0％

　　　　　＊正答を示す。以下，正答の選択枝はこのように，番号をOfilでかこんで示一

　　　　　　す。

　参考までi’こ低学年の正答率は，2－1　57。1％，2－3　64．6％であった。

したがって，このような問題で，どこに集まったらよいか，という顯勺に即し．

た情報の聞ぎとり能力は3年にはいって完成する。

　問題3　速　達

「お母さん，田舎のおじさんから速達の手紙が来たのは土曜爲の……なんじ頃

来たの？　朝来たの？」

　一郎さんは夕御飯をたべているとき，こう踊きました。皆さんも，お母さん

たちの話から，土曜日の速達の手紙はなんじ頃来たのか，朝でしたでしょうか，
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よく聞いてあげて下さい。

　お傍さんがいいました。　「そうね，たかし，お母さんはね，午後の2時から

のP．孚．Aの会に出なくてはいけなかったのでね，その前にね，デパートに買

いものに行ウたんですよ。デパートで買いものをして帰ってぎたら，たかしが，

手紙／　田舎のおじさんからですよって下ったから，たしかあれは土曜日でし

たね。」次にお父さんがいいました。rそうかね。お父さんが夕方，断固から帰

って来たら，お母：さんが董》．T。　Aの会のお話と手紙のお話をしていたね，土曜

痒に。だから速違の手紙がぎたのは夕方じゃないかい？」たかし兄さんいがい

いました。「お父さん，手紙が来たのは，お昼ですよ。僕，土擢βね，学校が

お昼までなんで，すぐ帰って来たら，郵便屋さんもいっしょに：玄関について，

やあ，坊ちゃん弼じですねって笑い合ったんだもの。」またお父さんがいいまし

た。　「そうかね。たかし，田舎からくる手紙は，いつもはよく朝とか夕方ばか

りに来てたんだがね。」

ユ　朝……一……・・…・・…

＠　一ts一一：・・一一一““”．．・・”．一・一．一

3ニヒ：羅｝1ヨ・・・・・・・・・…。…一・

4　夕　方……………一

　　　　　　　　　　　　　　　（3一正）

・一・・・…
@一・・一一一一…　一…　一…　一一一一一・一・・一一10．8％

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・一一・…
@一・・・・・・・・・…　一一59．3％

．””．”H．””．．．”．”．一一一・一一一・一一一一一
Q1｛．7％

“”．一．”．”一””一一・一・一・一一一一一一・一一・　8．　3％

（4－1）

4．oee6．

64．　0％

20．　0％

エ2．0％

　この問題は3人の回し手の内容から，どの話し手のいったことが，より事実’

に即し，正確かを判断させ，解決を求める問題である。選択枝3の弓隠日に比

較的反応が多いのは，土曜βの何時頃，朝だったか？　という設問の聞きとり

につまずいているためである。

問題4　天気予報

　あしたは，うんどうかいです。あしたの天気が気になります。ラジオの天気

予報を聞きましょう。

　中央気象台の発表によれば，今晩は記阿南の風，小雨がふるでしxう。この

雨はあすの朝までセこは止み，あしたのH中は一廻融くもりがち，葉京地方＊は

時々，貝もさすことでしxう。気温は30。でかなり暑いでしょう。あしたの晩

はおそくなって，また，爾となるでしkう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－1）

①　くもりがちだが，うんど5かいはで

　きる。……・…・・……・・……・…………・・…・……70．8％

2　くもひとつない，にほんばれで，う

　んどうかいはできる。…………………………23．8％
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（3－2）

75．　5％

14．　3％

（4－1）

80．　0％

s．　e％



　3　とちゅうから　雨が　ふるが　うんど

　　うかいはできる。………・………・・……………4。3％　　　6．1％0　　　4．　0％

　4　こさめがふって，うんどうかいは

　　むずかしい。・………………・・…………………2．2％　　　4．1％　　　8．0％

　参考までに，低学年での正答率は，2－142．9％であった。このような閥

題での，運動会はできるか，という馬事に即した惰報の聞ぎとり能力は，4年

にはいってだいたい完成する。選択枝2に比較的，反応があつまるのは，〈あ

したの日中は一閑中くもりがち，東京地方は時々，日もさすことでしょう〉の

．聞ぎとりが，十分でないためである。くもりがちだけれども，東京地方は時々，

日がさす，と理解せずに，他の地方はくもりがちだが，東京地方は快晴だと判

断する。

　＊東京地方は東京の実験学校だけに使った。他の地域の協力学校では，それをその地

　　域の名前（たとえば，大阪地方，山陰地方など）に変えた。

問．題5　電話の誘い

　ある臼，次郎君のおねえさんから電話がかかってきました。秋男書が磁話に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「次郎さんのおねえさんからね，な｝繊ました。お母さんがそばで聞いていて，

んてい・て・たの・・たずね難次・・脇滅・蹴伽職｝

話をかけてきたのでしょうか，その電話をいいますからきいていてください。

Fもしもし，あっ，秋男さんね，こんにちわ，私，まさ子です」

（こんにちわ，僕，秋男です）

「秋男さん，きょうの臼曜臼，なにしてるの，お勉強？うちの次郎はお父さん

と映画に行ったの」

（そ5ですか）

「あのね，菊の花がされいに咲いたわよ，この春あなたのおじいさんがいらっ

しゃつて，うちの次郎と二人でお庭にうえた菊なの，とってもきれいよ，赤や

白や黄色もあってね，家中みんなで喜んでいます。そして，おじいさんはやつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ばり菊を’作る名入だねって話しています」

（よかったですね，ぼくのうちの菊も隣ぎましたよ）

「そう，よかったわね，次郎はね，秋男さんの家の菊を見に行きたい，行きた

いつて書ってるのよ。その前にね，こんどの11月3題に，あなたのおじいさん

泓のうちの菊を晃にいらっし　e・いませんか。父がそう言っていましたから，父

もその臼は久しぶりの休日で家におり，お会いするのをたのしみに、しています。

どう，こられるかしら」

（おじいさん，今かぜで休んでます）
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「あっ，それはいけませんね。ひどく悪い？お大事にって奮ってくださいね。

もしなおったら，ぜひいらっしゃるように言ってください」

（はい，行けるかどうか躍いてみます）

「じゃ，さようなら，おかあさんによろしく」

（はい，　さようなら）

　なんのために次郎鱈のおねえさんは電話をかけてよこしたのでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－2）

1　おじいさんのびようきのおみまい……………0％

2　じろうくんがあきおくんのうちに菊を

　見にくるおしらぜ………………・・…・……………54％

③おじいさんに菊を見においでください

　とい5おさそい………………・・…………・………44％

4　じろ5くんはえいがにいったというお

　しらせ……………………・……・…・…………・・・…　2％

（3－3）

　o％

12．760

87．　2fee5

OfO5

（4－3）

　O％o

！4．　9％

83．　0％

2．　1％

　この問題では，話し手の意図がどこにあるかわかって，謡の中心話題とそ

うでない話題との区鋼ができなくてはならない◎この結果に関するかぎり，そ

れがわかるのは3年の末である。なお，電話の経験の有無がかなり結果に影響

するという報告がいくつかの協力学校からあった。

　問題6　冊子忘れ

　まさる霜は，月曜臼，学校に行こうとして囎子がないのに気がつぎました。

おかあさんにたずねました。「どこかへ忘れたんでしょう。よく考えなさい。

それとも，きのうのお昼，かぶって外へ繊たから，置き忘れてきたかも知れな

いわね。」と，おっしゃいました。おにいさんも考えてくれました。みなさんも

これから話をよく聞いて，一緒に考えてください。

　おにいさんが，いいました。「まさるときのう，学校の前の道で会った。そ

の1｝寺はまさるは帳子をかぶっていなかったよ。」そこでまさる君がいいました。

「おにいさんと会ったのは学校へ野球を兇に行く途中だったんだよ。きのうは

ね，昼ごはんをたべてから，おかあさん耀予っていvて，幡子をかぶって，山

田震の家に行って本を読んだの。それから野球を見に学校へ行ったの。それか

ら帰って来て蓑のあき地で，キャヅチボールをしたんだよ。」そこまで聞いてい

たおに．いさんは，「わかつfc　。」といいました。

（1）おにいさんは，どこに幡子があると気づきましたか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－2）

　1　自分の家………・…’”…．……鱒”……’t”．●”…”…’”●。’…”0％

（4－2）

　o％

ア9



②山照霜のうち一一……・……・・…………・………………84．0％

　3学校・・。■■・・…。・・一…一・・・・・・・・・・・・・…一・…一・・・・・・・・・・・・・…。・。6．0％

　4　あき勉・・…・………一…………・・……・・…………・…・…・…エ0．0％

（2）　まさる君がきのう行ったところの順に番母をつけましょう。

§1罪うち｝一一一一…78…％

（3）　まさる鱈がしたことの順に番簿をつけましkう。

iiz’g　vi，tT’，i，｝’／1”£”‘i”k，．．H，．／”．．””．．．．”””．”．”．．．．．．．．．．一・””一一7s．e％

95．　6％

　o％
4．　4％

66．　7％

75．　6％

　まさる君という主人公が「どこで」「なにを」という行動的変化を文脈にそ

って理解することは，中学年の児童には容易である。

問題7　猫と魚

お休みの時闘です。正窟が数入のお友達の真中に入って，さかん1こおしゃべ

りをしています。猫のお話のようです。ひとりの男の子が，正目に聞きました。

「正君，その瞬，鷺はどこにいたの。」また溺の女の子も聞きました。　「それ，

どこのうちの猫，その猫，お魚どうしたの？」さあ，これからよく聞いてくだ

さい。

　正君の猫の話はこうなのです。

「属罎購，ぼくひとりでるすばんをしていたんだ。あまり寒いので日轟りのよ

い縁翻で本を児ていたのね。そしたらコi・ッと音がした。泥捧かなと思ったら

こわくなつちゃった。それで台所の方を見ると，泥棒じゃなくて，猫だったの。

猫が台所の調理台に上って，魚をくわえるところだ？たの。縁翻のガラス障子

から見えたからね，ぼくが，シヅと雷って手をあげたら，その猫，ぼくの方を

て，ちょっと酋をすくめてゆうゆうと出ていったよ。魚はたべられなかったよ。

だけどおかあさんはきたながって，捨てちゃった，その魚を。」正君の横から，

別の女の子がいいました。「私の家の猫，お行儀がとても悪い。平気でぎたな

い足でざしきに上って来るのよ，犬の方が私，すき。」正鵠はまた，「隣りの家

の猫はよく盗みに来るんだよ。本当にずうずうしいよ。ぼくも犬の方が好きだ

な。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－2）

一一・き
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（4－2）

6．　7％

15．4駕

77．8600



yc

@o　｝’ia“　1・・＆　／

魚は

　　1　正君のうちの猫…・∴……………………………2．0％

　　②　となりのうちの猫…………・…・・………………60．0％

　　3　どこのかわからないどうぼう猫……一一・…38．0％

1　猫がたべてしまったので，正出はいただけなか
　．，　fil　一一一一・・一・…一一t・一・…一・・一一・t一一一・一一・一・・・…一一＋・・一・　O％

2　猫にたべられずにすんだので，ただし君はおい

　しくいただけた・…・・………………………・・……9……6。0％

③おかあさんが捨ててしまったので，正君はいた

　だけなかった……………………………………………94．O％

2．2劣

69．　9％

28．7rdO

o％

2．　2906

97．　8％

　この問題は正鷺がどこにいたか，その猫はどこの猫かということよりも，魚

がどうなったかいう方が温容率が高い。謡のすじからいってもその方が大事で

ある。

問題8　ボート遊び

　まさる霜のクラスでは，きのうの酬醇1にしたことをひとりずつ発表してい

ます。まさる君の番になりました。まさる齎はどこでなにをしたか，よく聞い

てあげましょう◎

　ぼくは，きのう，松閥へ，にいさんのおともで，にいさんのシャツを買いに

行きました。にいさんのシャツを買って帰る途中，にいさんが急にi舅転車のハ

ンドルをまげたので「どこへ行くのだろう」と患って聞くと，「高田湖へ行く

のだ」と教えてくれました。ぼくははじめて隅田湖を見騙した。たくさんの人

が魚を釣っていました。ボートに聚っている入もありました。にいさんがボー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ
トを僧りて来たので，ふたりで乗りました。練習をしたら，僕も少しこげるよ

うに．なりましたっ一時間くらい乗ってから帰りました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－2）

（1）　まさる君は

　1　　金勺をした・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　畠噛・…　一…　◆・・一一一・一・・φ・一92ひ0％

　②　ボートに乗った………………・・…………・……・・一……96．　o％

　3　じぶんのシャツを買った…………・……・………………・2．0％

（2）　まさる君はたかだ湖で遊んでから

　1　シャツを買いにいった………………・…………・・………エ0．0％

　2　釣を見にいった…………・・9………………・・……・………＆0％

　③家に帰った…一……・…一一………・…・…一………・・82．0％

（3）まさる君はたかだ湖に行くことを

　1　はじめから知っていた………………………・………・・…2．0％

　②　知らなかった・………・・…・…・・………・・…………………・96．O％
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　3　に，いさんにまえからお願いしていた……………………2．0％

問題9　 白とし、う犬

2．　2％

　のり子さんはある目，クラスのお友だちにづ家でかっている犬のお話をしま

した。皆さんは，あとでこの話を聞かなかった人にお話してあげられるように

よく聞いてください。のりこさんのお話はこうです。

　私が2年生になった縛，私の家では親戚の家からエスという，茶色の毛で，

霞がくりくりしたかわいい犬をもらってきました。ところが，去年の秋，私が

学校に行っていたるすに，その犬は犬とりのおじさんに蓮れて行かれました。

そのとき，私は悲しくて泣けてしょうがありませんでした。だけど，エスはと

てもかわいい子犬を5んでいました。うんだのは3匹でしたが，そのうち2匹

は死んでしまいました。私は親犬のいないたった一匹の子犬が淋しいだろうと

思いました。また，お乳がのめない子犬をかわいそうに思って，その岡から毎

N牛乳をその子犬に飲ませてやりました。子犬はおいしそうにペチャペチャ音

を立てながら卑乳をのみました。その飲み方のかわいかったことは今でも覚え

ています。その小さかった犬はすくすくと大きくなり，今では遮れて行かれた

エスよりも大きくなりました。私はこの犬に「劇という名前をつけています。

白い毛でKはとてもエスに似てきれいです。エスをなくした私はエスよりもか

わいがっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－2）
（1）　白とv、うゴミ：をま

　①　エスの子ども…………・…・…・…・・……………・…………82．0％

　2　しんだ子犬の名前………………・…■■……………………18鱒0％

　3　よそからもらってきた…………………………………・・…・0％

（2）　エスというブミ：をま

　①犬とりのおじさんに連れて行かれた・………………・…・98，0％

　2　よそへあげた……………・・……・…………・・……・…………O％

　3　びょうきでしんだ・………・・……・・………・……・…・…・…2．0％

（3）　白とエスと似ているところは

　1　からだの大きさが同じ…・…………・……・…・………・…＿．0％

　②　毛の色…………………………………・・…・・……………・・96。0％

　3羅・・…鱒・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…。・・…。・・・・…一■・・一・・・…。・・・・・・…4．O％

（4）犬とりのおじさんがぎたとぎ，今かっている白は

　1　valr3tk一・・一…一・一・・一一一”・一・一’“’”’”一”・・一”・’・”’”一一’”一一　O％

　2　まだうまれなかった…………………………………・・…・74．O％

　③子犬だった…………・………………・……・………………26．0％

（4－2）

95．　6％

4．　4％

　o％

97．　8％

　o％
2．　2％

6．　6％

84．　4％

8．　9％

　o　O？6

91．　1％

8．　9％

以上，問題6，7，8，9のような児童の生活記録的な話題では，その内容の時

82



間的。空間翻登i移関係を理解することは，中学年で完成する。

　問題10　たなばた祭り

　つぎのお話は3人の子どもが先生に質問したことについて，先生がまとめて

話されたことです。3人の子どもは，それぞれ，なんといって質問したでしょ

うか。　（みじかく幾きましょう。）先生はこんなお話をなさいました。

　きょうはたなぼたまつりです。たなぼたまつりというのはね。天の川の東の

岸にいるひご星と，西の岸にいるはたおり星が出会うのをお祝いするお祭りな

のですよ。

　あまの川というのは，水のある摺ではありませんよ。あのおちちのように，

ぼうっと白く流れて見えるのは，たくさんの星がかたまって光るからなので

す。それはそれは遠い所にある星だからあんなにぼんやり見えるのです。ひご

星は天の用の東に，はたおり星は西にいるというのですが，ひご暴は泳いでい

くのではありません。かささぎというとりがならんでつくった橋を渡っていく

のです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－2）　（4－1）

ii難欝等等で伽）｝一一甥一

　この解答は磁由解答法によった。客観法によれば，もっと正答率は高まるで

あろうが，話のくみたてを理解することは，中学年ではまだ十分でない。

　問題11　ディズニ　一一磐戸

「ディズニー映画」を見た入ある？作交をうまく書けばただでアメ！」カへ行か

れるんだぞ。よしお潜が新聞の広告を指していいました。みんなで「なになに，

読んでよ」といいました。よしお霜が読みました。

「ディズニー映顧を見て」という作交，いよいよ明日しめきり，本社が全國の

小。中学生から募集している「ディズ＝＝　r映爾を見て」の作交は，一番うまい

作文を書いた入をアメリカに招くことが，たいそう人気をよんでおります。も

う本社にたくさんの作晶の山がきずかれていますが，しめきりはあす30目です。

30日のけし印のあるものでもうけつけます。ひとりで直接本社に送っても，学

校でまとめて送ってもいいのです。

どんな二二でしたか，正しいのに○印をつけまし訟う。

（3－3） （4－3）

1　「ディズニー映画」の中で一番ためになったことに
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　ついての感想：文のぼしゅう・…・…・・………・………・・……・…・0％

2　「ディズニー映画」はあすまでだから見おとさない

　ようにとい5おしらせ………・………・…………・・……・・…6．5％

③　　「ディズニー映画を見て」という題で書いた作文の

　ぼしゅう…・……・…・…………・……・・…・………・……・……61．8％

4　うまい作文を送ると「ディズユー映画」をアメリカ

　に見せにつれていってくれるというおしらせ……………31．6％

｛　2．　lfO｛E：　4．　2％

｛　2．エ％　8．　5％

｛53．26052．　2％

｛
二 42・5906e
33．　9　906

　3年から4年へと，正答率は高くなっていない。子どもは（3）の広奮の主旨よ

りも，効果の方に反応する傾向が強いが，それは子どもの広告文にたいする態

度のひとつの特徴かもしれない。

　問題12　ラジオ・ニュース

　ラジオからニュースがきこえてきました。「ことし最高です。」と：放送してい

ますが，どんなことでしょうか。よく間いてください。

　長いこと，よい天気がつづいた窒もくずれ，27貝，午後から東京はじめ，関

東，中部地方などの表矯本をおそった雪は28三期までに，東京では10センチを

越え，出山県などの山地では30センチもつもりました。この雪のために簾京都

では交通事故がたくさんあって，28βはことし最高で，午後2蒔までに，死ん

だ人が3人，おもいけがにんが24人で，軽いけがの人が23人もありました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－3）

1　お天気が長くつづいたことはことし最高であった………2．エ％

②28日の策京都の交遡激の数はことし最古であっ
　k・一一一一一…一一・…一一一一一一一一一一一・一・一一・一一一・一一・一一一・一・一57．4％

3　28日，表目本をおそった雪はことし最高であっ

　k一・…t一・…一・……・・・・・・・・・……一・t・・一・・・・・・・…一・…一…一一・・一・…ilZ　OAO

4　東京で10センチも雪がつもったのはことし最高であっ
　た・99・…　鱒。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　9・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・・■■・・・・・…　23．4％

　（4－3）

｛　8．　5％　8．　5％

｛36．2fO16e53．　2％

｛　8．　5％21．39eif．

｛46．7AOe　17．　6％

　3年の成績と4年の成績とくらべて，正剛率はむしろ4年の方が低い。文脈

に即して，カギとなる語を理解することは容易でないことを示す。

　問題13子どもの新聞
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　子どもの新聞です。新潟膿の南町の小学校のお友だちは，道が遠いので，学

校に床屋さんを開きました。勉強がすんでから，6年生のお兄さんが，床屋さ

んに早変りをして，バリカンでチuキソ　チョキンと髪の毒をかるのです。校

長先生がかおそりをしてくださる時もあります。床屋さんになる6年生たちも，

この頃はとても上手になり，「トラがりなどは，ぜワたいにしません」とじま

んしています。

　つぎのお話。畏野県の軽共沢町に．ある学校のお友だちは，こんどの三園陰の

マナスル登山隊のみなさんが元気で1］3の頂上にのぼれるようにと，かわいらし

いマスコッ1・のお人形を作って登山隊の人たちに送ることになりました。この

マスコッ1・の材料は皆でお金をためて買ったそうです。

　終りに天気予報。このところ，暖かな天候がつづいて，きょうなどは4月の

上旬頃の天候ですが，全国的に今晩から天気も急に下り坂になり，また寒さが

きびしくなるでし素う。とくに，二軸県などの裏題本では大雪が降るでしょう。

しかし，東京地方は，高気圧の影響で，気温も平年並で，晴れたり，曇ったり

でしょう。

　つぎの答のうちただしいものに○をつけましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－3）

①長野県のお友だちはマナスル登山隊にお入形を送るこ

　とにした………・…・・…………・…・…・・………………・・…………44．7％

2　新潟のある学校の六年生は卒業祝に校長先生からかお

　をそってもらった…・…………・・……・…………・・……・………・・1e．6％

3　東京地方は今晩あたりから小蛍がP｛　lpだす………・………・…・0箔

4　おうちが床羅をしているお兄さんたちが学校で床麗を

　ひらいた………・……・……………・…・・…………・……・◆………・2エ．3％

5　長野漿のお友だちは登虜隊がマナスルにぶじに上った

　のでお人形を送った………………・・…・……………・・…・………23．3％

（4－3）
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｛エ0．6％　19．　2％

｛エ6．0％　i4．　9％

　このような情報で，これだけは正しいという選択枝を選びだすことができる

ためには，情報を詳細に聞きとることができなければならないQしかし詳細な

ことがらを正確に聞きとることは，読みとることにくらべてはるかに困難であ

る。したがって，4年生になっても正答率はかならずしも高くない。

　以上，問題11，12，13から，情報の要点やカギとなる語の理解，詳細な情報の

聞きとりは，いずれも正答率は70％の域に達することができない。これらの問
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題は，あの意味では，問題2，3，4など巨1的に即した情報の聞きとり能力の問

題を，より複雑にしたものとみることができるから，むずかしい問題であると

思われる。

問題14白　鳥

i信じていましf。よ」．，．’じいさんはしt，まらくなつかしそう蜆ていましたカ・就

　「あの頃の白鳥の孫か，またその孫の白鳥でしような。しかし，この白鳥は長

　くても十購もここにはいないでしょう，それまでの間，しずかに過ごさせてや

　りたいものですね」えり子さんもおかあさんも深くうなづきました。

1効子さん贈につぎのよう傭をしました，この編の中℃就いさん

　が出て来ますが，どんな人かよく聞いてください。

　　「えり子，えり子，早く来てごらん。白鳥よ」おかあさんがお堀端に立って呼

　びました，みると敬羽の白鳥がおかあさんの方に泳いでくるのです，黒いお堀

　の水に泳ぐ白鳥はいっそう白く，すばらしい美しさをたたえてい奪した。「こ

　のお堀端に国鳥を飼っているという話は聞かなかったわね」おかあさんはそう

　いって，じっと白鳥を見ています。えり子さんはたいへんかわいく思って，「い

　つまでも，このお堀にいてくれるといいのにね，そうしたらこのお堀がどんな

　に楽しくなるか，知れやしないわ」えり子さんがそう這った時，「そいつは無

　理だな，おじょうさん」としゃがれた低い声がしました。驚いてえり子さんが

　声のする方をみると，黒のオーバーを着たおじいさんが静かに立っていました。

　やはり白鳥の方を見たままです。「わたしの子どもの頃には，毎年春になると，シ

　ベリァへ帰る途中，たくさんの白鳥が数目このお堀に泳いでいたものですよ。

　それも長くて一週聞か，十目位でしたね。ところがある年，いたずら藩が鉄砲

　をうって白鳥をいじめたことがありましてね。その次の年からは白鳥はここへ

　来なくなってしまった。わたしは子ども心に白鳥をうった男がにくらしくてし

　かたがなかった。それでも，この年になるまで，いっかは白鳥が来てくれると

（1）おじいさんは，なんのためにお堀にきていたのですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－3）

1　今いる白鳥は小さい時セこ見た白鳥の孫かどうか調べる…エ2．7％

2　白鳥が子どもにいたずらされないように番をする………エ9，2％

③白鳥がひじょうに好きでお堀でおよぐ白鳥を見る………51．0％

4　昔，白鳥にたずらをしたので，そのおわびをする………17．エ％
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②　えり子さんが「白鳥がずっといつまでもいればいい」といった時，おじいさんは
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どうして「無理ですな」といったのでしょうか。

①白鳥はこのお堀には十日目らいしかいないならわし

　　になっている…………・・…・………………………………・…・・10．6％

2　白鳥は昔いたずらされたので人をこわがっている………59．6％

3　じきに冬がきて氷がはって白鳥は泳げなくなる…………10．6％

4　白鳥はまただれか存Cいたずらされるにきまっている……f9．2％
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　おじいさんがなぜ「無理ですな」といったのかという心急は，問題12と同様

に，文脈に即して，その句を理解しなければならない◎問題12と同様にやはり

正答率が低いのは，読解にたいする聞きとりの特徴であり，さらに選択枝2に

反応が丸いという子どもの情緒的な反応に注意したい。

　問題15追想

　園語の時間に，学級委員の杉細さんが前に出てお話をしました。どんなお話

か，よく聞きましょう。

　きの5，机の中をせいとんしていたら，古ぼけた一冊の本が慮て来ました。

その本は私が一年のとき「使った教科書でした。それをみていると小さい時の払

い出がうかんできました。その頃，私は朝，学校へ行く前にときどき家ですね

ました。本を読む時にも，はじめのうちには知らない字が多かったのですが，

いつのまにか，早く読めるようになりました。絵を書いても，女の子か，チ＝一

リップや家ばかり雲いていました。学芸会や運動会がくると，とびあがって穣：

んだものでしたが，大きくなると，あまり嬉しくなくなってきました。また，

私はよくとなりのかおるさんに，宇や読み方や欝まで数えるのを教えてもらい

ました。かおるさんが，学校に入学するとき，私も学校へ行きたい，行きたい

といってだだをこねたものです，こういう思い出が一冊の教科書を眺めている

あいだに浮かんでくるのです。私はその本を大鰍こしまって，時どきは小さい

暁の愚い謁をしたいと思っています。おわり。

　つぎのことの中で正しいのに○をつけましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－3）

①．かおるさんは杉田さんより年がうえです…・……………・・…38．3％

2　杉田さんは平野年生です……………・…・・……………・…・…・8，5％

③杉田さんはきのうはたのしい一日でした……………・・……17．0％
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4　杉Nさんは，じぶんの塞を妹に見せてあげようと思っ

　ています……………・…・・……・・…………・………………・・……・4．3％

5　杉田さんは小さな時にかいた絵を見てそのころのこと

を思い出しています……………………………・…・・……………67。8％

｛　　0906　4．3AOo

｛50．　9　9e646．　7e．T

　選択枝1はこの話の事実的な理解であり，選択枝3は：主題的な理解である。

正答率の上では，前者の方が高くでている。選択枝5に，反応が多かったのは，

本と絵本とをスジカエて理解したためである。ここにも，聞きとる場含は詳細

のことがらを理解することのむずしさを示している◎

問題16　　寒δ二L産

　春のお休みが近づいたある日，京都の大学セこいる兄さんから手紙が富ました。

「わあ一」かおるさんは飛び上りました。　「わたし，お土産にアルバムが貰え

るといいのだけどなあ，おかあさん，重く読んでよ」「はい，はい」おかあさ

んは手紙を読みました。かおるさんはお土藍に何がもらえるでしょうか，蕾さ

んも聞いてあげて下さい。

　「皆さん，お元気ですか，きのう降った大雪は京都は30c瓢も積って下宿の

子どもたちは雪だるまを作って遊んでいます。約束のかおるのお土産をデパー

トにさがしに行きました。下宿の子どもたちは，かおるさんにはお入形がいい

と言いましたが，よく考えて，「少女」．という聴しい雑誌を本屋で買いました。

この前のお正月の時は，かおるにクレヨンをお土産にあげたのでしたね。この

雑誌の付録にはr可愛いVl・　・・ミリー」というお話の本もついています。お父さ

ん，こんど僕はアルバイトをして，写真機を買いました。：京都でとった写真は

アルバムにはりつげてあります。こんどお見せしましよう。家に帰ったら，お

父さんの顔やかおるの泣いているところもうまくとってあげます。僕の試験は

10日で終りますから，それがすんだらすぐ帰ります。さようなら」

1
②
3
4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－3）

お人形…………・……・………・……・…・………・・………・・……　0％

「少女」という雑誌………………………………・・…………・74．0％

「カ・・わV、し、Pt・ミ　リー」　とし、う本・・…　t・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・…　13．0％

アルバム・……・…・…・・’……・…・・……・……・・…………………13．0％

　選択枝3の「かわいいエミリー」という本は雑誌の付録であるから，お土産

．の一部である。また，選択枝4，アルバムに反応した子どもは「わたし，お土

産にアルバムがもらえるといい……」という箇所に反癒したものである。
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』問題17　さけとつばめ

　私の家の近所にはいろいろなお店があります。八蕎屋さんがあります。魚屋

さんがあります。パソ屋さんもあります。このひとつひとつについて，凹い出

した事を書いて見ます。

　私の前のうちが八百屋さんです。店が広くていろいろの物が店いっぱいに並

んでいます。ここのおじさんも．おばさんも元気がいいので，野菜もみんな生

き生きしているように見えます。私はよくお芋を買いに行きます。ですから，

私が買いに行くと，すぐに「ヘー・一い，お芋ですか」とこちらで侮も言わないの

に聞きます。この店には，「お春さん」という優しいお嫡さんが玄年まで働い

ておりました。いっか，私がすいかを買って帰る途中で，手から落してわって

しまいました。「お春さん」があとでそのことを知って，わざわざ，前より大

きいのを届けてくれました。おかあさんが，お金を払おうとしましたが，どう

しても受け取ってくれませんでした。

　魚屋さんは八薔齪さんの隣りです。この村からは海が遠いのですが，いろい

ろな魚が店に運ばれて並んでいます。魚屋さんのおじさんは，ときどき魚のお

話をしてくれます。かつお釣りや鯨とりの話をしてもらいました。魚はみな船

で運ばれ，汽車で運ばれ，トラックで運ばれてくるのだそうです。魚のお話の

中で面白かったのは，　「さけ」というさかなでした。これは，川で卵からかえ

るのだそうですが，すこし大きくなると，海に出て行きます。海で3年か4年

たって大きくなり，卵をうむ頃になると，川に上ってきます。その暁，自分の

生まれた規に胤違いなく上ってくるのだそうです。州は何百となく，何千とな

く流れているのに，よく闘違えないで上ってくるものだと感心しました。「自

分のうまれ故郷をなつかしがるのは人間だけではありませんよ」とおかあさん

がおっしゃいましたe

　パソ屋さんは，魚屡さんと道をへだてて向かい合っています。旛には大きな

茶色の犬がいつもすわっています。としは七つになるのだそうです。この犬は

いつもパソ騰のおじさんについて歩きます。おじさんが窓転車に乗って走ると，

その後から走って行きます。車をいっしょにひいている縛もあります。風呂敷

勉みを口にくわえて，お使いに各く事もあります。この頃はパソ屋の小さな子

どもと遊んでいます。ここの家の軒先にはつばめの巣があります。今年もこの

巣につばめが来て，子つばめを産みました。毎年この巣にもどってくるつばめ

は，同じつばめだということや，遠い遠い海のむこうから閥違いなくこの巣に

もどってくる事などを本で読んだ事があります。「さけ」と「つぼめ」が似て

いると思いました。

　泓の近瓶には，まだこのほかに，ラジオ麗さんや，肉屋さんもあります。今

度またこのつづきを書くつもりです。私が大きくなった時，この村の様子はど
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うなっているでしょう。その頃，私はどこかへ行っているか屯知れませんが，

私も，自分が生まれたこの村がきっとなつかしくなるだろうと思います。

　（1）このお話にはどんな題がよいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（443）

　　1　やさしいむらの人たち……………………………・……・・…17．0％

　　2　さかなやさんとパソやさん…………・……・・………………10．　6％o

　　③きんじょのおみせやさん……………・…・・………・………・・68．エ％

　　4　わたしのおつかい・・……・………・……………………・・……4．2駕

　．（2）　「さけとつぼめが似ていると恩いました。」と書いてありますカミ，この子はどんな

　　ことが似ていると思ったのでし諏うか

　　1　さけもつばめも，この子のきんじょのおみぜにやつ

　　　　てくる……・…………・…………・……・・…・…………………4．3％

　　2　さけもつばめも，たまごからうまれる……………………8．5％

　　3　さけもつばめも，みなみのほうからやってくる…………4．3劣

　　④　さけもつばめも，じぶんのうまれたところにもどっ

　　　てくる………………・・……………・・…・…・…………・…・・……83．0％

　〈3）お話のおわりに「大きくなって，どこかへ行っているかもしれないが，私も村が

　　なつかしくなるだろう」と書いてあります。この子はどんな気持で「私も」と暑い

　　たのでしxうか。

　　1　おはるさんのように，大きくなったらどこかへいっ

　　　ているかもしれない………………………・……・…・・…・・……エ2．7％

　　②　さけやつばめのように，うまれたこの村がなつかしく

　　　なるだろう…………………………・………・・…・……………・・74．5％

　　3　おかあさんのように，うまれた村をなつかしがるだ

　　　ろう…………・……・・……・…・・…・…・…・・……………◆・………＆5傷

　　4　こんなにたのしい思い出は，もう二度とこないだろう…4．3％

　参考までに，低学年のときの正門率をみると，最初の設問くどんな題がよい

か〉では，2－3，43．7％，つぎの設問〈似ているところ〉では，2－3，8．3％，

最後の設問く忍もという気持〉では，2－3，27．1％であった。低学年にくらべ

て，中学年では，後のふたつの門門，要点，文脈の理解度がいちじるしく発達

ている。

　闘題！8　動物園

　○実施上の注意事項

　　　れんしmpうをやり，場函設定の文をよくよんで子どもに状暴を思いださせる。

　　　それからく教示のための文〉をよんでいくeアンダラインのところは一圓くりか
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　えし読みをする。

○教添のための文の読みかた。

　　「ボクハ………・一aイタカノヅポノ○○○，カナアミノ…………アルイテ　イマ

　シタ。くりかえします。セイタヵノッポノ・・………・アルイテ　イマシタ。さあ，○

　○○はなんでしょう。答案へ書いてください，　はい，　ではそのつぎを読みます7

　トキドキ……・…・・ナガイ○○○カナアミノ……・・…・ダシマス。くりかえします。ト

　キドキ…………ダシマス。さあ，○○○はなんでしょう。答案へ書いてください。」

　（以下醗じ…………）

　　注意：○○○は，文字数にかかわらず，マル　マル　マルと3度い5。

阪んu・碧（次のを読んでやって，子β腕答えさwる。）

　1　夏はあつい，冬は○○○。この○○○はどんなことばでしょうδ

　2　字をかくとぎ，手に力を入れすぎたので，○○○しんが　おれてしまいました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　この○○○は，なんということばでしょうり

　　　　　　　答　1　さむい　2　えんぴつの

　　こんどは，少し長いお藏を顕いてから，テストをしてもらいますが，その前にあ

　きら君がおとうさんと日曜Hl；　．th・YJ物畷へ行ったお話をしてあげますから，よく聞い

　てください。

開題設：走の交

　　あきら君はね，日曜日におとうさんと，動物園へ行ったのです。何を見たかとい

　うと，きりんとカンガルーとらくだです。

　　はじめに，きりんを見にいったのです。きりんほせいたかのっぽですね。かなあ

　みの中で，のっし，のっしと歩いていたのです。とぎどき，それを見ていたあきら

　君たちの方に近よってきてね，首が長いでしょう，キリンは。その首をね，かなあ

　みの上から出したりしたそうです。

　　次に，カンガルーを見まし・た，カンガルーは　おなかに袋がありますが，その中

　に赤ちゃんを入れていたのです。小さい前足を上にあげて，長いあと足で，ピuソ

　ピuソと飛んだそうですeそれを見ていたおとうさんが「カンガルーは　はばとび

　の選手みたいだ。」とおっしゃったそうです。

　　カンガルーの次には，らくだを晃ました。らくだには　こぶが二つありますね。

　それから，歩くとそのたびに足の裏がひろくなるのだそうです。このわけは，らく

　だが砂原を歩くのにち．kうど都合がいいよう1・c，足の裏がひろがるのだそうですe

　　あきら聡たちはいろいろなものを薇白く，夢中になって見ていくと，いつのまに

　か動物翻の門のところにぎてしまいました。もう終りです。あきら君は動物園のお

　じさん1，1，　「どうもありがとう。」とあいさつして，帰って来たのですe

今のは，，あきら君が動物園に行ったお素でした。このあとであきら齎は作文を轡

きました。書き終って読み返す隠，傍にあったコヅプの水が紙の上にこぼれて，と
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ころどころ見えなくなってしまいました。先生があきら君の作交を読んでいって．

そのよく見えなくなったところを○○○と旧いますから，それがどんなことばか，

わかった入は，讐の欄に書いてください。

　ぼくたちは，にちよう日におとうさんと　動物園へ　いきました。きりんと

カンガルーと　らくだをみました⇔

せいたかのっぽの1000　かなあみの中で，のっしのっしとあるいていまし

た。1ときどき近よってきて，長い2000　かなあみの上から出します。1

　カンガルーは，あかちゃんを　おなかの　ふくろにいれていました。小さい

3000あげて，長いあとあしでピョソ　ピ，■ソとびます。1おとうさんが笑

いながら「カンガルーは，はばとびの4000　おっしrpいましたoi

　らくだは，せなかに大きなこぶがふたつあります。あるくたびに，あしの5

000　ひろがります。1これは，すなはらをあるくのにっこうよくできてい

るのだそうです。

　だんだん　あるいて　いくと，6000　どうぶつえんのもんのところへ繊

ましfor　1ぼくは　どうぶつえんの　おじさんに「どうもありがと5。」　とあ

いさつ7000　かえ．りました．1

4－1

　　　L　きりんは　　　　　　58．0　　5．　うらが　　　　　　　64．　0

　　　2．　くびを　　　　　　　82．0　　6。　いつのまにか　　　　24．0

　　　3．　まえあしを　　　　　34．0　　7．　して　　　　　　　　76．0

　　　4．　せんしゅだね。」と　　36．0

　このテスト法はいくつかの文節はあらかじめ酒虫して，それを児童に聞いて

埋めさせる，というタイラー（Taylor）のクμ一ズ法にヒントをえて試みたも

のである。全部で78文節あり，11交節目を規則的に消表した。したがって，上

のような埋めるべき文節で非常にやさしい場合と，そうでない場合とがでてく

る。

　とくに，クローズ法をとりあげたのは，聞きとりテスト形式におけるクロ・・一

ズ法の位置づけを考えたためである。旧聞題の正讐率および後のテスト間の楓

関係数から判断して，クロ　一一ズ法は

　1）生活文の場合には，クPt　一ズ法は有効である。

　2）詳細なことがらを聞く力，文脈に即した聞きとり能力を測定するときにs一

　　クローズ法は有効である。
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3）　しかし，大意，要点，意図を聞きとるカを測定するためには，クローズ

　法は無理がある。

問題19　おまわりさん

　きょう，池顕鴛の学校へ，けいさつの入が来て，お話をしてくれました。け

いさつの人は，にこにこしながら，「みなさん今溝は。こうしてみなさんの顔

を見ていると，わたしもみなさんのお友だちになれそうです。おまわりさんは

こわいという人もありますが，けっしてこわくありません。」　といって，次の

ようなお話をしてくれました。このけいさつの入は，しげる君たちにどういう

つもりで次のお話をしたのでしょうか。よく考えてください。

　このごろは，皆さんの闇にずいぶん野球がはやっていますね。つい三溝前に

実際にあったことです。名前は仮の名前にしておきましょう。

　すすむ震という6年生の子，ひろし慰という5年生の子，それに，こうじ君

という5年生の子と，その三入が学校から帰ってから，大広りで野球をしてい

ました。こうじ霜の投げたボールがはずれて，ころころと道のまん中へころが

り出ました。ひろし鴬とこ5じ齎はボールを追いかけてとび韻しました。その

とき，キーキーツとものすごい音がしました。走って来たタクシーが急にとま

ったのです。ひろし君と，こうじ君はおどろいてタグシーのすぐそぼに倒れて

しまいました。タクシーのおじさんは，「あぶなかヴた。もう少しで，ひいて

しまうところだった。」といって，急いで二人をだきおこしました。下じきにな

ったと碧、つた二人は，手を少しけがしただけでした。近所の人が大勢かけて膨

ました。ひろし君も，こうじ齎も，わあっと泣き出しました“「よかった，よか

った。もう少しで大変なことになるところだった。」と集った人たちはいいまし

た。そばにいたすすむ粛は，胸をどきどきさせてぶるぶるふるえていました◎

だれかが「はやく家へ連れていって，クスリをつけた方がいい」といったので，

すすむ君は泣いているひろし君と，こうじ慰を儀分のうちに連れて漏りました。

そうしておかあさんにお話して，すぐ薬をつけてもらいました。

　すすむ書のおかげで，ひろし君とこうじ齎は．じきになおりました。

　みなさん。ひろし君とこうじ君賦は，大けがでなくてよかったですね。もし，

タクシーにひかれていたら，どうでしょう。」

　おまわりさんの話はまだ続きます。けれども聞いていた人達は，もうこれで

おまわりさんが侮を卜おうとしているのか，わかってきました。

　では，このおまわりさんは，いワたいなにを需おうとしているのでしょう

か。二つだけ○をつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－1）
1　けいさつの人は，けっしてこわい人ではありません・……・……・…………4．0％

2　こうじ鴛ととひろし齎のけががなおったのは，すすむ鷺のおかげです…12．O％
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　3　自動車がスピーードをだしていたら，けいさつにとどけてください…■■■…2．O％

　4　子どもが大通りでやきゅうをしていて，潜動車にひかれそうになった…18．0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　まけん
　．⑤　子どもが大通りであそんでいると危険です……・…・……………・…………70．0％

　6　つい：二，熟語前にじっさいにあった話をします………・・……・……………2．　0％

　⑦大通りのあそびにはきをつけないといけない………・・…一……………・・…58．O％

　8　友だちがけがをした時には，すぐにたすけなけれぽいけない……・・一…30．O％

　選択枝5は話の表面的な意図であり，選択枝7は話の内緒的な意図というか，

中心となる意図である。前者より後藩の方が正答率が低いのはそのためである。

選択枝8に比較的，反応が多いのは，子どもたちがこうした謡を聞いたときに

は，個人的な道徳判断をすること，また，強いられているという生活意識，ま

允は生活経験の反映であろう。

　問題20．　事故の解説

，（驚畿識薫蒸誹紫蟹鷺流糠・誹灘引
し・ルの下一・ろ・・購て計一人の聾儲を蹴・い瀦・・…｝

　ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　修学旅行のシーズンになると，きまってこの種の家件が起ります。こんどは　｛

幸謂いつかの灘湖鯵嘗線の撒銑きとちカ・。て，死んだひと醜か1

。虻とは継よりでし燃・チ。メチ。蹟。認識腰醐や知。う｝

には，並しがべっとりついて，調べた警宮が身ぶるいしたといいますから，相当

の重蕩嚢もあったことでしょう。全く気の毒だと思います。

1．．t．それにしても，この種の事故がどうし，てくり返して起るのでしxうか。こん

どの事件の原因は，現場はなだらかな坂の直線コースであるから，車に故障が　1

あったか，運転手が鷹眠り運転をしていたか，どちらかしか考えられぬと県の

警察本部ではいっているそうです。いずれにしても，バス会社の責任というほ

かはありません。もし運転手の居眠りであるとしたら，泓はその過失を下める

より前に，その過労に岡情したい気持です。熱海から箱根へ行くあの道路は，

みなさんがたのなかでも修学旅行で知っている人が多いと思いますが，いまの

シーズンでは，鼻翼ひっきりなしにたくさんの観光バスが走っています。それ

ほどお客が多いわけで，そのために運転手はどうしても，はたらきすぎに．なら

ざるをえないのです。その結果いろいろの無理が出てきて，それが積り積って，

大きな纂故を起すのだと思います。

　労鰯過重といえば，修学旅行そのものが相当の強行軍ではないでしょうか。

私はときどき，往来や駅などで，修学旅行の一隙こ繊会うことがありますが，

みんなが気の毒なほど疲れきっているのを見て，若い元気なひとたちが，これ
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ほど疲労するのだから，よほどの無理があるのではないかと考えないでいられ

ません。

　できるだけ費用を切りつめて，短い期聞に，できるだけたくさんの場所を見

物したいと思う修学旅行圃と，一方，できるだけパスをフルに動かしてお金を

もうけようとしているバス会拙と，爾方の無理が重なって，いろいろの事故が

回るのではないでしょうか。その対策は，一臼も早く日本が豊かな薩になり，

みんながあまりがつがつしないようになる以外にはないと思います。そして，

それは決して不可熊なことではないでしょう。

〈1）　この話はどんな事故をとりあげて書いていますか。

②　警察本部では，この事故の糞任はどこにあるとみたのですか。

　　①　　ノミス巨魁二　　　　　　　　　　42．5％　　　　　3　　運i華li手

　　2頚三帰　　　　 6。4％　 4学｝鮫三
（3）

　1

　＠

　3
　，1

〈4）

　1
i＠

　3

　4

（4－3）

　33．　9％

　29．　8％

　4．3％0

　3f．　8％

　エ2．7％

　　o％
　19．エ％

　68．　1％

48．　8％

2．エ％

これを書いた人はこの事故のどうい5賑閣を重くみようとしているか◇

　会社が故障のでる車を使っていた…………・…・・……・…………・………・4．3％

　蓮iii義手がつかれすぎていた……・………・…・…………・…・・…t・一…………74．5％

　暴徒がつかれすぎていた……………・…・・………………・・………・………2．2％

　道がまがりくねっているうえに，けわしい坂があった…・………・・……望9．2％

これを聴いた人は泓たちになにを需よおうとしているか。

　車にのるときは，さわがないようにしよう………………・…・・…………27．6％

　無理なことをするのがいちばんいけない…………一・……・………・…・…6！．7％

車にのって旅行することはやめよう………………・……・・…………・…・・2．2％

けがをした生徒がかわいそうだ……………・…・・………・………・・………8．5％

　この聞題は，ある中学生新聞にのった，さる評論家の随筆文（あるいは低次

の論説文）である。

　各設問における正答率の上では，「何年生」かという詳細なことがらを聞き

とることが一播むずかしいとでている。そうして，：書き手の意図や文章の要点
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聞きとる設問では，正答率が高くでている。このことは，聞きとる場合は，詳

細なことがらより，意図や要点を聞きとることはやさしいともいえるし，読字

力の低抗がなければ，中学年の子どもでも，中学生向きの文章を結構，理解で

きるのではないか，ともいえる。

　問題21　火事　他

　1）　テスターが交章を読む速さを3段階にわけ，餐駿階での聞きとり理解点の結果か

　　ら，速度の理解に与える影響を調べる。

　2）　　問題くま　　15題

　　A．　外国の報道記事　　　　5題

　　B．読速度テスト絹の児童の生活文　　　　5題

　　C．　聞きかたテスト絹の交（手紙文を闘く，発衷を闘く，放送を聞くなど）　5題

　ここでは，読む速さの3段階における外国の報道記事3題を二二し，結果を

あげるにとどめる。

1－A （全文を36秒で読む）

　カナダのブリソ。フロンという町で，このほど消防署が火事になりました。

原隣は，ベアールという消防手が，タバコをすいながら宿直室に寝たためで，

気がついたときには，夜具もベットもみんなもえだし，はいていたゴムグツは

とけかかっていたそうです。さいわい大火事にはなりませんでしたが，他人の

火事の報告を欝きなれているベアールさんも，この臼ばかりは，いやな思いで

報告蓬｝をだしました。

（1）ベアールさんは，なんでいやな旧いで報告書をだしたか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－2）

　1　毎潟報紫書をかいているから…・……………・・…・……………・…・………3．9％

　②　自分のふしまつを，自分で報告書にかかなければいけないから，……47。1％

　3　二二の人が，タパニをすいながらねたのを，晃つけられなかったから…31。4％

　4　火事になるはずのない消防馨が火事になったから………………………17．6％

②　ベアールさんは
　①　　ギ肖防乎・…　t・・・・・…　t・・・・・…　一・・・…　rr・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　78．4％

　2　こづかいさん…………・…・…・…・………・・……………・……・…・…………2．　1％

　3　おまわりさん………………・・…・…………・…・・……・…………・・…………7．8％

　4　けいびいん…………………………・………・・…・……………・…・…………1エ．7％

9G（致を35秒で紬）
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　スイスには，多くの國から観光客がやって来ます。kころで，観光客たちは，

みんなカメラを持って来ますが，急ぎの旅行者たちはどこをとってよいのかわ

かりません。こうした不挺をなくすために，来年の夏から写莫をとる入のため

の地図が出来るそうです。この地図には，同じ場所でもどこからとればよい写

真が出来るか，とるのに一番よい時間はいっかということが一葎でわかるよう

になっており，また撮影の許可がいるものには，それを許可する人のところの

電話番号までのっているそうです。

（1）　この地図をみれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－2）

　①上乎な写真がとれるようになる…………一・……・……・…………・・……49．0％

　2　妄評をとらなくてもすむようになる……………・一………………・……・蝦．8％

　3　写莫をとりに行って選に迷わないようになる・…………・・………………19．　6％

　4　ここと　ここは，とってはいけない，ということがわかる……………エ9。6％

（2）　この地図はだれのために作ったのか。

　1　スイスの少年たち……・………t・………………・・…・・……………・・………9．8％

　②　スイスに来る外国のお客さん……………・…・…・…………・…・・…………60．8％

　3　山登りをする人たち……………………………・・……・…・・……………・…f7．6％

　4　夕欄へ旅行するスイスの人たち………・………・・………………・・…・……」エ。8％

A
位
…3
学

（全文を28秒で読む）

　　アメリカのある女の人が，このほどミミズの研究で学位をとりましたが，そ

　の研究によると，ミミズは児かけによらず頭がよいということです。この人は

　T型のガラの管の中にミミズをはわせ，まちがった繊臼に出たミミズには，ば

　つとしてサンドeペーパーの上をはわ鴛たり，弱い霊気にふれさせたりしまし

　た。一方，よい織rコに患たものは，虫をやってほめることにしました。そして，

　これをくりかえしたところ，ミミズたちは4G圓ぐらいやっているうちに，ほと

1胤鞠をま城酬うにな胤た・

（1）　この実験でどういうことがわかったか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－2）

　1　ミミズは思ったより長生きする……………・…・……………・・…・……◆…　O％

　②　ミミズは患ったより頭がよい………………………………………………76．5％

　3　電気に，ふれさせたり，サンド◎ペーーパーをやるとよろこぶ……………7。8％

　4　だんだんやっていくと，40匹ぐらいはまちがえなくなる………………25．7％

（2）　ミミズはどこに入れられたか。
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　　1　どうで作ったあな…・………・・…・……・…・………・…………・・……・・……・7．8％

　　2　ビニールのふくろ…・……………・…・…………………・……………t・……3．　8％

　　③ガラスの管……………●…●’………’………匿………’………’…’…………88．3駕

　　4　木の箱……・…………・…・……………・・…・……・………・・…………………　　0％

　以上，読む速度を3段階に区尊して聞かせたが，速度が理解の障害になって

いるという結果はえられなかった。正答率の高低は，速さより，ここでは問題

設問の難易に影響している。速さが理鰍こ影響を与えるのは，時間をかけて考

えなければならぬ論説文，論理的な文章の場合であると思われる。

　歴互．　聞く能：力と他の需語熊力。要因との関係

L　閣く能力絹：互の士関

　聞く能力として，中学年では10の下位能力をたてた。そこで，各下位能力相

：互のテストの結果から，重点的につぎの4つの能力の相関係数をもとめた。

　詣のくみたて・要点文脈の理解・話の欠陥・二二に即した聞きとりにおける

相関はつぎのとおりである。

能
力

－
▲
2
へ
）
4
ム

　　1
話のくみたて

O．　39

0．　49

0．　36

　　2
要点・文脈

O．　39

0．　24

0．　04

　3
話の欠陥

O．　49

0．　24

0．　02

　　　4
藏的に羅した情
翼の闘ぎとり

O．　36

0．　04

0．　02

参考までに，低学年における，1．音声の聞きわけ　2。羅的に応じた情報の間

きとり，3．要点・文脈　4．思考化の速度　5．議の欠陥の各テストの稽関はつぎ

のとおりである。

能
力

1
2
3
4
．
r
フ

欝ゐ耀き購甑嘱1文脈

O．　32

0．　19

0．　35

0．　44

O．32

0．　18

0．　26

0．　28

O．　19

0．重8

0．　28

0．　25

　　4
耀きとり数

O．35

0．　26

0．　28

0．　39

　　；1
話の欠陥指示

O．　44

0．　28

e．　25

0．　39

ここで，相関係数を求めた能力の間では，申学年でいちばん相関の商いもの
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は，認のくみたてを理解する能力と話の欠陥を指適する能力との稲関であり，

ほとんど梢関のないものは醐勺に即した情報の聞ぎとり能力と要点：文脈の理解

および話の欠陥を指適する能力の糊関である。このことは低学年での糧関を求

めたものにもそうでている。

　なお，4年1学期におこなったクpu　一ズ法によるテスト結果と，（1）話す速度

に応じて聞きとる能力，（2）要点・意図を理解する能力，および③話の内容の時

間的。島隠的関係を聞きとる能力との一関係数は，それぞれ（1）0。09（2）G．05

3）◎．29であった。この相関係数はクローズ法が時闘・窒闘関係など：文脈・詳

細なことがらの理解の測定に，要点・意函の理解の測定より有効であることを

ゑすものである。

2．　聞く能力と他の喬語姥力との相関

　聞く能力と他の醤語能力との絹関をもとめた。聞く能力との三関の対象にな

った欝語能力は，つぎの9能力である。

　　漢字読字力，漢字書字力，読書速度，黙読理解力，音読技熊，語彙，文法

　　作文，話す力

遮調弁隆芳灘臨勢薩i副酬徹瞳力1
｛・当／／i／〆レ／1／！／／レ／し／1／』／｝
；一＞rf奄高高dII・umr｛isM

撃窒高l．iiililp：一ilsllil・IIEIIi6［IIIIil・IIIEItt．／一N－o・2g［III，illill・o・i　1’L－o・？．3’IM・Ei2

一・巨 ｿ1・1咽・絹、／匝22i／1・峠・17
一・・22i…1瞳｝…gi／・り…垣・砲46匝32
豆〔／i一・塑31i・21［窪、ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9：一ltll…5　L－g：・2｛L3s　L　o．　i3　1　o．32

li．iiiunt／’一’i 浮香|6rlEun［wwM51Jlmh7　1一’un5’tL／一7TIIo6　1．／／1　o．26　1　’61．Ml；lrm3i　［lo．22　’1－61．一i5i

この表でえた相闘係数に関するかぎりでは，聞く能力と糟関の高い言語能力

，つぎのふたつの能力である。

　　　文法能力　　　　　語彙力

参考までに，低学年における聞く能力と語彙力・文法力および謡す力との相

はつぎのとおりである。

　　聞くブフと語勇延ブフ　　0，49
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　　　聞く力と文法力　0．36

　　　　〃　と話す力　　0．28

　黙読理解力と聞く力との損関は，中学年では，0．C6～0．39であり，かならず

しも蕎いとはいえない。しかし，同じ問題について，読解力テストをし，また

聞きとりテストをした結果では，つぎのように，比較酌高い稻関係数をえた。

　　　（2－3）　O．　44

　　　（3－1）　O．　52

3．　聞く能力とそれを規定する要因との相関

　憲語能力を規定する要因として想定したものは，知能の要函，身体の要因，

環境の要因，社会性の要因，情緒性の要因，家庭における読書の要因，言語生

活の要因などである。それらの要因と聞く能力との相関をみたものがつぎの堀

関表である。

。、雪知劃躰｝・副絵陸i謡i

2
3

一
　

4
．
4

O．52

0．　45

　O．　02

－O．　06

e．　13

0．　23

e．　25

－O．　05

e．17

0．　13

　参考までに，低学年における聞く能力とそれを規定する要因との相関をみた

結果ではつぎのようになっており，低学年・中学年ともに知能との相関がいち

ぼん高い。

銀盤知能　躰　　　　　　　　　　　　　　難1社会性隔蛎．

・一・巨・4F・・8｝呵・28匝・・

　知能と飽の各書語能力との相関をみると，中学年では，たとえば黙読理解能力

とは，0．11～O．43，読書速度0．45～0．71，音読技能0．36～0．70，作文力0。26～

《）．73となっている。したがって，申学年では知能と言責能力との穣関が高いと

いわれている場合に，聞く力も例外ではない。

　亙V．　申学年の聞く能力の特徴

L　議（惰報）の詳細なことがらを聞きとることは，具体的な問題によって，

正答率にかなりな変化がでるが，傾向としては，話の要点からはずれたことが

らであればあるほど，詳細なことがらの聞きとりはむずかしい。読みにおける
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詳細なことがらの読みとりにくらべて，聞きとりでは再認ができないというコ

ミュニケーションの条件によるためである。詳細なことがらの中でも，登場人

物の性劉を聞く，名前を聞く，日付を正しく聞きとることはことにむずかしい。

（問題1．20）

2．話の内容の時聞的。空pes　kt勺関係推移の把握は，詳細なことがらを聞きとる

能力に食まれるが，児童の生活記録的な話題ならば容易に聞きとることができ

る。それは，いつ，どこでということが話の内容の中心的な位置を占めている

ために，詳細なことがらでも聞きとりやすい。（問題6．7．8．9）

3．　羅的に即して，課せられた話の必要なことがらだけを聞きとる能力は中学

年で完成する。あらかじめ，ある話から，聞きとるべきことを指承しておけば，

中学年では，それに適応した態度で，内容を取捨選択しながら聞くことがでぎ

る。（問題2．4．5）しかし，話の欠陥を指適したり（問題！），ラジオ。ニュ　一’

スなどの論理的な問題解決を求める情報の聞きとりになると，中学年ではまだ

完成しない。（問題11．12．13）

4．話の要点を聞きとる鮨力は中学年で完成する。それにしても，物語の要点

の把握より，情報の要点の把握の方がむずかしい。（問題16）

5。文脈に即して，カギとなる語の意味を聞きとることは，中学年では困難で

ある。　（問題14．17）ここにも，先の1で述べたと飛出な聞きとるコミュエケ

ーシeンのもつ悪い条件が働く。

6。話し手の意図や話の主題を聞ぎとることは，中学年でもかなり発達してい

る。（回暦17．19．20）

7．　中学年では，謡や朗報を伝える速度は聞きとりに影響しない。（周題21）

この調査のかぎりでは，正答率の変化は，むしろ内容の難易による。

8．聞く能力の下位能力には相関の高いものや，ほとんど根関のないものがあ

る。たとえぽ，話をくみたてる能力と話の欠陥を指摘する能力とは絹関が高い

が，話をくみたてる能力と説勺に即した下界の聞きとり能力とは相関がない。

9．　聞く能力は：文法能力や語彙力と糟関が深い0

10．聞く能力は知能との相関がいちばん高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村石）
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新聞の文章の漢字使用に関する

実験的研究

A．調査の目的と前年度までの経過

　新聞の文章を現状よりもさらに読みやすくするためセこは，用字・用語・文章

講造・記事内容の扱い方など，いろいろの点で改善を必要とすると考えられる

が，われわれは，昭和31年度に，まず漢字を中心とする用字の問題を取りあげ

た。すなわち，漢字の使用をどのようにしたらよいか。その改善にあたっては，

どのような問題があるか。一般に読みやすさ・わかりやすさと用字との関係は

どうであるか。これらのことを実験約に調べてみようとしたのである。

　以上の目的のもとに，主として次のような実験的研究を行なった。

　1．実際の新聞記事から抜きだした文章を書きかえたものを編集して，実験

　　新聞を作り，中学生・高校生計1◎◎名を対象として，読みにくさ・わかり

　　に，くさに関する；集団調査をした。

　2．　原文や書きかえ文など17種の雪避交章を，中学生・高校生・大学生各5

　　名ずつの被験者に読ませて，その限球運動を，オフサルモグラフ（読醤生

　　理の観察実験機械）で記録し，読みやすさという観点から，分析研究した。

　これらの結果については，年報8に詳しく報告した。

　前に述べたとおり，われわれは，用字，とくに漢字使用に関する問題を中心

にすえたが，読みやすさ・わかりやすさの闘題は，用宇の面からだけ見るわけ

にはいかない。用語や文章構造などともからみあっている。それらを含めて得

られた結果を，年報8に報告したのであるが，なお，残された閥題点について

今年度，分析研究を継続した。

　　　　　　　　　　　　　　B．　担当者

　この研究は，言語効果研究室に属する次の3名の所員の共岡研究であるが，

以下に報告するDについては，林が，Eについては，渡辺が主として分担した。

　　　永野賢　林四郎　渡辺友左
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なお，筆生1名が所員を助けた。

C．　今後の見とおし

　昭和31。32年度の継続研究により，主として表記の面から見た新聞文章の読

みやすさ・わかりやすさの問題点が，いくつか明らかにされた。これらの成果

を含めて，33年度からは，新聞文章に関する総合酌な研究を進めていくことを

予定している。

D．　実験新聞に用いられた漢字表記語への

　　抵抗の調査

置．　調査のあらまし

（永野）

　昭和31年度に，われわれが作成した実験新聞60枚の中から10枚を選んで一部，

の中学生と高校生とについて，読みにくい場所の調査をした。その抵抗が語・

表記の種類溺や書きかえの有無やによって，どう分布しているかを検討した。

そのあらましは，年報8に報暫してある。

　実験新聞の漢字は，当用漢字溺表にかかげられた881字（以下，教育漢字と

いう）に限られた（不漉意その他によって多少例外はあったが）。：本年度は，こ

の範三内で漢字への抵抗が諸要因によってどのように変化するかを見た。

　そこで，用いられた漢字表記語のすべてについて，次の角度から検討を加え

た◎

　　1）　その語の構造はどうなっていたか

　ここで語とは，書きことば研究塞で総合雑誌の語彙調査の際，語認定の基準・

に用いたβ羅位をさす。βは，ほぼ，語の最小単位であるから，βにすれば，

複合語はパラ・ミラに分割される。だから，ここでいう語の構造とは，その語の

内部構造ということではなく，その語の他との関係のことである。藷が独立で

使われたか，複合して使われたか，複合したなら，1圃か2回か3園以上かの

区別をした。たとえば，F政府は／4日，／定例／政府／会議に／引きつづき

／……」という文において，「政府」という語は，はじめは独立で使われてい

るが，2度臼には「定例一政府一会議」という。3箇のβから成る複合語の中
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で使われているQだから，「政府」という譜から見れば，これは，他の2語と

複合している。すなわち，2回複合している。「定例」も「会議」も，同じく

2圃複合の形式で使われている。ここでいう何嗣複合とは，すべてこういう意

味である。

　　2）　語の種類は何に属するか

　種類別は，漢語，和語，混種語の3種とする。副次捻勺は，圃有名詞か風調e

助数詞かも調べた。地名・人名はみな片かな書きとしたのであるが，国名のあ

るものや団体名・会社名などの漢宇表記語があり，その他，固有名詞の中に，

「トウキョウ都」「コニシ・ツトム君」のような固有名に付随する称呼を噛め

たQ数詞はアラビア数字で書いたのだが，　「1億3千万」のような書き方をし

たので，一部は漢数字が残った。

　　3）　もとのままか，かきかえか

　実験新聞を作るについては，鯛牛馬の漢字を消すために，語の欝いかえラ書

きかえを行った。そのやり方については，年報8にくわしく述べたので略する

が，本年度の調査の対象になった「かきかえ」の語とは，鯛表外の漢字を網い

て表記されていた語を，教育漢字を使って言いかえた結果できた諮をいう。

　（年報8，148ぺ・一Hジ（2）「書きかえの実弼」の①⑤⑨⑩に当る）

　　4）　被験者からどれだけの抵抗を受けたか

　被験者をま，　早季爵匠…中学校2年生50名（男子）　と，　東京者緯立プし段高等塔動校2年

生50名（男女各25）とで計100名であるが，100名言部が岡一回新聞を読んだ

のではない。1人は3枚ずつ読み，同一の新聞を読んだ被験老は中・高各15名，

計30名である。この30名のうち，①だれも抵抗を示さなかった，②3名以下が

抵抗を示した，③4名以上が抵抗を示した一以上3種に区：別した。

　以上4項露について，それぞれの区分を施し，2項目ずつの関係をみた。

　次に漢字表記語の異二二を作った。

　次に，語を文字別に配当し，文字別に抵抗の度合を調べた。

　2．調査の結果

　　（1）全部で延べ何語あったか

　漢字蓑記語は延べ5，038語あった。この中には「殺キン」「引きあげ」のよ
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うなまぜ書きを含んでいる。なお，助詞・助動詞だけを除き，全語数は9，24＆

であるから，諮全体の半分以上が漢字で表記されていたわけである。

　　（2）漢字衷記語の種類と構造との関係はどうなっていたか

　　　　　　　　　　　　　　　第1表

性黎

造

語
語

轡
な

語種弓

勢　立 複合
1園 2園 3圓以上

」
一
葉
μ

1；陰雲：い灘：9；：i799（器51：・li：｝1魏：雛：鑑

i3（6s．42｝1　3（is．7951　3（i’s17gSi　，”（，31　，bE，663SEi17i

計｝・…甑75）｝1・・5（…9）レ・6（1・…）1522（鳳・・）｝・・38（1・・）〔…〕

　第1表のとおりで，漢語がいちばん多く，四分の三十を占めている。混種語

はごくわずかで，ほとんど問題とするにたりない。

　独立性（裂返していえば町会性）の点では，漢語と和語との問に，署しい性

質の違いがある。漢語は複合性が強く，「独立」「1圏複合」「2圏以上複合」

がそれぞれ三分の一一ずつを占めるのに対し，和議は，8割以上が独立で用いら

れている。

　　⑧　漢字表記語が受けた抵抗は，その語の種類別によって違いがあったか。

　　　　　　　　　　　　　　　第2表

高しるし o i1一・「以上｝ i曇
”

語
語
語

　
　
種

漢
和
混

2726（71．74）

1000　（82．　03）

　12（63．　16）

874（23．　0）

175（14．　36）

　4（2　1．　05）

200　（5．26）

44　（3．61）

　3（15．　79）

3800（100）

1219（100）

　19（100）

一s・1一一L：，一　1　373s（74．20）1　los3（20．go）1　2z｝7　（4．go）1　so3s（ioo）

　第2表のとおりで，漢語中抵抗を受けなかったのが約72％oであるのに対し，

瀦語では，それが82％であるQ岡じく教育漢字で語を記しても，漢語よりも湘

語のほうが，やや抵抗が少ないかに見えるが，はっきりしたことはいえない。

　あわせて，固有名詞と数詞・助数詞に使われた漢字がどういう抵抗を受けた

かを見ると第3表のようになっている。

　助数詞は読みやすく瞬有名詞は読みにくいように見えるが，これは，漢字そ
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第3表

「＼_週〔1 o i 1一一3 4以上 計

固欄｛27職52・い17（・7・・86）i 32（7．　62）　1
420（100）

騰訓36・（…37）｝32・8・・12）1 2（o．　si）　1

394（100）

のものの問題ではなくて，固有名詞の前に書かれた片かな，数詞・助数詞の前

に書かれたアラビア数字の問題である。固有名詞を片かなで書くのはきらわれ，

数をアラビア数字で書くことはきらわれなかった現象の延長がここにあらわれ

たものであろう。

　　（4）漢字表記語が受けた抵抗は，その語の構造別によって違いがあったか。

　　　　　　　　　　　　　　　　第4衷

概一瓢1 o i－3 4以上 計

　独立　巨888（81．91）

馨｛墨隣ii；iii

347（s．　os）　1　70（3．　oo　i

　　　　　I315（22．　26）　i　102　（7．　21）

241　（30．　28）　1　48（6．　03）

150（28．　74）　i　27（5．　17）

2305（！OO）

1415（100）

7％（王00）

522（正OO）

　　　　・ii＝i，一　1　373s（7‘1．20）i　los3（20．　go）1　2t17（zl．go）1　so3s（！oo）

　第4茨のとおりである。独立で用いられた語の約82％は抵抗を受けていない

が，それが，1臨1複合の語では70．5％，2園複合の語では63．7％，3圏以上三

余の語では66ユ％と，概して減少の傾向が見える。このことから痘ちに複合性

という要因を抽象して，複合が語を読みにくくすると結論することはできない

が，語がいろいろに複合する現象の中に，雑多な要素が盛りこまれて，結局語

の読みにくさが，ましてくるらしいという見当はつけてもいいだろう。つまり

複含性郊読みにくさではないが，三舎性が，語の読みにくさを育てる濫床にな

るのではないかということである。

　そうして，最初に見たように，複合は漢語に特有な現象であるから，漢語と

複舎性の問題が，読みにくさの上から考えなければならぬ問題になってくる。

　　（5）漢字表記語が受けた抵撫ま，その語がもとのままの語かかきかえでで

．きた語かの区溺によって違；いがあったか○

　第5蓑のとおりである05，　038の漢字表記語の95．7％に当たる4，823語は
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第5衷

’1－X一一！（iEil（

　　　　　　　tt　　　　　　　．
もとのまま

かきかえ

。

3582（74．　27）

156（72．56）

1一3

1001（20．75）

　52（2ftt．　19）

4以上

240（4．　98）

　7（3．　26）

計

i｝823（iOO）　1

2i5（1OO）　1

計
…3738（7・…）li・53（・・…）i・郷・）

g5t5gE－1665－3s　loo）i

もとのままのもので，かきかえは4．3％の215語にすぎない。ところが，それ

が受けた抵抗の度禽による分布を晃ると，もとのままもかきかえも，全く似て

いるQだから，岡じ教育漢字のワクの中で，もとのままもかきかえも，：金く混

然となっているわけである。年報8で，153ページの第3嚢，！55ページの第

4表から推論して，155ページに「陶じ教育漠字で書かれた語でも，もとの記

事に使われていたままのものには，まだ，読みにくいものがあるが，われわれ

が書ぎかえたものは，大部分が読みやすくなっている。」と書いたのは誤りであ

った。

　　（6）漢字表記i藩5，G38は何諮の異なり語から成っていたか。異なり語につ

いての考究

　異なり語数は1，844であった。同じ語でも，羅かれた場所によって抵抗の受

け方は違っているQ異なり語として，名一1語を遷ぶに際しては，抵抗をもっと

も多く受けたものを選んだ。これを語の軽類と受けた抵抗の度舎とによって分

けると，第6表のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　第6表

i麟＼曼i o ，　1一一3 4以上 計

漠語
和　語
N．“F’瀦齢騨

計

6gg（51．97）　1　484（35．99）

322（66．　39）　1　121（21，．　95）

　7（5e．　O）　1　4（28．57）

162（12．04）

42　（8．66）

3（21．43）

1345（100）（72．94）

485（IOO）（26．　30）

　14（100）　CO．76）

io2s（s）r．7s）　1　60g（33．03）　1　207（ii．23）　1　isag4（ioo）　（ioo）

　どの種類の語においても，抵抗のなかった語の占める比率は，延べ語数の場

合よりずっと減少しており，抵抗の多かった語ほど，その全語中に占める比率

が増している。ということは，抵抗の少なかった語ほど使用頻度が高いという

傾向があったことである。逆にいえば，使用頻度の高い語ほど，抵抗が少ない
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傾向があったということであるから，ここセこ，語の基本度の問題が出てくる。

　　（7）文字溺の難易度

　漢字を制限して使うということは，むずかしい漢字を使わないことによって

むずかしい語をなくそうとする考えにもとづいている。教育漢字のワクは，本

来漢字制限のワクではないが，われわれは，かりに，これを制限のワクに転用

して，実験新聞を作ったわけである。この考えをもっと進めれば，教育漢字の

中にも難易度の段階によるいくつかのワクづけが考えられてくる。われわれは，

ここで，そういうワクを作ろうとは考えなかったし，見出そうとも考えなかっ

た。が，ともかく，このごく小さい調査の範礪内でも，漢字表記語への抵抗の

度合を一一応文字面に考察しておく必要があると考えたので，ある方法によって，

文字別の抵抗度を算出した。その方法はこうである。

　例えば，「安」という字は「不刻1回，ド安い」2園，「安金」3回，「公

安」1回，「安易」1園，計8回使われた。そのうち「不安」「安い」「安全」

は，どの揚合でも抵抗を受けなかった。「公安」は3人以下の抵抗を受け，「安

易」は4人以上の抵抗を受けた。いま，語の違いを無視して，圃数だけを濁題

にすると，8晒使われたうち，6團は無抵抗であり，1回が3人以下の抵抗，

1図が4人以上の抵抗を受けたことになる。そこで，「無抵抗」1國につき0

点，「3人以下の抵抗」1圃につき「0．5点，「4入以上の抵抗」1回につき1

点を与え，その舎計を，使われた総度数で割り，100をかけて百分比化する。．

すると，「安」の場合は

　　　　　　ex6十〇．5xl十！×1　　　　　　　　　　　　　　　　×　100＝：18．　75
　　　　　　　　　　8

となるQこの数値をもって，一応，交字別の抵抗度の指数とした。このような

算出法は，分母の数が小さい場含に非常な不安定を生ずるので，決して適当な

ものではなかったが，今はかりにこれによった。

　使われた漢字は，前部で713字であったが，これを上のようにして算出した

抵抗度によって区：干すると，次のような分布を序した。

　　　　抵抗劇・％・・％未満・・％礫欝1。・％i

女字劃184452 49 15 13 713
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　0％，50％7100％というきりのいい所に比較的密度が高いのは，点数の与え

方からきた当然の結果である。

　この調査は，なにぶんにも被験老の数が少なく，読まれた語数も少ないので，

一一 ﾂ一つの文字の抵抗度を示す数値には，あまり意味がないQしたがって，こ

こに資料を記述することはしないことにする。この方法をさらに拡大し，精密

化すれば，文字別難易度の指数：を得る見通しがあることを述べるにとどめてお

く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口置郎）

E．　野球運動の記録の分析研究

　1．　問題の設定

　読書行動という人問の生理…心理飾な行動を，単に眼球による文字の知覚と

いう生理的次元にだけ限ってみた場合，眼球は，通常，交章を溝成している文

字群を一字一字知覚していくのではなく，常に何字かの：文字群を同時に知覚し

ていくものと考えられる。すなわち，人間の眼球は，文字を知覚するのではな

く，文字群を知覚するのである。なぜなら，オフサルモグラフによるこれまで

の眼球運動の詑録では，賑：球の停留・凝視の数は，その文章の文丁数よりも常

に少なかったからである。

三三行動における人間の眼燃ま，知覚の心理学における「ゲシタルトの法測」

に従って，この何字かから成る文字群を，常に何らかのまとまりがあるものに

体綱づけ，意味づけて知覚しようとする。すなわち，語・文節または連文節の

ような言藷上の意味酌。文法蛉統一体として体制づけ，知覚しようとする。こ

の点は，人聞の知覚における「ゲシタルトの法則」を認める限り，あらためて

劉験によって検証する必要はないものと考える。

　したがって，ある被験者が，ある文章を読んだ際の限球運動の停留。凝視の

数が他の交章を読んだ場合のそれよりも，その文章の議数・：文節数に比して署

しく多かったということはう彼がこの場合ラ上述のような体鱗づけ（意味づけ）

に蕩しく園難を感じていること，すなわち，その：文章が彼にとって何らかの読

みの上における抵抗を感じさせているものと推測できるわけである○同様にし

て停留。凝視の数が少ない時は，逆の推測が可能なわけである。文章の読みや
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すさ・わかりやすさの閥題を，このようにしてわれわれは，もっぱら賑球運動

の記録に結びつけて考えようとしたのである。

　2．　実施計画と実施経過

　　（1）マイクpaり一ダーによる記録フィルムの拡大作業

　われわれは，1956年11月15　Wから1957年1月18臼まで，だいたい10日おきに

前後7園にわたって，15名の被験者に実験文章を読ませ，オフサルモグラフで

その際の眼球運動を記録した。囲

　そのうち原文と書きかえ文との比較のために使回した次の4種の実験：交章を

とりあげ，まずその際の限球運動を記録したフ4ルム都合延べ60人分を，作業

の精確さを期するためにマイクμリーダーにかけ，別紙に拡大複写する作業を

行なった。

　4つの実験文章を次に掲げるQすべて横組み，5号活字，28字詰の体裁をと

っている○書きかえは，実験新聞の場禽と隅じ原則に従った。

　　　　　○〔原文｝　N本とインドに文化センターを建設

　　　　　　宗i教，女化の交流を通じて謡本とインド両圏の親善関係をさら

　　　　　　に深めようと，そのよりどころとなる兼合の：文化センターをお

　　　　　　互の鼠に建設する計爾が親善友好繍1本，宗教団体の問で進めら

　　　　　　れている。この謙爾は来る八月東京で閥かれる宗教撒界会議へ

　　　　　　のイソゼ代衰の出席下交渉のため同会議発起人下中弥三郎琉

　　　　　　（平凡批社：畏，日印：友の会会畏）がインドに渡ったさい，ヵル

　　　　　　カヅタの印翼友好協会会長カジダスeナグ博士（カルカッタ大

　　　　　　三教擾）から提案されたものである。

　　　　　　　（la）　｛濁　一一一コ口「臼印文化センター（原文）」一

　　　　　〇〔書きかえ1交：〕　日フiSCとインドに文イヒセソターを建設

　　　　　　　宗教，丈化の交流を逓じて属本とインド両国の親善関係をさ

　　　　　　らに深めようと，そのよりどころとなる両目の：文化センターを

　　　　　　おたがいの園に建設する計瞬が親藩友好翅体，宗教団体の悶で

　　　　　　進められている。この計颪は，きたる8月トウ｝’　aウで闘かれ

　　　　　　る宗教世界会議へのインド代表の出席を前もってコウショウす

　　　　　　るため，岡会議発起人シモナカ・ヤサブロウ氏（ヘイボソ社社

鰯　被験者の内訳は，大学生5名（教育大3，慶応大2，いずれ志心理学専攻）　高
　絞生5名（東京都立九段高校2年生）　申学生5名（私立早稲曝中学2年生）であ

　る0
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　　　　　長，題印友の会会長）がインドにわたったさい，カルカッタの

　　　　　印貝友好協会会長カジダス・ナグ博士（カルカッタ大学教擾）

　　　　　から提案されたものである。

　　　　　　（2a）一略称「鷺印章化センター（難きかえ文）」一

　　　　〇こ原文〕　叛映藤「薪。平家物語」（火映）の遼力

　　　　　　藏本巌窟も，遂に，ここまで豪華な作晶を生み出すまでにな

　　　　　つた・永m雅一を中心に大回甦作スタッフがイーXトマソ天然

　　　　　色の研究を続けて来た成果である。

　　　　　　特に，群衆撮影の戦力は注vaされる。冒頭の野夕蹄の壮観と

　　　　　か，平家一族が戦いから波れ果てて帰って来るところ，叡由の

　　　　　僧兵たちの示餓行進など，これまでの溝鼠映懸にはなかったも

　　　　　のだ。

　　　　　　　　（2b）　一騰各称「新i典麟（原文）」一

　　　　　〇　〔譜きかえ丈〕

　　　　　　　新エイガ「憂e平家物語」（ダイエイ）のバクジョク

　　　　　　　摂本ユイガも，ついに，ここまでゴウカな作晶を生み出すま

　　　　　　でになつたっナガタeWサイチを中心に，ダイXイ製作スタッ

　　　　　　フがイ・・一”ストマソ天然色の研究を続けてぎた成果である。

　　　　　　特に，群衆サツエイのバクリョクは注罎される。最初の野外

　　　　　市のすばらしいながめとか，平家一族が戦いからつかれ果てて

　　　　　帰って来るところ，ユイ山のソウ兵たちのデモ行進など，これ

　　　　　　までの鷺木エイガにはなかったものだ。ミゾグチ演慧＝iは，これ

　　　　　　らの鮮衆を実1こうまく処理している。

　　　　　　　　（1b）　一略称賎錦目凹（書ぎかえ：文）」一一

　なお，詑録フィルムを拡大複写したもののうちから一例をあげておく◎被験

看は，高校生，実験：序章1aの5行の最後，6行全部，7行の鍬初の部分を読

んだ際のもの。不適は不適応凝視のこと。

　　（2）実験文暦の読みやすさ・わかりやすさの比較

　さて，この拡大複写された資料をもとにして，われわれは，前述したような

考えのもとに，実験文章各行一語あたりの平均所要鯵留数を求めうそれを基礎

にしておのおのの実験断章の各行柑互の間における読みやすさ・わかりやすさ

の絹対的な比較を試み，さらにそれが原文と書きかえ文との二念で，どのよう

に変化，絹服しているかをさぐろうと試みた。この鼠食，語の認定は，一応国

研報告「織魏総合雑誌の用語」における〈β単位〉の原劉に従った。なお一
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　嘉が二つの行にまたがって表配されている場禽は，おのおのを0．5語とした。

また，実験文章の最初と最後の行は，分析・調査の資料としては，そのイ霞頼性

を欠いているものと考えられるので，これらはすべて以下分析調査の範購1外に

おくことにした0
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　3．結　果

　以上の調査の結果を次に述べる。まず4種の実験文章において被験者が魯行

一語を平均何停潔で知覚し得たか。それを一覧衷にしたのが，第1表，箪2蓑

である。おのおの各行の上段の数値は実数，下段の数字は，平均停留数の少な

い順による順位づけを示す。
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実験文灘

潔’
　　　　　’

1a　日印文化センター（原文） aO
4
1印目測センター（書きかえ文）

2 3

O．　8411．　18

　　21　6

　　　O．　94

　　　　　6

0．　5310．　82

　　21　6．5

1．　3711．　29

　　21　1

0．　74ie．　82

4．　51　7

0．　4210．　t十7

　　Zl　2

0．　95

　－li　3

e．　95

　　41　7

0．　9 oli．　6g

4 5 6 7

IO．　74

　　1

0．74

　　1

1．　05

　　7

1．37

　　5

1．　0611．　3011．　0911．　26

　　　　61．　．S．　．s

1．　2910．　96！0．　82，0．　741

1．　06

　　5

1．4玉

　　6

0．　94

　　6

1．　41

1　6

。。871。．8210．9，1。．86

　　4il　s13
　　…

0．78、0，82pg　81｝G．86

。．，1、。．、li。．、1。．、1

　　5i　6．5　1　4
　　ミ
1．3911．55i正。781王．62
：：：；｝：：：1｝：：：1：：：i

3．5i　　6i　3．5　　　7

　　1　　　i
　　　　　　　　I．05
　　　　　｛　　　1

sl　3－
1．48i1．重8i1．三9．

　　5i　2i　3

1・4 Pi1・Oli1・3；

・・9
?ｉ１・・象i1・1き

　　i　　i

講1：壕1醤

　　311i　2
　　　　　　　　　　

1．三3誘．09il曾04

　　3｝　2i　1
　　｝　　i

　　　　　　　，

　　2

10．　76

　　2

1．　33

　　4

1．　62

　　5

1．　14

　　7

1．14

　　4

0．　86

　　5

1．　33

　　4

　　
8ii　2
Il．一lii711mu．　s

　　71i　i

　　Ii

O．　8z｝liO．　84

ell．　Al

O．　6311．　05

　　3｝い
2．　42111．　26

e．　7ZII．e．　gij

k．　s／　’　7g
・
？
e
l
l

三の5Pド1

！．　16ilO．　741

，．　，gil，．　，x

　　711　i

i．　5 Q1i．　3E

　　II
O．　9？Ili．　O？

　　　　　2　　2！

1．　89“1．　05

　　71・1　3

　　　10．　74
0．　84
　　4srg：　s’

1・・
�E8塾

　　II

3

1．　06

3．　5

4 　1．　isI617

！．　73

　　8

1．20囁

　　7

互．33

　　4

1．20

　　8

　　i」　一・　一I

l・0 ?ｉ１き9薯i1・0茎

1．081．三8｛0．90

　　5　　6　　2

1。001．2911曹10

　　3　　81　6
・・膿　・・9

・．，，G，9緬、

　　2613
　　　　　0．600．670．59
　　4　1i　2
　　　1．06i三．00
0、83
　　1　5i　2
　　　　　き

0．670．82旨1。00

　　13．51　8
　　　　　i
l・081・18i！・支0

　　35．5i　4
　　　　　［
i．251．53i圭．60

1．。1＆li正．，9

36堰E
1，Q8il．4報1．1e

　　46i　5
　58・0．82；0．70
　　　　　　
　　16・5i　2

　　k．重8ii．40

　　4『8

1．　27

　6

8 9

いま，魯被験者ごとに第1位

やすいと推定される行）に○印，

i．　2

№
堰
C

o．g51

　　5

1．　06

　　2

1．　73

　　7

正．46’

　　8

1．　6e

　　8

0．　801・O．

　　5

1．　3311．　OO

　　7

2．o
№撃堰E33

1．　3611．　06

71　4
？lliit［Ili’

　　71　5．5

G．　731e．　82

　　11　4

0．　64ie．　82

　　31　5

三．091　　　i．重8

　　6i’7

0．　82iO．　94

3・・｢i
1きlli1・21

三’5?ｉ㌔塞

Looi玉．18

　　11　5

1．　OCI1．　53

　　21　7

10・9gPtsFg－i’

1，0．　6E1orbE

　　ll　3

だ
フ
n
O
　
3
1

0
　
　
「
フ

ー
。
　
0
，

／
0
1

11
．

4
5
　
ご
フ
盗
）

8
　
　
9

0
　
　0

κ
フ
r
O
　
ご
フ
7

0
　
。
　
9

。
Ω
り
　
　
・

1
　
　
（
U

7
n
δ
　
9
8
　
7
・
7

3
　
　
7
　
　
3

L
「
　
一
「

3
1
　
4
．
r
O

　
）
　
　
7
　
。

8
　
　
　
●
3

0
　
　0

孟
∪
5

乳

2位に順位づけられた行（すなわち最も読み

それに次ぐ行に囎印を，最下位から数えて第

　　113



　　　i実験急心
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次いで停留数の多かった行には／翔をそれぞれ与えてみると，四つの笑験文章

は・おのおの第3表・第4表に示したようになる・すなわち実験蝉1・できま，

2行・4行・5行・6行の舗継室蝉2・では2行，4行。同じくlbでは，

2行・4行・7行2bでは2行・4行・7行の舗がおのおの他の諸行に比

して比較酌○印，醗印が集中している。すなわちこれらの行は，他の行に比し

て比較的被験者に読みの抵抗を感じさせるところが少なかったのではないかと
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推測されるわけであるQ

　これに対して，実験文童1aでは，3行，7行，8行，同じく2aでは3行，

5行，8行，1bでは3，5，6の1各行，2bでは3，5，6の各行には比較的

×印，／印が集中しており，被験巻は，これらの行を読む際に，読みの上に何

らかの抵抗を感じたものと推測される。

　ところで，ねと2a，1bと2bは，おのおの同一の文章の原文と書きかえ：文

とであるから，いま同一文章の原交と書きかえ文との比較という観点から以上

の結果をながめてみると，両者の闘にはかなりの著しい共通点があることに気

づくQすなわち〔日印文化センター〕の場合は讐

　　　　宗教，：文化の交流を通じて日本とイソヂ三国の親善関係を

の部分と

　　　　お互の国に建設する計蘭が親善友好翻体，宗教団体の閥で
　　　　　那～罫

の部分は，原文，書きかえ文を通じて被二丁に読みの抵抗を感じさせるところ

が少なく，

　　　　深めようと，そのよりどころとなる両国の：文化センターを

の部分と

　　　　β印友の会会長）がインドに渡ったさいカルカッタの
　　　　　　　　　　　　　　　　　藻

の部分は，被験者に原文，書きかえ文を通じて読みの抵抗を感じさせているも

のと推瀾される。　（一線の下は，書きかえ文Q以下同じ。）

　また，

　　　　この計翻は来る八月東京で開かれる宗教世界会議へ
　　　　　　　　　きた　　　　　　トウキコウ

　　　　のインド代蓑の出席　下交渉の　ため同会議発起人　下中弥三郎　氏
　　　　　　　　　　　　　を箭もって交渉する　　　　　　　　　　　シモナカ・ヤサブ＃ウ

の部分は，書きかえを施すことによって，かえって被験者に読みの抵抗を感じ

とらせたようである。

　また，　2aにおける

　　　　印Rl友好協会会長カリダス・ナグ博士（カルカッタ大学

の部分が，laにおけるそれよりも被験者に読みの抵抗が少なく感じられてい
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るのは，おそらく2aを！aのあとに読んだことによる学習効果が作用している

ものと考える。

〔新軍費〕の場舎には，以上のような共通点がもっとはっきりしている。

　すなわち，

　　　　一本映画も，遂に，ここまで豪華な作品を生み出すまで
　　　　　　二＝イガ　　　つい　　　　　　　　　ゴウカ

の部分と，

　　　　研究を続けて来た成果である。

　　　　僧兵たちの示威行進など，これ
　　　　ソウ　　　　　　　デモ

の部分は，原文，書きかえ文を通じて被験者に読みの抵抗を感じさせることが

少なく，これに対して，

　　　　永田雅一を中心に大映制作スタッフが
　　　　ナガタ・マサイチ　　　　　ダイエイ

の部分と，

　　　　特に，群衆撮影の追力は注目される。冒頭の野外市の　壮観
　　　　　　　　　サツニイ　　ハクyロク　　　　　　　　　　　　　最初　　　　　　　　　すばらしいなが

　　　　　とか，平家一族が戦いから疲れ果てて
　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか

の部分は，原文，書きかえ文を通じて被験考に読みの抵抗を感じとらせている

と推測される。

　4．　この調査の反感

　さて，以上に述べたように14人の被験者が，大体一致して原交，書きかえ文

のいかんを問わず，共通して文章のある同一の部分に読みの抵抗を感じること

が多く，同じく他のre　一一の部分をこ共通して読みの抵抗を感じることが著しく少

なかったと推測されることは，よしんば，それが諮数に対する停留数の比較だ

けによる推測ではあったにせよ，この場合，この限りでの書きかえの効果は，

全く現れなかったこどを添すわけである。これは，われわれにとって意外な結

果であった。

　しかし，これは，前年度の年報にわれわれが報告しておいた次のような事実

と一致する。すなわち，前年度の調査では，原文と書きかえ文とを読ませた場
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合，単位時間あたりに読みとる掌数は，書きかえ文のほうが多いが，しかし，

それは，書きかえによって生じた交章全体の交字数の増加をカバーするまでに

はいっていないことが確められている。今年度の調査結果は，この事実と表裏

をなすものである。

　また，なぜこれら特定の行において平均一語あたりの所要停留数が多く，ま

た，なぜ他の特定の行において少なかったのかについては，これら各行の文章

の内部にそれをひき起す何らかの困子が潜んでいるものと考えられるが，これ

だけの資料では，このような推測を裏づけるには充分でない。もう少しこの冒

的のために，新しくいくつかの実験文章を作って，実験も試みる必要があろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺）
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明治時代語の調査研究

　　　　　　　　　　　　　　A．　総　記

　昭和30年度から着手した「肝腎時代語の調査研究」は，昨年度までに約10万

枚の採集カードを得，これにもとづいて，集計カードを作成したのであるが，

今年度は，語彙表の作成。異なり語の補充・分轄研究の三つの作業を行った。

　この研究は，「郵便報知新聞」の明治10年（1877）11月から明治11年（1878）

10月までの1年分を対象とし，標本調査法によって，藷藁（いわゆる自立語）

を概観し，あわせて助詞・助動詞，語の構造り表記，団体などの実態を闘らか

にしょうとするものである。調査の融勺・資料・方法については，「昭和30年

度　国立羅1語研究所年報7」に報告してあるので，省略する。

　　　　　　　　　　　　　　B．　担当者

　本年度も，前年度に引続き，次の5名がこの研究に従事した。

　　出田　巌　　見坊豪紀　　広浜文雄　　市川　孝　　進藤咲子

　なお，標本調査の実施について，所員水谷静夫の協力を得た。

　また，臨時筆生2名が所員を助けた。

　　　　　　　　　　　　　C．　作i業の経過

　（1）　語彙表の作成

　　　前年度末から着手した語彙表作成の作業を実施したQ作成した表は，次

　　のものである。

　　　・）五＋音鷹彙表膿灘鎖‡£鶉

　　　2）　使用率順語彙表

　　3）　　牙響表　（五rf一音｝頼薄己　藝）

　　　　a）お・ご・みの類
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　　　　b）潜・公・氏の類

　　　　c）す・なす・致すの類

　　　　d）　國。箇月t時の類

　　　　e）　その他（たとえば，接頭的要素では，諸，金，各など。接罵的要

　　　　　素では，外，中，等などQ）

　（2）異語補充

　⑧　分析

　　　語彙表の作成が9月tこほぼ完了したので，10月以降は，本表，集計カー

　　ド，採集カードなどによって，次の事項の分析を行い，それぞれについて

　　報告書のための原稿を執筆した。

　　1）　助詞・助誉詞

　　2）　語の構造

　　3）　文体と用語

　　4）　表記

　この調査研究は，本年度の作業で一一応終了した。諸種の語彙表および分析の

詳細については，刊行を予定されている調査報告書にゆずることにするが，こ

の年報9個口は，以上のうちの（1）異語補充の概要　②分析のうちの（イ〉「語の構造

一とくに三文字の漢字語の構成要素一」と，（U）「表記」の一部分を摘記するこ

とにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出田）

1．　異語補充

　この藷彙調査で採集された異なり語数は，数詞，闘有名詞をのぞいて約二万

二千である。しかし，これはもちろん郵便報知新聞にあらわれた異なり藷の全

部ではない。そこで，われわれは次の方法による異なり語の主観的補充採集を

こころみた。

　1．　調i査対象　　郵便報知新聞の全記事：（本：文，物価，広蕾）

　2。層わけ　　　本文と物価・広告との二つの層にわける。

　3．抽出単位　　一陰分の記事全体
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　4・抽幽比率　　等闘隔に，1バ2

　すなわち，298掴の台帳から，等間隔に25個の標本台帳をぬきとtJ）　，未採集

と思われる用語を主観納にひろいだすという方式によったのである。

　ただし，抽出比率1／12といっても，この中には，すでに採集ずみの本文が

1／12だけふくまれている。これは当然調査対象とならないので，本文に関する

かぎり，抽出比率は！／12よりも！／122だけ小さいQ

　採集のしかたは，まず標本台帳を通読しながら，まだ採集しなかったと思わ

れる矯藷を赤鉛筆でかこみ，あとで前後の文脈とともにカー霞こ写しとった。

　ただし，次の項目のどれかにあてはまる用語は，採集ならびに集計にさいし

て除外した。

　1．語彙表に記録されている記事。すなわち，採集ずみの用語。

　2。　岡じ臼付け，または捌な日付けの記事からかさねて採集された縮語0

　3．人名・地名・数詞（助数詞つきをふくむ）など，語彙表にふくまれない

　　用語。

　以上の手続きによって，異語補充のために採集したカーボは，どの層も未採

集の異なり語だけの集合となり，同じ面形のカードが一枚もふくまれないこと

になった。

　異語補充のために採集したカードを集計整理した結果は，次の表のとおりで

ある。

No．　［ 1 2 3 4（＝3／1）　5（＝：2／1）

鴎1当繍・畷蜜饒該鐘撮補充率・％・蘇蝋％・

　本交
物価。広砦

1i，427

1，696

1e，　571

1，　513

7，　597

1，249

66．5

73．6

92．　5

82．　2

計レ3，・23 12，　084 8，　846 67．　4 92．　1

　この補充調査は，主観飾な用語採集の能率（補充率その他）についてある種

の見存しを持つ，というねらいをもふくめて行われた。補充率に関してはひ予

想以上の良好な数字を得た。しかし，このような方法を何園もくりかえしたさ

いに，補充率がどう変化するであろうかという問題，また，鯛な調査単位（た
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とえばβ単位）で行ったばあいに，補充率がどうなるかという問題は，追求す

ることができなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見坊）

2．　三文字の漢字語の構成要素

　語の構造の分祈では，漢宇だけを使って声威語を表記し，その中の少なくと

も一文字は音読する語（仮に漢字語と呼ぶ）を対象とした○別に刊行予定であ

る報告書には，三文字の漢字語（異なり語約2干）の各講成要素の間の意味の

関係を七つの型に分けて考察した◎ここでは，報添書には扱わない，三虚字の

漢字譜の構成要素について分析したものについてのべる。　　　　　　　　｝

　三文字の漢字語を採り上げた理由は，ほぼ同じ調査単位で調査したものに，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バジか
第二研究室（現「書きことば研究室」）の報告4『嬬ノ＼雑誌の用語』がある。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じじジ　さコれお　
の報膏によると「主婦の友」の用語では，三文字の漢字諮は，60語しかなかっ

た。一方，明治10～11年の郵便報知新聞の用藩調査では，約2千議出ている。

同じ調査単位であるのに，その差があまりにも大きすぎる。もちろん，一方は

婦人雑誌というかたよった資料であるということが大きく影響しているだろう

ことは予想できるが，それにしても差がありすぎるので，やはり，ここに時代

による用語の性格の差が出ているものと考えたいのである。

　三交字の漢字語の溝造を，その意味のかかり方に視点を置いて分析すると，

大部分は，二文字の構成要素と一文字の構成要素の組合せになる。度量衡。野

中晩のような一文字の並列もあるが，これは少ない。その一文字が前に来た場

合には接頭語，後に来た場合には接尾語である例が多い。しかし，その接頭語・

接罷語の認定について，必ずしもすべての人が一致しているわけではない。そ

こで，そのような幽幽を参考にしながら，われわれは，一定の範囲の語を定め

て，調査を進めた。誤解を避ける意味もあって接頭誠接尾語の呼び方をせず，接

頭的要素・接尾約要素の語を使うことにする。接頭的要素としては，絹・幾・

各假・奮・現・古・在・衆・準・諸・新・全・前・総・第・何・非・不・某。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウゐ貫毎。無。爾。御（オソ。ゴ。ミ。ズうがあり，接尾的要素としては，宛・上・
オモテ　カ　　　　　カタ　　　　　ガタ　　ゴト　　　　　ジユウ　ジヨウ　スギ　　スジ　　　　　タチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チユウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドオリ　トモ表・下・外・方・形・方・毎・頃・中・上・過・筋・製・達・中・等・通・共
　　　　ヘソ　　ムキ　　　　　　　　　ライ　　　　　　　　　　　　　　　リュウ内・輩・辺・向・様・用・來・裡・流・蓮・的と，君・氏などの人に付くもの
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に限った。これは，あくまでも，作業の上での約束であって，鹸詞を定めよう

などというのではない○この調査の目的からしてもそのことは容易に了解でき

ることであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼえ
　①三文字の漢字語の中で，前に付く構成要素（前要素）

　ここでは，上述の接頭酌要素を除いた前要素について，　「どんな要素が多く

使われているか」を分析してみた。二：文字の漢字藩が現代藷よりも多い，とい

うことは，二文字と一文字とに分けて考えた場合，その一文字の要素に生産力

のあるものが多いに違いないとにらんだからである。その結果は，〈大〉が30

の異なり諮に付いているのが，もっとも多い例であった。〈大〉のつく異なり

語を列挙してみよう。

　大：～英漸　～曾議　～糊進　～患難　～妊物　～機開　～吉臼　～彊勇　～議論

　　　～劇戦　～交代　～祭式　～事業　～試験　～事件　～沙漠　～集曾　～四壁

　　　～水閏　～青鰹　～政誇　～隠劉　～當惑　～榔府　～繁昌　～諮1判　～風繭

　　　～梯底　～．泳動　～流行

　これに次ぐものでは，〈好〉（好結果e好政事・好時節など）の9つの異な

　　　　　　　　　　　　しょう
り語に付くものである。〈小〉（小愈議e小f一一：1・　g。小漿遜0小石橋など）も9

っの異なり語に付いている。

　接頭的要素では，＜諸＞62，〈各＞57，〈不＞28という数が出ている。少な

い例では，一つの異なり語にしか付いていない〈古〉〈準〉があるが，これは

く古〉〈準〉などが，二文字の語1こ付いていた例がそれぞれ例であったという

ことなのである。だから，〈大〉の例にしても，一文字，三文字の語に付いた

ものまでも禽めると，異なり語は8！になる。そうなると，三文字の語というわ

くをとって需えば，〈諸〉よりもく大〉の方が藷の生産力が高かったというこ

之も鷺える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あと
　②三文字の漢字語の中で，後に付く構成要素（後要素）

　この例では，〈者〉が63の異なり語に付いているのが欝立っている。

　者：爲政～　逮法～　右縁～　演説～　証属～　開業～　管守～　賑病～　管保～

　　　奇勝～　及第～　旧任～　起立～　輕罪～　建義～　灌理～　工學～　好劇～

　　　工商～　幸編～　産出～　執縫～　死亡～　守奮～　主行～　主唱～　受賞～

　　　受章～　出晶～　主任～　受罰～　灰膚～　信心～　新任～　星學～　製蓬～

　　　　　　　　　　　　　　　　ユ23



　　　戦死～　全治～　先導～　創業～　卒業～　代理～　通信～　坐業～　當局～

　　　同志～　贋疾～　被告～　被治～　貧園～　貧賎～　癒癩～　負僕～　負傷～

　　　編輯～　傍観～　保護～　模範～　有識～　有憲～　力役～　旅行～　勢励～

　〈者〉と同じ意味を持っている〈人〉の例は，

　人：移住～　受販～　螢業～　往來～　開産～　感染～　鑑定～　共立～　禁獄～

　　　汲取～　怪我～　原告～　見物～　小作～　搾取～　差配～　参詣～　止宿～

　　　疾病～　支配～　継i覧～　副産～　出品～　謹綴～　殖民～　所持～　製造～

　　　撰暴～　惣代～　代議～　代需～　代書～　代理～　懲役～　溺死～　當該～

　　　投書～　取扱～　仲買～　桑弓～　乗込～　舞観～　犯罪～　引合～　引受～

　　　引取～　被告～　筆記～　編集～　傍聴～　保謹～　襲起～　捕縛～　名代～

　　　有志～　養育～　流罪～　勢作～

で58の異なり語に付いている。〈者〉と共通しているのは，

　出贔　製造　代理　被告　編集　有志

の6語だけである。

　使われた廷べ1数は，〈者〉が851　Tte対して，〈人〉の方は125縢である。

また，あらわれ方を，層によってみると，

劇肥人とな・ている・〈人〉が。暦セこかたま・ているというの

また，

とも見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば　　　　　　カ
　〈者〉〈人〉に次いで多く使っているのは，〈場〉〈家〉〈金〉〈所〉であ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとる。これを見ると，〈者〉〈人〉〈家〉は，ある仕事をする〔人〕であること

を承し，〈場〉〈所〉は，位置を示す語であるということで，それぞれ一つの

グループにまとめることができよう。そこで，同じ意味をもつ和語のくモノ〉

〈ヒト〉〈トコロ〉といった語の，自立語としての使用度数を見ると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　124

・i25は課道講に多く使・てL’るからであり剛体は瀬

115i　文体である・纐く者〉筋は・c層tlこも26腋・て
　　　　　　　いるが，b，　eの爾贋に多く出ている。　b層は祉説欄で1　26　i　88
　　　　　　　純粋の漢文訓読体，e層ほ投書，訂正記事等であり，：文

　　　　　　　体から謳えば，漢交調読交体に近いものである。そうな1　37　i　io

　　　　　　　ると，〈～者〉は硬文体に，〈～人〉は軟文体に多く使
1　ss　112s

　　　　　　　われた語であると，この分析から言えるかもしれない。

a層は，公用：文であるから，公用語としては，〈～人〉の型が多かった



　　＜モノ＞　　　1，118購　　第4位

　　くヒト＞　　　　　219團　　第28位

　　くトコロ＞　　　388嗣　　第11位

であり，使用度数順でも上位の語である。このことは，〈者〉〈人〉〈家〉

〈場〉などが，漢字語の講成要素として，大きな生産力を持っていることの裏．

付けとなるものではなかろうか○　　　　　　　　　　　　　　　（広浜）

3．　表　記

　表記では，つぎの事項について調査した。

　1．集計カードの表記欄の分新調査（使用度数10以上の語について）

　2．　漢字と仮名の割合

　3．　ルビ

　4．その他表記上の事がらについての調査

　これらについては，近く刊行を予定されている郵便報知新聞の藷彙調査の報

告書に，分析の一部として報告されることになっている。それゆえ，調査手続．

結果などについては，ここでは霧略するQ

　以下に掲げる表は，上認の調査事項1「集計カードの表記欄の分析調査」か

ら作成されたものである。刊行予定の報告書には，紙数の都舎上，省かざるを．

得ないので，妾年報に資料として報面することにしたのである。

　表は，送り仮名，仮名つかい，仮名悪：きの語，漢字の4種類である◎

　　　　　　　　　　　　　　　送り仮名蓑

まえがき

　1．　この遜り仮名勝は，使用度数10以上の語について，送り仮名（送り仮名零のもの

　　を含む）に，二通り以上のうごきのあるものを調査した結果を，品詞別，五十音順

　　（現代仮名つかいによる）に整理して掲げたものである。

　2．　この表の作戒にあたって

　　（1）　この衷の用例として記載する漢字の部分の代表形は，それぞれ次のようにきめ

　　　た。

　　④　漢字衷寵一種の語は，その漢字衷認

　　（ロ）漢宇褒記ご種以上の語は，送り方のうごきの種類の多いものの漢字表記

　　　　　　　　　　　　　　　　　125



　㊨　その他の場合は，使用度数の高い漢字黍記

く2）この表の翔例として記載する仮名の部分は，（イ）仮名つかいは，歴史的仮名つか

　い1・c統一し，（ロ）清濁の問題きこついては，濁音発音のもの1・z・trk濁点を付し，の平仮

　名，変体仮名，合字などは，すべて］ltr仮名書ぎに統一した。

〈1×2）について，具体的に胴着をもって示そう。

たとえば，動詞「アゲ・グ纂」は，集計カードの表記欄を，送り方のちがいによっ

て分類すると，つぎのようになる。

墨　6回　畢ケ

　　　　　上げ

　　　　　揚ゲ

　　　　　揚ケ

　　　　　界ケ

7回　嵩悪ノレ　5闘

2回　上る　1阿

2回

1測

1回

　となる。これに，前項（1）の基準をあてはめると（ロ）によって，暴の漢字表記をもつグ

　ルーープが代表形となる。つぎに，（2）によって，これを整理すると，

　　　塞6圓暴ゲ13鳳纂ル　6回
　となる。これが，蓑に掲げる代鋸形となるわけである0

3．　送り仮名欄の記入について。

　（1）下灘矯語は，④「送り仮名無」の欄は，送り仮名のついていない形と，その回

　　数を記入した。（ロ）「送り仮名有」の欄は，送り方のもっとも少ない形から多い形

　　へと順に記載し，その剛数を付した。

　（2）濟笹蟹は，④「送1）仮名無」の欄は，無活環語と岡じであるが，（ロ）「送り仮名

　　有」のはじめの列には，活矯語尾から送ってあるものを記載した。これには，動

　　詞は連用形を代表形とし，形容詞は終止形を代表形とした。　（これは，本表の取

　　り扱いに準じたものである。）下段には，（1）送り方の少ないものから順に，（2）表記

　　上濾冒すべき活用形のものなどを（たとえば前出上ご駁動詞の「アゲ・グ纂」の遮

　　体形繋ル）記載した。

　名詞

冤幽し

アキラカ

．アタイ

アマリ

アヤマリ

アラタ

イカソ

イキオイ

イズレ

・イマ

送り仮名無

閥　　11

贋　　35

絵　　1

Q
ソ
　
2
　
5
　
7
　
4
　
1

　
1
　
2
　
1
　
　
　
2

　
　
　
　
　
1

　
　
儲

誤
新
如
勢
何
今

送り仮名有

明力

便ヒ

弄り

絵マリ

誤り

新タ

如何ソ
』勢ヒ

何レ

今マ

5
2
8
1
0
4
2
4
0
5

　
　
　
　
1
1
1
　
　
「
0

見繊し

ウカガイ

ウワサ

オシラベ

オノレ

オモイ

オモムキ

オリ

オリカラ

カギリ

カタワラ

カレ
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送り仮名無　送り仮名有

9
5
4
6
8
4
4
0
2
9
5

3
　
1
　
　
　
　
　
　
　
7
　
1
　
2
　
1
　
　
　
1

　
　
調
　
　
　
　
柄

伺
醇
オ
己
思
趣
折
折
島
傍
彼

伺ヒ

囎サ

オ調べ

己レ

思ヒ

趣キ

折り

至り柄

限り

傍ラ

彼レ

2
8
7
4
6
4
4
1
1
5
3

　
　
　
1
　
　
　
’
4
　
2
　
1



クワダテ

コタx
コノゴロ

＝rレ

コレフ

コロ

サカソ

サキ

シタ

スエ

スミヤカ

セメ

ソレ

タッシ

タビ

タメ

タレ

ツギ

ツヅキ

ツマビラカ

テツヅキ

トオジ

トコP

トリアツカイ

ナガサ

ナニ

ナニゴト

ナソ

ノゾミ

ノチ

ハジメ

ハナシ

ヒトツ

ヒトリ

フタジ

甲マニニ．

マレ

、　コ　、
h　　F　　一

ミナ

企　　8
答　　10

此頃38
之　815

是等23

9
7
0
6
7
4
8
8
2
2
7
4
7
9
8
4
2
5
9
6
1
2
9
8
6
2
2

4
1
1
1
2
3
　
2
1
2
2
3
3
1
　
1
6
8
　
　
4
1
1
　
4
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
績
　
　
扱
　
　
事

頃
三
選
下
末
速
野
夫
斜
度
爲
誰
次
績
詳
手
通
所
取
長
侮
側
何
等
後
手
話

一一l24
二人30
前　　66

稀　　11

見込18
皆　80

2
3
1
6
8
3
1
2
4
2
3
2
1
8
2
2
6
1
0
3
5
5
6
1
1
4
4
3
8
9
1
2
9
2
1
1
5
3
2
8
5
8
4
1
2
3
9
1
6
2
7
4
1
6

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
頃
　
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
ヒ
　
　
事
　
　
　
　
　
　
ツ
リ
リ
　
　
ミ

テ
ヘ
ノ
レ
レ
ロ
ソ
キ
タ
ヘ
カ
メ
レ
シ
ビ
メ
レ
ギ
キ
カ
締
…
リ
ニ
扱
サ
ニ
ニ
ソ
ミ
チ
メ
シ
ツ
ト
人
入
ヘ
レ
込
ナ

企
讐
此
之
燈
頃
回
避
下
野
相
貴
夫
群
肝
爲
野
次
賞
罰
手
通
所
阪
長
何
偲
劔
墾
後
初
野
一
一
一
二
前
稀
見
皆

ムカシ

ムキ

モト

モト

モト

ヤマイ

ユニニ

9シ
ワケ

ワリアイ

ワレ

　動詞

アイ．ウ

アイタッシ．x

アイナリ．ル

アオギ．グ

アが洗ル

アゲ．グ

アズカリ．ル

アタイ．ウ

アタエ．ウ

アタ凱ル

アツマジ。ル

アテ．ッ

アヤシミ。ム

アヤマジ．ル

アラタメ．ム
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昔
向
元

下

本

病
故
由
鐸

害拾13
我

11　昔シ　　4
　8　洵キ　　2

15　元F　10
　　　（以前の意）

25　下ト　　1
　　　　（所の意）

　15　本ト　　4
　　　（原因の意）

　11　病ヒ　　1

　91　故へ　　1

174　由シ　　1
25　寧謬ケ　　1

（鵬も分らぬ一）

　　　割り合　1

　34　我レ　　8

2
9
4
2

　
ρ
Q
　
－

　
鳥
威

逢
相
相
二

割 6

能　　1

與　　1

當　21

充　　4

怪　　1

誤　　5

改 4

逢ヒ

相惚シ

縮成ヲ

仰ギ

上り

上ガリ

翠ゲ

墨ル

輿夢

與カリ

能ヒ

輿へ

與タへ

當リ
アタツテ

當や

集り

集マジ

充テ

怪ミ

怪シミ

誤り

誤マリ

改メ

7
4
2
4
0
1
3
6
8
4
9
8
1
0
1
0
1
9
0
6
5
1
5

2
　
　
1
2
1
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
5
　
7
　

1
　
　
　
1
　
1
　
3



アラワシ。ス

アリ．v

アリ．ル

アワセ．ス

イイ．ウ

イタシ．ス

イダシ．ス

イタリ。ル

イデ．ズ

イトイ．ウ

イリ．ル

イル

イレ．ル

ウカガイ．ウ

有

有
合

2
　
只
）
　
－
　
Q
》
　
　
ハ
◎

　
　
－
　
Q
σ

　
　
　
－
一

　
　
シ
　
レ
テ
バ

ル
シ
ハ
リ
ノ
シ
ソ

改
顯
顯
有
一

　
　
　
　
非
否

　
　
　
3

3
4

云　　72

致　　6

至　　31

出　　22

厭
入

門

－
ρ
0
5

　
　
1

有ヲ　　3

合セ　24
合ハセ　1

云ヒ　350

致シ　22
出シ　　24

出ダシ　1

至り　349

鐵デ　　36

出ル　　20

厭ヒ　14
スリ　　76

　　履ル　　7

1　入レ　　18

　　スル　　5

　　飼ヒ　12
　　飼ガヒ　2

ウカガイイデ．ズ伺鷹　　9

ウケ．ク

ウケタマワリ．ル

ウケトリ．ル

ウシナイ．ウ

ウチ．ッ

ウリ。ル

エラビ。ブ

ナイ。ウ

オイ．ウ

オオセツケ．ク

備ヒ出1
受 9

8
2

取受
失

三

下

選

仰付

5
3
2
5
2

11

受ケ

受ル

承ジ

承ハル

受蝦リ

失ヒ

失ナヒ

撃チ

下り

選ビ

遽ヒ

賀ヒ

仰秘噺ケ

0
5
9
2
0
7
1
6
4
1
4
0
1

7
1
　
　
1
3
　
　
1
1
1
1

オカシ，ス

オキ．ク

オクリ。ル

オコシ．ス

オコナイ．ウ

オサメ．ム

オシ．ス

オシエ．ウ

オチイリ．ル

オビ．ブ

オモムキ。ク

四脚ビゴ
擾リ．，レ

オリ．ル

オワリ．ル

カイ．ウ

カエ．ウ

カエシ．ス
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カuaリミ．ル

カカゲ．グ

カカワリ．ル

カキ．ク

カギリ．ル

カケ。ク

カシシ．ス

カタジ．ル

カネ．ヌ

カリ．ル

カワ凱ル

カソガエ．ウ

カソシ．ス

仰セ付1

置
迭

｝
丁
又

そ
葺

推

ρ
◎
－

∩
δ
－

煮
西

2
3
1
0
2
1
4
1
4

　
　
　
∩
δ
　
　
　
　
　
－

陥
幽
趣
及
居
降
終
買
替

顧
掲
拘

　
　
　
賜

書
限
撰
下
語

兼
捜
代
考
關

8
2
12
1
4
【
D
－
ゐ

2

7
4
1
4
1

18

Q
5
4
5
3
4
1
5
6
1
2
3
1
1
3
1
0
1
1
3
1
2
2
9
3
6
2
◎
1
9
3
5
1
4
1
2
7
3
2
1
5
0
4
8
8
3
4
1
8
3
1
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
シ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　

リ
　
　
　
　
シ
　
ラ

シ
カ
キ
ジ
シ
コ
ヒ
メ
ル
シ
ヘ
ル
リ
ビ
キ
ビ
リ
リ
リ
ヒ
ヘ
シ
ヘ
ミ
ゲ
リ
ハ
キ
リ
ケ
賜
り
タ

習
習
門
口
起
起
行
収
収
推
鍛
教
陥
竹
野
及
居
際
終
隠
男
返
返
顧
掲
拘
予
納
隈
掛
下
藷
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
（＊語鱈）

ネ
リ
リ
ヘ
シ

兼
霊
代
考
醐

4
6
0
7
5

　
1
1
1
4



キキ．ク

キシ．ス

キタシ．ス

キタリ。ル

キョウシ．ス

キワマリ．ル

キワメ．ル

クダシ．ス

クダリ．ル

クルシミ。ム

クワエ。ウ

クワダテ。ッ

ケイサイシ．ス

コウコクシ．ス

コウムリ．ル

コエ　 ユ

コタ：＝．ウ

uトナリ。ル

ロトニシ。ス

サキダチ．ッ

サケ．ク

サシイダシ．ス

サシタア．ツ

3
2
6
5
1
1
4
5
4
9
1
2
2
9
0
5
2
3
1
3
6
1
7
2
9
1
G
2
2
6
8

9
6
　
　
5
　
2
　
　
1
　
1
　
1
1
　
5
　
1
　
1
1
2
　
　
　
3
　
　
3
一

　
　
　
シ
　
リ
　
　
ジ
　
　
　
シ
　
　
ミ
　
　
　
　
シ
シ
　
ジ
　
　
　
　
　
リ
シ

キ
シ
シ
タ
リ
タ
シ
リ
マ
メ
ル
シ
ダ
リ
ミ
シ
ヘ
ル
テ
ル
訳
出
ロ
リ
ム
ユ
ル
ヘ
ル
リ
ナ
ユ

聞
寵
血
忌
來
來
供
極
極
極
極
下
下
下
苦
苦
加
篇
企
企
掲
畑
鼠
蒙
超
趨
筈
箸
異
異
異

1
　
4
⊥
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
9
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
占
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
⊥
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
◎

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
載
倍

聞
記
　
　
來
　
三
極
　
　
　
　
　
下
　
　
　
　
　
　

掲
廣
　
　
　
　
箸

　　　　　異ニシテ1

先立　2　先立チ　6
　　　　　先ダチ　1

　　　　　先キダチ1

遜　　1　遜ケ　　8
　　　　　遜ル　　2
差出　20　差出シ　40

差立　31　差立テ　1

　　　　　差立ル　1

サシユルシ．ス

サダマリ．ル

サダメ．ム

シ。ス

差許　6

定

　　差許シ

　　定リ

　　定マリ

2　定メ
　　定ル

爲　　1

3
，
4
　
7
　
7
2
　
3

1

　
　
行
　
行

然
若
施
從
執
忍

　
　
　
　
訊

　
　
ス
ウ
シ

設
　
必
毛
ウ
ゴ

　
　
　
　
　
　
議

リ
ク
ウ
ガ
コ
ピ

カ
肥
コ
タ
ッ
ノ
メ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

シメシ．ス

シュッガソシ．ス出願　2

シヨウシ．ス　　　使用　　1

シeウジ．ズ　　生　　1

ジョシ．ス　　　叙　　5

シリ．ル　　　　知　　7

シリゾキ。ク　　　退　　　1

スギ．グ　　　過　　6

ススミ．ム

Xスメ．ム

スア．ツ

スミ．ム

スミ，ム

セツリツシ．ス

ソウライ．ウ

ソエ．ウ
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ゾクシ．ス

ソソギ．グ

ソナエ。ウ

ソソジ．ズ

4
　
ー
ム
　
帽
⊥
　
1
　
4
　
1
　
り
臼
　
9
臼

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
立

歌
謡
捨
住
濟
設
候
添

注
備

1
1
可
占

爲ル

然y

若キ

施行シ

從ヒ

執行シ

忍ピ

占メ

占ル

示シ

7くメシ

出願シ

使用シ

ジ
シ
リ
キ
ギ
ル
ミ
メ
テ
ミ
ミ

生
蜜
立
退
邉
過
歌
競
捨
佐
濟
設立シ

候ヒ

添へ

添ル

陽シ

淺ギ

備へ

備ル

備ナへ

存ジ

4
7
0
8
3

　
　
1
門
◎

5
2
1
5
9
0
7
6
7
7
1
9
4
4
5

　
9
1
1
4
1
　
1
　
1
　
1
1
7
2

186

13

40

17

3．P．

10

17

14

10

12

2
6
1
5
6
3
1
1
1

　
1
　
　
3
1
占
－
漏
　
　
　
0
◎



ズ
ス
の
　
　
　

ジ
シ
ゥ

　
　
●

ソ
イ
エ

ゾ
タ
タ

湯江．ユ

タオレ．ル

タスケ．ク

タズサエ．ル

タズネ．ヌ

タタシ．ス

タチ．ッ

タチ。ッ

タァ。ッ

タノミ．ム

タリ。ル

ツイヤシ．ス

ツキ．ク

ツキ．ク

ツクシ。ス

ツクリ．ル

ツケ．ク

ツゲ。グ

ツヅキ．ク

ツミ．ム

アフシ．ス

1・イ．ウ

存
野
堪

繕

助

尋

質

絶
取
立

4
一
1
21

噌
⊥
1

3

1

4
5
6

　
1

頼　　3

足　　2

付　313

蓋　　3

無
告

熱
量

問

4
6
1
1
3

1
6
3
4
1
3
5
1
5
2
1
0
1
8
1
⑳
1
2
1
1
1
1
6
1
2
0
2
7
3
5
4
2
6
5
8
9
1
6
4
1
7
4
9
3
3
0
1
1
6
1
8
5
1
1
1
0
1
0
3
5
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
シ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
シ

ル
ジ
シ
ヘ
ル
ヘ
ル
レ
ヶ
ル
ヘ
ル
サ
ネ
ル
シ
ダ
チ
チ
テ
ル
ミ
リ
シ
ヤ
キ
ル
キ
シ
ク
ジ
ク
ケ
ゲ
ル
キ
ミ
シ
ラ
ヒ

脳
鏡
警
鼻
息
滅
絶
発
助
助
携
携
携
尋
尋
質
質
五
五
兀
立
鷺
足
費
費
撫
付
盤
誰
盤
蓬
蓬
付
告
告
諭
積
照
照
問

トゲ。ク

トドケイデ．ズ

トドマリ．ル

トドメ．ム

トナエ．ウ

トミ．ム

トリ．ル

蓬≧　1　遽ゲ

　　　　　逡ル
届出　　34　　　　届出ラt

届ケ繊2

當
取

トリアツカイ．ウ販扱

トリイダシ．ス

4
　
3
5

トリシラベ．ブ　販調　10

トリタテ．ッ　　　取立：　8

　　　　　　　取り立1
トリハカライ．ウ取斧卜　10

ナゲウチ．ッ

ナシ．ス

ナズケ。ク

ナライ．ウ

ナリ．ル

ニソジ．ズ

ネガイ．ウ

ネガイイデ．ズ

ノガレ．ル

ノコシ．ス

ノセ。ス

ノゾキ．ク
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撮

爲

微
震
任
願

3

9

願出

願ヒ鵬8

風

除

1
7
2
1
0

　
　
2
　
1

1

6

2
1
1

1

止り　　12

止マリ　7
止：メ　　21

止ル　　4

唱へ　　18

唱ナへ　1

富ミ　　6

取り　78
阪扱ヒ　17

取柄シ　7

取り出シ6

取調べ　3

取り立テ2

　取計ヒ　4

　拠チ　　6

（投ケ打チD

　爲シ　117

＊名ケ　　7

　名ヅケ　7
Ut一 暑}2例）

微ヒ

成り

任ジ

願ヒ

願出デ

願出ル

1
　
6
5
4
1
2

1
5
1
1願ヒ出デ2願ヒ出ル2

遽レ

遽シ

遮コシ

載セ

載ル

除キ

3
1
1
0
1
Q
》

1
1
　2
　1



ノゾミ．ム

ノベ．ブ

ノボリ．ノレ

ハイシ．ス

ハカリ。ル

ハジ．ズ

ハジマリ．ル

ハナチ。ッ

ハライ。ウ

ヒキ．ク

ヒキイ。ル

ヒキウケ．ル

臨

昇
磯
謀
恥

始

2
【
◎

1

2
　
ワ
μ
　
6
　
2
　
1

　
　
　
　
回

路
掃
引
率
引

ヒキツヅキ．ク　引績

ヒラキ。ク　　　　開

フコクシ．ス　　　布告・

フタッシ．ス　　　獅達

フヨシ．ス　　　　付興

フルイ．ウ　　　振

フレ．ル　　　　鰯

ホドコシ。ス　　　施

マカセ．x

2
7
5
6
1
2
1
1

　
　
　
2

マチ．ッ　　　待　　10

マットウシ．ス

マヌガレ．ル

マワシ．ス

マワリ。ル

ミチ。ッ

ミトメ．ム

ムカイ．ウ

滅
認 6
2

向　　3G

臨ミ　18
述べ　　21

麺ル　　8

昇り　21
腹シ　　19

謀り　60
恥ヂ　　6

聡ル　　2

始婆　　4

始マリ　5

放チ　　13

掃ヒ　12
引キ　22
率ヰ　　9

引受ケ　8

引受ル　1

引キ受ケ1

キ
　
シ
シ
シ
　
　
　
　
セ
　
　
シ
　
レ
　
シ
　
リ

緬　

L
告
達
蹴
ハ
ヒ
レ
シ
セ
カ
チ
シ
ウ
レ
カ
シ
ハ
リ
ハ
チ
メ
ル
ヒ

引
開
門
川
付
振
鰯
施
任
任
待
全
全
凹
凹
廻
廻
廻
廻
満
認
認
向

8
2
5
4
9
2
3
6
5
2
1
2
8

　
9
　
　
　

1
1
2
三
　
3

ムケ．ク

メイジ．ズ

モウケ．ク

モウシ．ス

モウシイデ．ズ

モウシタテ．ツ

モウシツケ．ク

モチ．ッ

モチイ．ウ

モチイ．ノレ

モツアシ．ス

モトメ。ム

モヨオシ．ス

ヤトイ．ウ

ヤミ．ム

ヤジ．ル

ユキ．ク

ユズリ．ル

ユノレシ．ス

　1
14汐ビ．ブ
　1，

4
4
7
2
1
0
0
1
0

　
　
　
1
　

1
3
　3

fiビイダシ．ス

ヨミ．ム

aリ．ル

ワカチ．ッ

形容詞

アシ

ナオシ
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向　　21

命　　1

設　　i

申

出
立

ヨ
　
ヨ

肩
肩

持
用
用

6
4
4

エ
ー
－

3
1
7
5

2
　
0
2
　
7
1
1
幽

　
1

雇
園
田
山
行
麟
蔵
駄
応

呼　　3

呼出　1

向ケ　　28

命ジ　25
設ケ　57
設ル　　3

申シ　15
巾出デ　エ

巾立テ　7

申立ル　7

申シ立テ2

申シ立ル2

申付　　22

申付ル　6

持チ　12
用ヒ　　49

用ヰ　　3

用ル　　9一

以シ　　3

以テシ　33

求メ　　32

求ル　　5

催シ　10
催フシ　2

藻ヒ　　9

止ミ　　36

逡リ　　9

行キ　　19

譲り　18
聴シ　51

濾ルシ　8
1穂シテ　1

呼ビ　　20

呼出シ　9

　　　　　　呼ビ出シ3

護　　2　讃ミ　19
依　 49　依ヲ　15三

分　　2　分チ　　14

多 3

悪シ　　7

悪キ　　3

多シ　159



ナナジ

オビタダシ 彩

1

1

カクノゴトシ　　如斯10

クルシ

クワシ

スクナシ

トオシ

｝ボシ

ナシ

ハナハタシ

ピサシ

ヒトシ

ヒロシ

フカシ

ヨシ

ヨロシ

　副詞

ア・．テ

アタカモ

アニ

アマリ

アラカジメ

アルイハ

苦　　7

委　　2

少　　25

乏
無

久

深
能

敢

2
1
み

46

1

4
主
5

1

量　　37

　同ジ　37

　同ク　18
　霧シ　　12

　膠ダシ　1

　雄筆シ　3

　斯ノ如シ38

斯クノ如シ13

　苦シ　　9

　委シ　18

　少シ　28
　少ナシ24
　少ラ（ズ）1

1
6
1
1
荏
6
6
3
9
3
9
3
6
1
3
5
9
1

2
　
1
　
　
　
8
　
　
　
4
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
q
O
　
9
一

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
シ

シ
シ
ク
シ
リ
シ
キ
タ
シ
キ
シ
ク
シ
ロ
シ
シ
シ
ク

蓬
乏
乏
無
無
甚
轟
轟
久
久
均
均
廣
慶
深
能
宜
宜

9
3
G
7
0
1
4
1

∩
◎
　
9
μ
　
－
　
　
　
嘘
■
　
　
　
一

　
　
モ
　
　
　
リ
　
　
メ

テ
モ
カ
ニ
リ
マ
メ
ジ

敢
捨
恰
量
絵
籐
豫
豫

（接続詞を見よ）

イカガ

イカニ

イササカ

イタク

イタッア

イト

イナヤ

イマ

イマダ

イヤシクモ

イヨイヨ

イワク

イワソヤ

オオイニ

オノズカラ

オヨソ

カエヅア

カク

カツ

カツテ

カナラズ

カ不テ

キワメテ

ケダシ

1ケヅシテ
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如何1G
如何　1

柳　　4

痛　　1

2
2
6
3

　
　
3

最
否
今
未

彌　　13

日　142

凡　　39

斯　　7

且　　75

必　　io

蓋 4

1
9
1
7
1
4
1
0
3
8
9
1
0
9
1
3
7
2
4
5
2
9
2
1
1
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
モ

雛
カ
ク
テ
ヅ
や
憂
モ
努
猶
々
γ
ヤ
卿

2ヤソバ

如
如
聯
豊
漁
至
愚
愚
書
未
画
論
富
屋
彌
彌
日
況
誌
面
云

13

S
3
4
5
6
8
3
4
2
2
9
6
5
4
4
1
3
7
7
4
8
1
5
1
6
6
0
4

一

　
ニ
ラ
　
テ
　

テ
ズ
テ
テ

ニ
ヒ
ラ
カ
ソ
テ
ツ
ク
ツ
テ
ツ
ズ
ラ
テ
ネ
テ
メ
シ
テ

大
大
自
撰
凡
却
却
立
面
嘗
嘗
必
必
兼
兼
極
極
蓋
決



コトゴトク

コレ

サイワイユ

サキニ

サラニ

シキリニ

シノ、シ

シノ、シノ、

シバラク

スグ

スクニ

スベテ

ソモソモ

ソレ

タガイニ

タダ

タダチニ

タチマチ

タトイ

タマタマ

チヨヅト

ナオ

ナソゾ

ニワカニ

9
7
1
9
4
2
5
0
8
8
3
4
9
7
8
3
4
2
4
6
6
3
2
2
4
0
1
4
3
2
7
0
Q
2
1
1
3
2
1
6

う
　
ヨ
　
　
　
お
　
ユ
　
　
　
　
　
エ
　
ハ
コ
　
エ
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
ワ
の
　
ユ
　
　
　
ま
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
ヨ
　
ユ
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
む
　
　
　
ユ

7
砂
：
髭
｝
鵬
一
7
恥
テ
寸
モ
々
〉
レ
｝
｝
価
：
～
劇
ゾ
ゴ

野
冊
盤
是
憎
憎
襲
弊
更
更
頻
頻
暫
門
門
珊
珊
直
蔵
総
総
愚
管
抑
夫
互
互
唯
直
薩
忽
欝
欝
偶
偶
一
帯
侮
何
俄

　
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
1
　
　
　
　
7
　
　
1
6
　
　
2
2
　
　
1
1
9
1
　
　
9
6
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
　
　
　
寸

　
　
　
是
　
　

暫
二
二
　
抑
夫
唯
忽
假
偶
一
猶

ノコラズ

ノ、ジメテ

ノ、タシテ

ハナハダ

）ヤ

ヒソカニ

ヒトリ

フタタビ

ホトソド

マサニ

マズ

¶マスマス

マタ

マッタク

ミズカラ

ミダリニ

ムシPt

モシ

モシソレ

モットモ

モッパラ

モハヤ

ヤヤ
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aウヤク

4
4

甚
早

－
点
Q
り

揚
再

先　 5

i釜　15

亦　235

1
　
4
　
三

　
　
夫

寧
若
若

2
2

最
專

最早18

禰　9

5
1
4
2
8
1
2
6
1
9
3
6
6
1
1
0
3
5
1
4
6
1
9
3
1
5
0
7
8
2
7
1
2
4
2
1
1
4
8
1

　
　
1
　
　
2
　
9
5
　
2
　
4
5
　
1
3
2
1
4
2
　
4
7
　
4
1
　
　
1
7
　
1
7
2
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

穿
が
毯
好
テ
悸
グ
や
槻
み
り
ビ
鍍
振
“
乳
ヅ
々
〉
タ
ク
〃
ラ
㌘
鵬
二
峡
罫
：
鞍
点
や
々
ク

俄
残
残
不
始
始
果
果
甚
畢
窃
窃
濁
再
二
幅
出
面
率
先
面
諭
亦
曲
目
富
霞
漫
漫
寧
若
若
若
最
專
專
最
稻
稽
漸



ヨク

ヨロシク

ワズカニ

接続詞

アルイハ

オヨピ

ココニオイテ

サテ

シカシ

シカシテ

シカラノミ

シカリシコウシテ

　　　　　漸ヤク　2
倉旨　　　2　　有旨ク　　76

　　　　宜ク　10
　　　　宜シク　5
　　　　　二二　26
　　　　　僅力＝10

或　　1

8
　
1
　
9
　
1
　
ρ
0

『
0
　
1

　
是
及
於
掠
併
而

シカリトイエドモ　然難

シカレドモ

シコウシテ

　惨考〕

或ハ　215

或ヒバ　1

及ビ　179

　是二於テ30

　扱テ　　3

　併シ　13
　而テ　　26

　蒲シテ92
　然パ　　5

　然うバ19
　然ジ而テ1
然り蒲シテ12

5然リト難1
然リ　ト且且モ15

　　　然リト難ドモ3

　　　　　然ドモ　3

　　　　　然レドモ91

而　　6　蒲テ　　26

シタガッテ

スナワチ　　　期

タダシ　　　　但

ナラビニ　　　丼

ナソトナレハ

マタ

モシクハ

モットモ

モツア

ヨッテ’

連体詞

アル

イワユル

カカル

カノ

キタル

コノ

サル

ソノ

ワガ

！．二通り以上の送り方をもつ語の贔詞鋼一覧。

名詞

動詞

形容詞

副詞

接続詞

連体詞

　計

　70語（859語のうち）

227語（349語のうち）

　18語（27語のうち）

’82語（139語のうち）

　21語（25語のうち）

　9語（16語のうち）

427諮（1，415語の5ち）

豆．送り方が一通りしかあらわれなかったものについて。

1．無活用語

　イ，名詞

　　i．送り仮名無 兄，有様，委員，以下の類

　　　234

尤』　17

以　　3

2
エ
ー
3
9
3
1
3
9
1
3
4
5
1
4

9
2
　
2
1
8
1
　
1
1
　
1
4
5

　
　
　
一
　
　
　
　
　
ミ
　
“
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
エ

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ

テ
　
テ
　
　
　
レ
レ
　
バ
ク
　
　
　
テ

シ
テ
ツ
チ
シ
ニ
ナ
ナ
タ
ク
シ
モ
テ
テ
ヅ

蒲
薩
薩
則
但
井
ト
ト
又
若
若
尤
以
因
國

　
　
　
　
　
　
何
ソ

　
　
　
　
　
　
　
何

　
　
　
0
　
5
　
9
　
　
　
　7
　
　
　
　

7
3

　
　
　
4
　
8
　
3
　
　
　
　6
　
　
　
　
1

9
1
9
4
9
4
8
9
0

2
　
2
4
3
1
2
5
4

　
　
　
　
　
1
　
1
　
一

　
ルル
謂
…
ル
ノ
ル
ノ
ル
ノ
が

或
所
蜥
難
壁
此
去
其
我

6
3
1
0
7
0
5
5
0

　
2
　
　
　
1
　
　
　
0
　
1
　
Q
U
　
F
O

　
　
　
　
　
ハ
◎
　
　
　
5
　
1

　
　
　
　
　
　
　
1

　
謂
或
崩
斯
彼
來
此
表
其
我

781語



　ii．「々Jを送るもの

Pt，副詞

　i．送り仮名無

　ii．送り仮名有

　iii’

　ハ，連体詞

　　i．　送り｛反名づ1ξ監

　二，接続詞

　　i．送り仮名有

　　　一字送り

　　　二字送り

2．濡用語

　　匹段活用

　　上一一段活用

　　下一段活用

　　上二二段活絹

　　下二段活用

　　力行変格活矯

　　サ行変格活用

　　ラ行変格i舌用

　口，

　　ク活用

　　　　　　　一々，云々，近々，種々，央々

　　　　　　　人々，M々，我々

　　　　　　　一旦，早速，暫時，絵程の類

　　　　　　　　（此程，先頃，何程，何分を含む。）

二犠・｛甥他潔溜割

「々」を送るもの　誰々，往々

　　　　　　　一昨，該，故，昨，當，本、翌

又ハ，故s

左レド，然ル＝

イ，動詞（活用語罵のみ途る。）

形容詞（活用語羅のみ送る。）

集メ．ム，抱キ．クの類

（複合動調忍ピ入りを含む）

居ル，見ル，似ル，出來ル

虜ル
デ

用イ．ユ

得．ウ，蝿工．ウの類

來．ク

演説シ。ス，鷹ジ．ズ，課シ．スの類

如何ナリ．リ
イ　カ

厚シ，重シの類

仮名つかいの表

8語

19語

23語

7語

2語

4語

2語

7語

2語

2語

40語

4語

1語

1語

15i語

1語

59語

1語

9語

まえがき

1。この仮名つかいの表は，使網度数10以上の語（すなわちA表）の集計力…1この表
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　　記欄にあらわれた仮名つかいについて，歴史的仮名つかいにもとるものを誤りとし，

　　その誤りの全例を掲げたものである。

　2．　用例の漢字書きの部分については，仮名つかいの誤りをふくむ漢字を代褒形とし

　　た。漢字が，ニニ種類以上になワた場合は，仮名つかいの誤りを多くふくむものを代

　　袈形とした。仮名つかいの誤りが，同数の場合は，漢字表記の蔑数の高いものを代

　　表形とした。

　3．　罵例の仮名書きの部分は，すべて，片仮名書き「に統一した。

ユ．　「い，ゐ，ひ」の仮名つかいに関するもの。

　A「い」を「ひ」と表記したもの。9語23例。（便宜上，動詞には勒詞「テ」を

　　送る。）

　　　　　書ヒテ（1例）　　聞ヒテ（1例）　　退ヒテ（2例）

　　　　　就ヒテ（2例）　　績ヒテ（3例）　　引ヒテ（2例）

　　　　　開ヒテ（1例）　以上7語動詞力行音便形

　　　　　宜ヒ（7例）　口語形容詞

　　　　　大ヒニ（4例）　副詞

　B「ひ」を「い」と表記したもの。1語1例

　　　　　思イテ（1例）　動詞一行音便形

　C「ゐ」を「ひ」と表記したもの。1語8例

　　　　　率ヒテ（8例）　動詞ワ挙上一段

2．　「え，ゑ，へ」の仮名つかいに関するもの。

　Arえ」を「へ」と表記したもの。4藷92例

　　　　　畳ヘテ（24例）　　越ヘテ（4例）　　絶ヘテ（11例）

　　　　　見ヘテ（53例）　以上動詞や行春二毅

　B「え」を「ゑ」と表記したもの。1語1例

　　　　　越エテ（1回転　動詞や行下二段

　C「ゑ」を「へ」と褒記したもの。2認20例

　　　　　末へ（1例）　故へ（19例）

　　　　　（以上名詞の一部g故へはゆへ18例を含む。なおゆゑは114例。）
　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　一　　e
　D「へ」を「え」と表記したもの。7語17例

　　　　　與工（9例）　　　訴二＝（9例）　　　具工（1例）

　　　　　堪工（1例）　　唱二（2例）　以上5語動詞ハ行下二段

　　　　　間工（2例）　動詞ハ行鷹毅
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　　　　　返エシ（1例）動詞非活用部分

　E「へ」をドゑ」と表記したもの。4語4例

　　　　　輿エ（工例）　　改エ（1例）　　騰エ（1例）

　　　　　堪エ（1例）　以上動詞ハ行下二段

3．　「をjと「ほ」の仮名つかいに関するもの。

　Arほ」を「を」と表認したもの。1藷1例

　　　　　ぎ鐙ヲ　（3例）　　蕪導詞

4．　「ほ」と「ふ」の仮名つかい幸こ関するもの。1語1例

　A「ほゴを「ふ」と表記したもの。1語1例

　　　　　催フシ（1例）　動詞非潜用部分

5．　rう」とrふ」の仮名つかいに関するもの。

　A「う」を「ふ」と表記したもの。17語5⑪鰯

　　　　　逢フテ（1例）　　云フテ（2例）　　魑フテ（4例）

　　　　　負フテ（2例）　買フテ（3働　協フテ（3例）

　　　　　ξ楚フテ（3例）　　　救フテ（1例）　　　傳：フテ（1例）

　　　　　問フテ（2例）　　願フテ（2例）　　雇フテ（2例）

　　　　　以上12藷動詞ハ行音便形

　　　　　同フ（シ）（IYfii）　少フ（シ）（3例）　無フ（シ）（1例）

　　　　　齊フ（シ）（1例）　全フ（シ）（8例）　以上形容詞

　B「ふ」を「う」と表記したもの。エ語1例

　　　　　逢フ（コト）（1例）動詞ハ行四段連体形

6．　「は」と「わ」の仮名つかいに関するものQ

　A「は」を「わ」と表記したもの。5語7例

　　　　　能ワ（ズ）（2例）　　云ワ（ズ）（1例）　　厭ワ（ズ）（1例）

　　　　　観ワ（ズ）（1例）　　行ワ（ズ）（2例）　動詞ハ行四段未然形

7．　「じ」「ぢ」「ず」「づ」の仮名つかいに関するもの。

　A「ぢ」をrじ」と表記したもの。1講1例

　　　　　恥ジ（1例）　動詞タ天上二段

　B「づ」を「ず」と表記したもの。1藷1例

　　　　　願鐵ズ（1例）　動詞ダ樹下二段

8．　その他
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A「やう」を「よう」と表記したもの。1語1例

　　　　ヨゥ（1例）　ヤゥ（4例）様（65例）

〔補記〕　以上57語229例を得た。ここに1＃　，ルビにあらわれた字音仮名つかいは除外

　　　してある。

　　　　　　　　　　　　　　仮名書き語の表

まえがき

　　同一語形内において，漢字表記と仮名表記との対立のあるものは，度数1G以上の異

　なり語1，407語のうち，1G4語であった。

　　仮名書き語の表は．この104語について，

　1．　仮名書き度数の多いものから，瀬次に三稜記載した。

　2．　用例には，便宜上，漢字を用いた。

　3．　その語の使期度数の半分以上に仮名書き表記が用いられていた場合には，薦例の

　　頭に＊印をつけた。

　4，　一部仮名書きのもの（すなわち，まぜ書ぎ）には，その部分に一をつけた。

用　例

＊有り．リ

禰．ス
シ

事

寧無シ

考，物
＊成り．ノレ

＊爲シ．ス
ナ

＊故

＊云イ．ウ

＊由

ヨシ

時
トキ

依り。ク

善シ

之レ

＊有り．ル

如侮ナリ．リ
　イ　カ

此ノ

其ノ

此
ロロ

何レ

内

寧オ調べ

仮名書き圃数

　　1，　393

　　　597

　　　565

　　　551

　　　426

　　　331

　　　185

　　　132

　　　　94

　　　83

　　　81
　　　79
　　　41

　　　28

　　　15
14

13

13

12

11

10

10　（御との対立）
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用　例

又，亦（接，副）

爲
タメ

＊未ダ

能
ヨク

名ヅケ。ク

愈

如何ニモ

仮名書き日数

　　　　12

　　　　8

　　　　8

　　　　8

　　　　8
　　　　7　（付との対立）

　　　　6

　　　　6
夫レ（名詞）

様
ヨウ

斯
カク

是レ

彼ノ

善イ

所
挙ロ

鑑
盤

付キ，ク

取り．ノレ

未
イてダ

玄玄二

5
5
5
5
5
4
3
3
3
3
3
3
3
3



ココ

三二

斯ル

コレラ病

思イ。ウ

係り．ル

掛ケ．ク

先ダチ．ッ

止ミ．ム

3

3

2（虎列劇との対立）

2

2

2

2

2（先立との対立）

2

以下は，仮名恥き回数1のものである。

盗り．ル

宜シ
コロ

最
イト

暫ク

藩命
タトイ

然レド

併シ

鳴睡

2
2
2
2
2
2
2
2

　跡，今，上，彼，心，事ドモ（共との対立），此方，何，程，昔，能イ．ウ，當り．ル，
　アト　　イゆ　　ウあ　　カレ　　ヨコロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コナタ　　　ナユ　　　　　　　　　　　アタ

　到り．ル，入り。ル，打チ．ッ，及ビ。ブ，書キ，ク，聞キ，ク，知り。ル，雨戸．グ，盤シ．ス争

　浩り．ル，免レ．ル，見ル，持チ．ッ，行キ．ク，議iミ．ム，悪シ，蕩シ，早シ，麹何，如侮
　　　　　ノガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イカガ

　ニ，兼ネテ，殊二，夫レ（翻詞），猴・r・，畢ヤ，不岡，釜，若シ，腱テ，稻，i紳ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ
　なお，漢字書きのもので，四壁ラ影響iラ甚敷委敷，彩敷（各！例）が，見

られた。しかし，上認のものとは，性質を異にするので，調査から除外した。

　　　　　　　　　　　　　　　　漢字の表

まえがき

　1．　この漢字の蓑は，集計カードの表記欄にもとづいて，使拝噸数10以上の語の表記

　　に襲いられた漢字のすべてを掲げたものである。

　2。　漢字の配列は，原則として，享音（霊として通音）によって整理し，一部㍊読に

　　よった。排列は現代仮名つかいによる鷲十音願とした。岡音のものでは，掌颪の少

　　ないものから配列を行った。

　3，　日宇の蓑の作成にあたっては，眉宇などを，本字に集合整理することをしていな

　　い。

　　　あく　　あっ　　あん　　　あるいに

　あ　悪遇i按案　或
　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いく　　いち　　　　いつ　　いん

　い　田以衣位委畏尉惟異移爲意逡維遺憶謂　育　一壼i逸　引園員院
　　　う　　　　　　　　うん
　う　子右呼雨　云
　　　えい　　　　　　　　　　　　　えぎ　　　　　えつ　　　　　えん　　　　　　　　　　　　　　えん

　え　永曳盈英衛嬰螢　易釜騨　日悦越　生麺愛勲記圓厭演　遽
　　　お　　　　おう　　　　　　　　　　　おく　　　　おつ

　お　於鴨往押旺鍬横賑　屡：濾　乙
　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　かい

　か　下灘可火侮果花架建家假華貨碑石嘉彩寡便課　瓦我俄　回改陛届皆搬i海璽械淵會
　　　　がい　　　　　　　　　かく　　　　　　　　　　　　　　　がく　　かつ　　　かん

　　蓋回外害該概概沓角革格較獲穫蝿　額割筈　干完隼官函看威憲隔換敢閥堪慣
　　　　　　　　　　　　　がん　　　　　　　　かつ　かなう
　　管舘還簗簡關謝灌艦鑑醐　含限顔願　且　叶
　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

壼　己企希季其紀艶起量氣基寄既規崎践喜幾揮期貴稀棄瀕器機翼窺蹴噺宜義儀議
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　きやく　　　やく　ま　ンラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゆう　セよ　　　　　　　　　　　　　　　ざよう

　却客　逆　九久及休求糺究扱餐糾急窩救給鷹野　牛　虫居拒許遽醗蹴暴　共狂況京
　　　　　　　　　　　ぎよう　　　　きよく　　　きん　　　　　　　　　　　　　　ぎん
　供協恐教童耳郎強郷翻驚　仰業饒　局極　串均近金筋勤禁座　銀
　　く　　　　　　　　ぐ　　ぐう　　　くん　　　ぐん　　　くらう
く　業苦俣冠催　具　偶遇　開智　軍郡　喰：
　　けい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げい　　　　げぎ　　けつ　　　　　　　　　　　　げつ　　けん

け　兄鉾形係計啓願掛掲景詣経携頸繋警　迎麗　撃　決鉄阪結獄場　月　件見建兼竪

　　　　　　　　　　げん　門脇i遣義脚懸ミ檬顯験　元雷隈原減現
　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こう

こ　三門虎姑呼嗣故彌雇箇顧　五午盾互吾後悟御譲誤護　口公功甲后向好考行劫更効
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こう　　　　　こく　　　　　　こつ　　　こん　　　こむ
　幸拘筍肯厚恰皇降番候校敷高灘轍硬逞慶興麟　台毫號　克告谷國　乞忽　今痕　込
　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　まい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざい　　　　　　さく　　　　　　　　さつ

さ　乍左捜俊査差巨岩　坐座　再妻伴採細最裁催債歳載際濟　在財罪　作昨索朔　札
　　　　ざつ　　さん　　　　　　　　　　ざん

　三尊　離　三山参産算　残暫緩i
　　しし　士之子支理趣司四聖欝只旨此死至飼志私使刺嬉姿思指：妓侯施師紙挨期鷲硯詞試資
　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しな　　　　し　ら　　しつ　　　　　　　　じつ　　しや

　賜諮熾　示次自彌似事兇持待時爾遡　式讃　七　失執悉質　實　車祉些者捨赦這僧
　　　しやく　じやく　しゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅ　　　　　　しゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゆう

　籍借若乎虫守取首殊瀬種趣受需樹牧舟州洲秋終習就衆集蒐十甘充住拾
　　　　　じゅく　しゅつニ　じゅつ　　　じゅん　　　　　　　　　しょ　　　　　　　　　　　　　　じよ　　　　　　　　　　　　しよう

　重爆縦　執　墨　遽術　旬回護順準　初所書庶塵暑諸　女如助序開除　小升少承招
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じミう　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく　　　　　　　　　　しん
　尚昇省1爾渉唱商將訟稠諏三勝詳照塁嘗構焼謹　上伽武粟常條情場譲　色食職楚意蜀　心

　　　　　　　　　　　　　　　　　じん　申差身儒振翼侵三際深甦新畑震藤親　駕・輝輝鎌
　　す　　　ず　　すい
す　須　隅　水帥擁推賞誰難随三寸
　　せ　　　　ぜ　　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜい　　なき

せ　糠　是　生正西成飼性征姓致旙儲清盛1妻勢聖誠精製猫謂整灘i税　石刷責跡積
　せつ　　　　　　　　　　　　　　　　ぜっ　　　　ぜん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜん

　切折窃鏡町説節鱈鰯　雷縄　チ川占先王豫芦笹蟹紗撰職蓬選銭轡濃　全前帯然漸
　　そ　　　　　　　　　モう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞう　　　　　　　　そく

そ　穣三葉訴　双畢野洲相帯逞創掃惣曾想捜暦謹選襲繰　造増藏贈　束足自口則息等速
　　　ぞく　　　　　　　そつ　　モん
　測　族賊騎績　卒　野村損啄
　　た　　　　　　　　　　だ　　　たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい　　　　　　　　　たく　　　　　　　　かつ　　ぢつ

た　太他隠縫打　体待野営耐退幣替躰蕪雑態饒　乃大代第　托宅拓澤　蓬　腕奪
　たん　　　　　　　　　　　だん

　旦但探軍捲　無界談漸
　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢく　　　　ちや　　ちゃく　ちゆう　　　　　ちよ　　　　ちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もよく

ち　地帯一致恥智置饒　邊；築　茶　着　中郷駐　著儲　丁長鳥張朝趨徴三胎聴鷹　蔵：
　ちん
　陳診
　　ゾリセう　　　のタ

つ　邉　通痛
　　てい　　　　　　　　　　　　　　　てざ　　　　　てん　　　　　でん

て　野釣井底野庭停程漉　的野郷　天添黙　田野電

　　とどとう　　どうとくと　斗徒途都銀　土度　投響町倒島討逃陶登答等統當頭騰　全同動道溝　特得篤濱
　どく　　とつ　　とん　　　　　とても

　猫　咄　敦頓遁　逆
　　な　　　たい　　なん

な　那　内　楠
　　に　　　　　にち　　にるう　　にん

に　二戴　日　入　人任忍認
　　ねい　　ねん
ね　寧　年
　　のう
の　即興農襲
　　は　　　　　　　　ば　　　はい　　　　　　　ばい　　　　はく　　　　　　げく　　はち　　ニミつ　　ばつ　　　　はおし　　にん

は　新派頗　馬　侃喪慶　買費　白博搏　莫　八　獲　罰罰　噺　反申犯帆伴劉阪坂
　　　　ばん　　　　にご
　拝撃　挽番　箱
　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　ひつ　　　ひやく　ひよう　　びよう　ひん

ひ比否彼非被費遽i肇備轡型必野物評無病鹸平等
　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　　　ふう　　ふく　　　　　　　　　　ふつ　　ぶつ　　　　ふん　　ぶん

ふ　不夫父付布扶附府怖赴賀婦富敷　部舞　風　盟副編復覆　携　佛物　奮　分文聞’
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　　へい　　　　　　　　　　　　　　　べい　へぎ　べつ　へん　　　　ぺん

へ丙ギ乗並併築柄i弊蔽発米羅蕎別返邊攣便勉
　　は　　　　　　　　　ぼ　　　　　ほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほく　　ばく　　ほん

ほ　歩保浦捕　轟募　方邦奉抱搬放法逡報　亡乏防忘冒某蒙鋳貿暴諜　北　撲　本翻
　ぼん　　ぼう

　凡　勢妄貌
　　ゼ　　　ドい　　　　　　た　　　　　　つ　　　まん

ま　麻　毎枚　又亦　末　漫溝彗
　　み　　　みつ　　　みん

み　末　密　罠
　　む　　　　　むすめ

む　無務夢娘
　　めい　　　　　　　めん

め　名命明　冤頂
　　ら　　　　　もく　　　　もう　　ろち　　もん

も　茂撲　木臼　蒙　勿　門問
　　や　　　やく　　　　　　やがて

や　夜　役約謬　臆
　　ゆ　　　　　　　　　ゆい　　ゆう

ゆ　由愈輪蹴　唯　尤有酉宥蝿猴誘
　　エ　　　　　　　　　　　　よう　　　　　　　　　　　　　　　　よく

よ　予余界預與餓　用洋要容揚葉糠購　抑欲翌
　　らい　　　　らく　　　　らん

ら　來頼　落樂　覧
　　り　　　　　　　　りく　　りつ　　　　りゃく　りゆう　　　　ウよう　　　　　　　　　　　　りよく　りん
り　葵利理裡羅　陸　立律率　嬰　流留隆　了良爾竜料聯量領龍　力　厘倫脇
　　る　　　るい

る　屡　涙類
　　れい　　　　　　　　かす　　れつ　　れん

れ　令例禮齢　歴　列　廉
　　う　　　　　　ろう　　　　ろく　　　　　　るん

ろ路魯露老郎六鹿録論
　　わ　　　わい
わ　話　郷畏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（進藤〉
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特殊問題の調査研究

　資料調査室の調査室では，他の研究室に属さない特殊問題の調査研究を行っ

ているが，昭和32年風こは，前年度に引き続き，次の調査を行った。

　1　正書法に関する基礎問題についての資料の収集調査

　豆　漢字の字体に関する基礎研究

調査は，松尾拾，村尾力，大久保愛が惑った。

　　　　　　9．　正書法に関する基礎的問題についての

　　　　　　　　資料の収集調査

　本年度は送りがなに関する資料の収集調査を行った。

R．調査の員的

　送りがなについてはこれまでいくつかの華準が立てられているがそのうち，

あるものは交藷交を土台においた送りがな法であるために，現代の文章の実際

・には適さない面があり，またあるものは読む立場の便宜にかたよt）　tあるいは

反対に書く立場の熊率に主眼を羅きすぎ，一方慣習の久しいものはその送り方

にいくつもの例外をもたらす等の事清があり，今臼なお送りがな法として統一

したものを作り得ない状態にある。このため翼在，社会に行われる文章には各

種の送りがな方式がいり乱れ，実務上また教育上の障害になっている。この実

態を認識した上に方途が講ぜられるべきであるが，実態調査は短時繍こは実現

すべくもないので，調査室では調査の範囲を今β社会に行われる送りがなの基

準が糟互にどのような点に差異を示しているかを調べることを主眼とした。そ

のためにはそれらの基準が一々の語にどういう形で現れているかを調べる。し

允がって予想される結果は，次のような形で要約されることになろう。

　L　どのような語に基準の違いが多く現れてくるか，言いかえれば，どのよ

　　うな語が送りがなのゆれを示すか。

　2．　どのような語に基準の違いがないか，言いかえれば，どのような語が送

　　りがなとしては安定した姿を示すか。

　．なお，これに加えて，
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3．　どのような語が送りがなのゆれを避けて，かながきを採用しているか，

　　をも合せて調査する。これは送りがなの問題としては消極面であるが，送

　　りがなを単にかなの送り方の問題としてとらえず，正書法の一部としてと

　　らえる観点に立つならば，近時著しくなりつつある，語をかながきにする

　　傾向も送りがなの問題とからんでとりあげるべきだと考える。

2．調査の資料

　資料として次の14種の用議集を用いた。

　　（速）　日本速翻協会　　　「会議銀用字の墨引き」　　　　翼本営詑協会　　1951年

　　（河）　河北新報社編集局「河二｝ヒバソドブヴク」　　　　　河北新報社　　　1953年

　　（岡）　衆議院・参議院記銀部「臨会会議録筆頭例」衆議院・参議院記録部　1954年

　　（衷）　文部劣調査譜r及局歪曲課「蟹語の書き馨…わし方」　立春社　　　　　　1950年

　　（公）文部省　　　　　「公用文の書き’方」　（国語シリーズ21）文部省　　工954年

　　（今）　毎騨組織鮭濾胞感奮室「今日の新聞用語」　　　　毎日薪聞社　　　工956年

　　（産）　産業経済線藁認二編集局「サンケイハンドブック」　産業経済薪購縫　聡57年

　　（教）　関篠：市。富山民蔵編「新難語表寵辞典」のうち交部省出作中学校・高等学校

　　　用罵語教科書

（西）　餌臨本薪醐社　　　「寸劇曲者手i隈」

（用）　臼本痴愚画会新聞用語懇談会「闘堺用語集」

（朝）　朝臼無職社用藷諜「新聞用語の手びき」

（広）　広田栄太郎　　　　「用字月諺語辞夢無」

（釜）　…三省堂編集勝　　　r用宇驚講費必携」

轟轟廟社
西日本瓶闘社

日本厩熱務会

羅臼新翻社

東京堂

三省堂

読売藷聞祇スタイルeブックi委員会「談i売スタイル。ブック」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読売巽籍奪1桂

1950年

1956年

1956年

1956年

1956年

1957年

！95・奔

　現在琶会で行われている各種の董準としてはこれらが代表飾なものと思われ

る。なお教科書の送りがなについては，今日関係餐社ごとにそれぞれの基準を

たてているようであるが，いろいろの事漕で入手することがでぎなかった。や

むを得ずこの調査には（教）を用いてこれにかえた。（教）は終戦後の鼠定教

科書の送りがなを基にして編まれたもので，教科書の検定筆管が実施されるに

際し，その検定基準に，送りがなに関しては，おおむね国定教科書のそれによ

るべきむね定められたため検定教科書の送りがなの一応のよりどころとなった

ものである。しかし「おおむね準拠すべき」ものとして示されているので，現

行の教科書には（教）とはかなり違った方式をとっているものがある。
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3．調査の経過

　上述した資料により一々の語についてかなの送り方を調査し，資料により送

りがなにゆれのある語とゆれのない語とに類別した。この調査では次の点に注

意をはらいながら整理する必要があった。

　1．資料が語を網ら的に示した辞書形式のものではなく実務上問題となる，

　　あるいは誤りやすい語の表詑を示すことを鼠的としているため，収録語が

　　必ずしも多くなく，またかたよりがある。たとえば複合語はことに収録数

　　が少ない。多くの資料は複合語の送りがなの一般原鋼をその初めに示すこ

　　とで終り，原則の適用または類推にゆだねている。これに対して，われわ

　　れは原則に基いてその複合語の送りがなを作り出すことはせず，藷例にあ

　　げてある複合語についてのみ調査した。基準のゆれの有無を調べるのが主

　　眼であったからである0

　2．後述するように，資料の性質は必ずしも等しくない。その使用融勺の違

　　いが紹当はっきりとこの調査の結果セこは現れている。したがって，ただあ

　　る語の送りがなの一一一々の送り方が他方の送り方より数の上で多数を占めて

　　いても，それはただちに現在社会において有力な送り方ということにはな

　　らない。

4．調査の結果

　調査の結果を「送りがなの調査」　（プリント版）としてまとめた。以下その

要点をとって記述するQ

〔動詞〕

　1　送りがなの一定しているもの

　単独の鋤詞では，その活用語尾を送ること1・＝・一・定しているものが量的にも最

も多いことはもちろんである。これに対して，語幹から送り，その送り方が一

定しているものは次の転語である。

　（1）　味わう　異なる　群がる

　　　霊んじる　省みる　顧みる　試みる　軽んじる

　　　甘んずる　重んずる　軽んずる　先んずる　全うする　安んずる

　②　rす」「る」「せる」を語羅にもつ語，たとえば

　　　飽かす　動かす　切らす　寝かす　及ぼす　等
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　　揚がる　集まる　埋まる　繍わる　助かる　詰まる　連なる　等

　　赤らめる　食わせる　狂わせる

（1）の類は本来は単一の語ではなかったと思われるものであり，（2）の類も派生

語とも恩われる語尾をもつ語である。語幹から送るのは理由がないわけではな

い。

　亘　送りがなにゆれのあるもの

調査した資料に現れた限りの送りがなのゆれは次のとおりである。

（1）④

ｫ。㍗麺読0遭’今鷹。歯轍0鰭遮

／l欝驚｛鵜礎　　

｛蟹　　
｛断熱速　 ﾕ1麟：垂

　　｛畿藤縄譜公職ゑ。海淵．服騰産
　　｛　　分れる　圏。裟・罵。三。読
　　分（か）れる　広

　　分かれる教

礫・農：漏一

｛難劉一｛鑑撃　　

②「饗す1糠｛縦一…縢ず1：雛

｛瓢一一公翫1：騨　
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　　｛譲欝麺婦鷹。緊表。勢公，読

襯細魚読儀撃繰
総量霧　齢檬鑑謡襲：室

倭織鷺｛議臨一一

　　｛　　捕える　広・褒・瞬・遮・読。産。三・公

　　捕らえる教

＠捲藻：塁＿｛難1一ほ1’｝＿証

　
　
｛　　煽る三
　　混ざる　広。表。読。公

　　まざる　教・醒。速

（1）は普通の動詞。（2）は語羅が派生語とも考えられるもの。④は二様の送り方

があるものQ＠は二様の送り方のほかにかながきもあるものである。

①④および（2）④を量的にみると次のような特徴が見られる。

a．（1）④では向う，現れるの2語が他の9語と反対の傾向を示し，語幹から送
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　る方が多い。

b．（2）①では

　i　上がる，合わす，過ごす，下がる，締まる，合わせる，確かめる，では

　　大部分の資料は語幹から送る。

　ii暮す，尽す，積る，果す，曲る，押える，浮べる，浮れる，捕えるでは

　　大部分の資料が語尾のみを送る。

　iii語尾のみ送る方法と語幹から送る方法とが量的にほぼ均衡がとれている

　　のは，荒す，照す，生れるの3語だけである。

C．（2）◎では，以上のような量的なかたよりは見られない。なお（1）＠にも量的

　なかたよりは見られるが，その少数例が種々の資料に散ばっている点がα）④

　（2）④と異なる。

　以上，3種の特徴を資料の性質に関係させてみる。そのためには例外ともい

うべき少数の例がどのような資料に現れているかを見てゆく。

a．（1）④では「誤まる。偽わる・承わる・断わる・平しむ」と薯くのは（國）

　だけであり，「費やす。貫ぬく・伴なう」と書くのは（教），「浮かぶ」と書

　くのは（教）と（表）である。「向かう」と「現われる」は一般傾向に反す

　るが，ここで語幹を送らない方式をとる，「f；iilう」々ま（【薫1）と（速），「現れ

　る」は（表）と（三）に現れている。つ豪り，（1）④では，ゆれがあるといっ

　ても，国会あるいは教科馨が示すゆれがほとんどである。

b．（2）⑦では

　（の　　「上がる」の類7語のうち，「確かめる」を除いては，語幹を送らな

　　い方式をとるのは（園）と（速）だけである。

　（ii）　ド暮す」の類9語を下野から送って「暮らす」と書く方式をとるのは

　　すべて教科書である。わずかに「押さえる」に（教）以外に（今）が現れ

　　るだけである。

このように，②④でも資料の性質の違いによって著しいかたよりがみられる。

　資料にあらわれた単独動詞のゆれは以上に尽きるが，これを要約すれば，単

独動詞については，それぞれの類に一般傾向に反する少数例があるが，これら

少数例が生じる原因は資料の性質の違いに基くものである。つまり国会および
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速記が採る方式，教科書が採る方式がそれぞれ一般事務・争心編集関係の採る

方式と異なる所がある，ということができる。したがって，問題になるゆれは

資料の性質の違いにかかわりなくゆれがいろいろの資料に現れている（1）◎，（2）

＠に属する17語に認められることになる。

　それでは，送りがなのゆれは，資料の性質の違いに根応じていて，それぞれ

の群の資料内部では統一されているかというと，（国）（速）が，（1）④ではほと

んど講幹を送るに対し，②④の「上がる」の類では語尾のみを送るという相反

した現象を呈し，また（教）が，（2）④の「暮らす」の類ではいつせいに語幹か

ら送るのに，（1）④では語尾のみを送る方式をとるものが多い◎このよう1・a一一一群

の資料が一つの送りがな方式で統一されているわけではない。このことは，各

類の例外，たとえば（1）④の「向う」「現れる」，②④の「確かめる」における

（国・速），「押さえる」における（今）にも見られる○これらの不統一は活用

語尾のみを送るという慣習に対して次のような点を考慮することが原因になっ

ていると思われる。

　ω　連関をもつ他の語との関係を考えて語幹から送る。現われる硬表わす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　上がる←上．（のぼ）る　確かめる←確かに　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　（ロ）読みやすくするため，語幹から送る。向こう　暮らす尽くす等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　くう　　　　　　　　む

　㊨ある音節以上を機械的に送る。押さえる捕らえる等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　Q

　以上，単独動詞の送りがなには種々の不統一な面もあるが，概していえぽ，一

般事務・新聞編集関係の資料では原則として活用語尾のみを送り，難読・誤解

のおそれのあるものには羅幹から送るという方式をとっている。これに対し，

教科書はつとめて語幹から送り，誤読のおそれが明らかにない場舎には，慣習に

従って語尾のみ送るという方式である。この二方式に嚇して，国会と速記はあ

る場合は前者を，ある場合は後者をとり，必ずしも統一しようとしていないよう

である。これは速記という特殊な実務の要求に応じたものであろうと愚われる。

　難　かながきにもするもの

　この類は，前述したように送りがなとしてみれば一定しているわけであるが

種々の送りがなの基準がどのように実際に現れているかという観点からこれを

ながめる場合，捌に一類を立てるべきである。
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1．語尾を送るかかながきにもするもの。

　　　合う　有る　謡う　行く　歌う　直る　鷹く（「…ておく」の形ではかながき）

　　　構う　見る　過ぎる（「…にすぎない」の形ではかながき）諮ける　慣れる　出

　　　す　成す　知れる（「かもしれない」の形ではかながき）等

　　これらは使用度の高い語である◎補助動詞として用いられることがあるも

　のがこれらの中には多い。かながきにもするものは，そのためと思われる。

　上述のほかにもこの類に属する語は多い。たとえば　起る・興る，押す，凝

　る，悟る，繕う，計る・測る。図る，祭る，降りる，当てる，収める・納め

　る，代える・替える。変える・換える，留める・止める・泊める，男σれる・

　分ける，放す，翻す，立てる，破れる　等

　　しかし，これらでかながきを採るものは一，二の資料にとどまり，大部分

　の資料ではi語尾を送る方式をとるQここで注唐されるのはかながきを採るの

　はほとんどが（国）と（速）であることであるQ新聞関係では（産）のみが

　時々かながきを採っている。また，「おこる・はかる，おさめる，かえる，

　とめる」のように，それにあてるべき漢字がいくつかあり，その使い分けが

　ある場合，わずらわしさをかながきにすることによって避けようとする意図

　がうかカミえ．る0

2．語幹から送るかかながきにもするもの

　　　縮かむ和らぐ。揺する0揺らぐ。混じる。

　　　表わす　踊らす。脅かす　降ろす。疑らす　懲らす　閉ざす

　　　慣らす。抜かす　震わす。紛らす。蒸らす　煩わす

　　　修濠る。収まる。納まる。掛かる。決まる。窮まる。静まる　携わる

　　　止まる。留まるQ丸まる。焦がれる　平らげる。灘らげる。

　　ここでも，○印を付けた藷は（閣）と（速）ではかながきにしていること

　が注冒される。　（教）がかながきを採るのは「閉ざす，蒸らす，携わる，焦

　がれる，平らげる，揺する，揺らぐ」である。

3．語幹から送るか，語尾を送るか，またはかながきにするもの

　　「ゆれのあるもの」の項に掲げた。

　　以上，かながきにもする語は調査資料には稠当数現れるが，かながきのほ

　うが普通になっている語は案外少なく，次の5語である。
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　　　わかる，こうむる，たばねる，ふるえる，ひやかす。

　　また，かながきしかない語は次のとおりである。

　　　あそぼす，いただく，おっことす，こづく，ごまかす，しまう，つまずく，なく

　　　す，なくなる，ふるまう，めいる，もくろむ，ゆすぶる，ゆるがす，おっこちる

　　　できる，ゆすれる，けしかける。

　　これらを採るのは一，二の資料にとどまらない。したがってかながきが安

　凹した書き方になっているものであるQ

〔複合動詞〕

　複合動詞で送りがなが問題になるのは，前半の動詞の送りがなに起るゆれで

ある。このゆれがなく，一定した書き方をする語ほ調査した資料の範囲では非

常に少ない。一これは資料が三三動詞をあまり例示していないことにもよるので

あろうQ

　1．　落着き払う，引直す，引離す（語尾のみ送るもの）

　　　生まれ合わす（一落ちる）（語幹から送るもの）

　2．　取っかかる（一払う）　取り合う（一急ぐ，一おろす，一囲む，～殺す，一さば

　　く，一去る，一すがる，一散らす，一はずす，一ひしぐ，一回す，一一ドげる，一の

　　ける，一分ける）　打ち砕く（一建てる，一のめす）　差し向ける（語尾のみを送

　　るもの）

　　　打取る（語尾を送らぬもの）

　2は接頭語とみるべきものかもしれない。これに対し，ゆれのあるものは，

その数は多いが，この場会，前半の動詞の語尾を送っていないのは，ほとんど

（読）か（速）に限られていて，わずかに次の数回が他の資料で採られているに

すぎない。

　1．　締出す，染直す，立上る，引延ばす

　2．打抜く（一破る）　取上げる（一入れる）

　しかし，新聞関係では，　（読）ばかりでなく，大半が前半の活用語尾を送ら

ない方式を実際にはとっているようである。

　なお，動詞が単独に使用されたとき，送りがなに．ゆれのあるものは複合して

も同様にゆれをボす。

傭鵬檬辮・徽lll学
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　要するに，複合動詞の前半の送りがなは（読）と（速）がこれを雀き，その

他の資料では送るという形でほぼ安定しているということができる。

〔形容詞〕

　形容詞の送りがなはほとんど安定している。ゆれを示すのは，次の語にすぎ

ない。

　｛菱～｛…　糞：鷲：董●公　｛劣なご：濃：嚢：釜・読・産・今・朝・三・公

｛纂こ綴　　

（圏）　（速）が，　「少い」を採りながら，一方では「危うい」　「短かい」を採

っているのは注穣される。

　かながきにもするものは次のとおりである。

　淡い　潔い　角い　難い　臭い　無い　丸い　良い　悪い

　綱かい　眠たい

　痛々しい著しい麗しい　雄々しい疑しい　詳しい　寂しい　等しい　優しい

　しかし，かながきをとるほうが普通なのは「痛々しい，悔しい，無い，良い」

だけである。

　他の藩詞に派生語がついて形容詞となるものでも，その送りがなは安定して

いる。ゆれを示すのは動詞をもととする次のものである◎

｛驚1：1：姦・…・読｛難1疑1：難一・読

〔形容鋤詞〕

形容励詞の送りがなも次のような形で安定している。

（1）　語幹末一字から送る

　　　斬た　愚か　静か　盛ん

（2）語幹末二字から送る

　　　穏やか　 渚らか

（3）形容詞と共通語幹セこ接尾辞「げ」のついたもの
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　　　暖かげ　怪しげ　危うげ

　ゆれのあるものはないが，かながきにもするものには次のものがある。

　　　豊か　　浅はか　　花やか

　後の二つはほとんどの資料がかながきを採っている。

〔名詞〕

　名詞の送りがなで問題になるところは，活用語（特に動詞）から転じた名詞

（複舎名詞をふくむ）である。すなわち，港用語本来の送りがなをつけるか，

誤読，難読の恐れがないとして，その送りがなの一部または，全部をはぶくか

どうかということである。

ユ．取り扱った資料のほとんどが誤読，難読の恐れがないとして送りがなをは

　ぶいた語例

　　　隣話貸象建物気持役鋤受付取引　待舎室吸取紙等

2．活用語本来の送りがなをほとんどの資料が送っている語例

　（k）一字を送るもの

　　　憂い　書き方　思い出　値上げ　晟眠り　歩み寄り　等

　（2）二字を送るもの

　　　昧わい　憎まれ口　陶こう払い　根絶やし　発計らい　寄り集まり　等

3．資料絹互で送りがながまちまちな語例

　（1）送らぬ，一字を送るの対応があるもの

縢・1；簑。驚1：轡｛1鱗i黒速

蓬贈lil：∵騰1：司1麟
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｛向い合せ　　速・国
向かい合わせ広・教。三・読

rll鵜10公

／・埋め合せ　　　速・圏
埋合わせ　　　読

（3）送らぬ，一字を送る，二字を送るの対応があるもの

ll難聾・1：l

／叢欝・・i／z

　以上のように，語誌成の面からみると，動詞連用四十鳥海連用形からなる

複合名詞には，送りかたにさまざまの種類があることが；わかるQ次に資料の

面からみると，一般事務・新聞編集関係では，単独名詞も複合名詞の前半の

語も，誤読・難読の恐れがないとして送らぬ傾向が強く，自他の対応がある

動詞からの転化名詞なども，語幹末一字から送ってない◎教科書系統はその

反対で読みやすくする方針のもとに，できるだけ活用語尾あるいは語幹末一

字から送っている。国会は，速記がどちらかといえば少なく送るのに対して，

多く送る傾向をもつ。たとえば，単独名詞では，頂き，趣き，答え，包み，

務め，問い，と教科書系でも送ってないものに国会では送っている。しかし，
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　　　｛　　　　受入れ

　　　　受け入れ
　　　｛　　　　話合い

　　　　話し合い

　　　｛　　　　譲渡し

　　　　譲り渡し

　　　｛　　　　受　取

　　　　受溜り

　　　　受け泊り

6．　かながき

　卸，係，届，雇，割，などは送ってない。複合名詞では，教科書系をのぞい

　た他の資料が，ほとんど前半の謡を送ってないのに国会だけ送っている。た

　とえば，受け入れ，売り切れ，押し入れ，買い上げ，霧き出し，聞き込み，

　切り下げ，繰り込み，立ち入り，詰め込み，などである。

4．三語以上の複合名詞の傾向　　　　　　　　　　　　　　’

　　二語の複合名詞が三語の複：合名詞になった場合は，ほとんどの資料が誤読

　難読の恐れがないとして，あるいは慣用として送りがなをつけない傾向が強

　い。たとえ．ば次のようである◎

　　（1）　見張り　広。教・表。国・速。三。読一→〔見張番］広。教。三・読

②｛i灘昼げ1署三一一一・…

　（2）の類には次のような語例がある。　〔借入金〕〔繰越金〕〔繰入金〕〔引揚者〕

　〔呼出電話〕〔貸出金〕〔立合（会）人〕〔引受入〕〔引込線〕〔引取入〕〔申込書〕

a　複合名詞と複合動詞との闘における前半の藷の送りがなのちがい

　　単調でのゆれは，名詞に転じてもほとんどそのまま受けつがれているが，

　複合動詞と複含名詞での前半の語の送りがなはどうであろうか。その結果は，

　次にあげる語例のようi・a，名詞では前半の語を送らない資料でも動詞になる

　と，前半の語を送る傾向がみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　一・／i．￥C，一itS．　Iis：ll，，1’　　　　広・衷・速・読・三・公　　　受入れる　　慮。7vc

　　　　國　　　　　　　　　　　受け入れる　広・教e表・公・国・三

話、し，念い　震∵1茎読＿＿｛平倉蓋う　藤．教．速。三．圏

　　　　　警咽

談（り）渡し　三　　　　　　一→譲り渡す　広・敦・編。三・公・読

　　　　　広：・国。速・読

　　　　1：河田＠瀟乳ド瞬：瓢一

動詞のばあいと同じく複合名詞も，後半の語の蓑記をかながきにしている

ものが現在多くなっているのではないだろうかという見通しのもとに送りが
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　なの調査と並んで正書法の観点から，漢字で轡かれる名詞，かなで書かれる

　名詞，まぜ書きの名詞の調査を行った。次に．かながきの語例をあげる◎

　（1）金都かながきの語例

　　＊たてまえ＊おりふし＊はがき＊ものさし寧おりおり　さしがね　ありさま　ひつ

　　　かかり＊あたりまえ＊ひとめぐり＊きもいり＊しあわせ＊むかっぱら＊こまぎれ

　　＊おこない　ふるまい　だしぬげ＊とりぎめ

　．（2）　前半の語がかながきの講例

　　　でき禽い　つき合い（あい）＊くされ縁＊すてばち＊ゆくえ＊一よるべ＊こづかい

　　；ttかるはずみ＊できFばえ

　く3）後半の語がかながきの語例

　　（a）△考えごと△尽きめ　粘りけ△笑いもの△売りことば△串しぶん△持ちまえ

　　（b）心がけ　手ごたえ　気がね　気がかり　裏づけ　豪ぐれあたり△落ちつき△振

　　　りつけム引きかえ　気づまり

　　（c）　口ぶり　男だて　顔だち　顔つき

　　　〔注3　韓は，多少は漢字で書いてあるものもあるが，ほとんどの資料がかながぎ

　　　　　のもの。下線は当欄漢宇で番けない語。△は一定の資料のみがかな書きをし

　　　　　ているもの

　　（1）全部かながきになっている護については，漢字のもつもとの意味がその

　．語としてはうすれてきているばあいとか，一語としての意識が強くなってい

　るばあいとかいう理由づけができそうである。②に．ついても，岡じことが醤

　えそうであるが，もう一つはだぎあわせをきらうので，かな需きにしたと需え

　るかもしれない。しかしこれだけの謡例ではなんともいえない。（3）この中で

　は荊労したように教科書系統の資料とか，壌会の用語集とかの特定の資料が

　かな書きをとっているばあいが多い。たとえば，「もの」は速詑e国会，「め」

　は三三書がかながきをしている。ただ，鍍尾語酌につかわれている語はかな

　がきにする傾向が強いと署えそうである。しかし，以上述べたように，この

　調査だけではこの語はかならずかながきとして表記されるとは欝えない。

て副詞〕

　本来の副詞では，たとえば，「少し」「必ず」「再び」「最も」と一字を送り，

または，「直ちに」「大して」と二字を送り，活用語と関連をもつ副詞では，そ

．の活用藷の語罷から送る（思わず・重ね重ね・等しく・明らかに等）という法
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貝臆安定したものになっているが，諸資料とも，当用漢字表のr使用上の注意

事項」の中の「副調・接続詞・連体詞等はなるべくかながきにする」の項にの

っとって，右にあげたような本来の副詞ばかりでなく，他の品詞と関連をもつ

「勢い・幸いtlこ」や「至って・決して・努めて・果して・翻って」，ド至る所。

霜変らず」などの類までも，漢字を用いる一方，かながきをも採用している。

ゆれのあるものとしては，　「生まれながら」と「生れながら」が，動調の送り

がなのゆれを副言解こもそのまま持ち込み，「折り入って・折入って・（おりい

って）」が，複合動詞前半の送りがなのゆれをそのまま伝え，　「少なくとも・少

くとも」が，同様形容詞のゆれを伝えているくらいのものである。

〔接続詞〕

　接続詞でも，　「及び。且つ・又は・若しくは・従って・並びに」は漢字を用

いる一方，かながきをも採用する資料が多い。というよりも漢宇を用いるのは

闘会・速記あるいは憲法という，特殊性のある資料に限られている。接続詞に

関しては，副詞よりもいっそうかながきのうつりゆきの度合が早いようである。、

〔連体詞〕

　ゆれがあるのは

　　　｛　　　　来たる　教・表・濁

　　　　来　る　速

　　　　きたる　広・読。産・三三

だけである。その他の連体詞にはかながきにするものが多い。

〔結　び〕

　以上，弔詞別に述べたが，概括すれば送りがなのゆれは，どの品詞でもそん

なに多いものではないということが明らかになった。一見ゆれがはなはだしく

見えるものでも，一二の資料のたてる基準が他の資料のそれと違うために起る

ものであり，大部分の津料の間では安定しているという場合が多い。ただ，国．

会と速記はそのたてる基準に必ずしもin．一一・がないこと，さらliこ桐当数の語をか

ながきにしている点が特徴をなしている。注目すべきゆれといえば，動詞では

（1）＠，②＠に属する17語，形容詞では「明るい・危い・短い・少い・恥かしい

紛わしい」くらいなものであるが，複念動詞から転じた複合名詞には，もとの・
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動詞のゆれをそのままもちこむためにゆれているものが多い。送りがなは一々

の語がその送り方に慣習をもっているために，これを帰一的に法言化すること

は容易ではない。この解決は，そのになう慣習と文法的な法難化との妥協をど

こではかるかにかかっているといえるが，それを一一一・・h．の語について吟味しなけ

ればならない所に嗣難がある。講乱した資料から得る帰結はこのようなもので

あるGまた，資料の中には，農高露勺にかながきを採用するものもあった。これ

は送りがなを瀦の観点から処理する行き方である。しかし，この方式を最も妥

妾な線で採り入れるためには，かながきにしたために，文中ではかえって読み

にくくなる恐れがないかという点が常に考慮されなければならないのではある

まいか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松尾・大久保）

蟹．　漢字の字体に関する基礎的研究

　この研究は，年報8に述べたように，実際には晶晶の漢字簡素化を材料とし

て，漢字字体の簡略化及びこれに伴う諸問題を調査研究するものである。漢字

簡素化を含む中共の文掌改革は，人為桑勺に行う欝語政策の一環として目下進行

中のものであるが，この研究は，その文字改革企般の動きの中から上記諸問題

をうかがおうとするものであり，そして今1ヨまでの調査研究のうち，諸情勢よ

りみて璽要と思われるものは次のとおりである。

1．　人為的に行う交字政策として，中共がいかなる手続をとってきたか，その

経過の大体を，漢字簡素化の点から認すと次のとおりである。

　1955　（昭和30）　年1月，　に戸国交字改黛毒委員会　（薩1務山鼠属）　々ま　「重莫字f藩イヒプゴ

案草案」を公表した。これは，簡体字（略字）として798字，整理統一すべき

異体字として400組，手写における偏勢簡略体として251種，の標準を示した

ものである（その序文中には，「文字はぜひとも一定条件のもとで改革されね

ばならない」，その方向はr世界共通たる音画化の方向に進むべきだ」という

毛沢東の語が引用されている）。この草案は，江湖の比判修正を受けてのち麟

務院から正式に公布する，という前提のもとに公表されたものである。この手

続，まず草案を広く一般に公表し，ある期闘の批判・討議・修正を経たのちに

正式方案として公布するという手続は，重要な施策に瞬しては申共がよく行う
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方法であって，かつての憲法も現下の農業綱要も同様である。この漢字簡化草

案も同様に，公表後谷方薗の批判修正を受け，また同，5rJ年10月の「金国交字

敢革会議」にも上程された。かように批判にゆだねる一方，草案中の一部，最

も問題のないと思われるものは，「信疑欝報1以下の新聞や一般雑誌において

「試用」することとなり，草案公表後の1年間に3圃に分けて計261字が次々

とi試用されていったC55年5月から57字，　8月から84字，’56年1月から120

字）。また’55年11月教育部は，各学校において鱒化漢字を推進すべき旨，また

公用文から学生のノートに至るまで横轡にすべき旨の遍知を出している（ちな

みに，横書横組についていえぽ，，55年元旦から新聞「光明日報1が横綴とな

り；同1◎月の金壷文字改革会議で公用文・新聞。綱書の横組横：潜が決議され；

’56年元旦から「人民日報」が横綴となり；同1月18臼付で国務院秘駕：庁から

公用文の横書横組の逓知が出されている）。

　かように，草案に対して討論修正と一部試用が行われたのち，！956年1月末

国務院はr漢字簡化法案」を公布した。これは，公認字体として決定した簡体

字230字（第1i褻），今後一般に「試行」すべきものとして285字（第2蓑），偏

劣簡化として舞種，という形式である（偏労簡化とは，たとえ球繕→亦と規定

し指示することによって，変欝湾蛮恋などの関遮する字が滑動約に一括して成

立してゆく方法）。これを草案と比較すると，前記「試用」中の2字は1字に合

併され（尽侭一→尽），試用中の30字は偏募簡化扱いとなり，また草案中の一部は

後述の異体字整理扱いとなっていて，すなわち草案は，簡略化の扱い方につい

ても幽々の字についても，かなりの修正や変動が行われた。第1表230宇とは

前記「試用」のものであるが，これは同2月1日目ら金懸濤勺に公式に用いられ

ることとなった。一般新聞図書についていえば，更にこのほかに前記偏労簡化

扱いとなった30字が行われ，また第2表中の95字が’56年6月から，70字が’58

年5月から「試行」されている。国語の教科書や一部特殊な図書では，第2表

まで含めて全部が行われ，更にそれらのPt部では，偏募簡化の多くも実行され

ている。

　なお草案にあった異体字整理は，’56年の国務院公布からははずされている

が，すでに’55年12月に文化部と文字改革委員会との共同名義で発布され，や
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はり，56年2月から実施された。　この第1園整理では，810組1，865掌のうち

1，055字を異体としてふるいおとし，810字を規定した。異体字という場合，た

とえば駒と韻，汚と浮，庵と瀧（それぞれ前者を使ffiすることに規定）などの

類はう常識上でも単なる異体と考えられるが，しかし厳密に考えてゆくと異体

字とい5概念にはかなり不明の点がある。たとえば篤1爾整理表の中でも，（以

下挙例中括弧内を廃止する）漁（涙），昇（異），爽（災），蕉（傑），吃（喫），

癒（窓）などがあり，また分化学の廃止，果（菓），周（週），志（誌）の如き

も含まれている（字種鰯限を意露嶽したこれら岡音代用については別に後述す

る）。

　以上が，漢字簡素化として行われっつある呉体言手続の概略である。以上の

経遜からも分るように，中共が今鶏行っている漢字簡素化は，字種の鋼限と掌

体の簡略（中国諮でいえぽ掌種油簡と国威精1晦）とによるものであり，その呉

体駒爽施は「ゆるやかに順を追って」　（穏歩前進，逐漸簡化）とい方針によっ

ている。なお付言すれば，字種と字体のこ二点から漢宇簡素化に着手することは

わが礒本も中国も法雨である。ただN本の場含には，その論語麟，歴史飾条件

のため，このほか更に密婦の整理という問題力Kあるが，中瞬の場合には，この

問題は刺i論証には存在しないQ

　なお現在の分期漸次簡化という方針に対しては，全面一律簡化をとなえる反

対論もある。その主張は，現在のように一定期閥をおいては一定字数ずつ改変

してゆくのは非常な浪費である；そのたびに新聞画意，公用文，数科書などに

変化を生ずるし，ことに古典の処置には混乱を伴う；初学や：文盲の識字におい

ても大ぎな浪費を伴うし，また現在すでに漢字を知り用いる者にとっても絶え

ざる致担を強制するものだ；それよりも今日われわれが漢字に対してもつ類推

力を駆使して，ig標の一定字数を一挙に改変する方が，浪費も少ないうえによ

り早く効果があがるではないか云々というものである。この説を爽行ずるため

には，字体を簡略化する技術上にも今臼とは異った方法が要求されるし，また

活字鋳造という経済上の大問題もあって，その斐行は容易なものではない。し

かしβ中ともに，今後の漢字改革には考慮さるべき閲題かと思われる。

　なお，政治権力によって政策として行われる文字改革そのものに反対する論
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　　ここにいう形声交字とは，今績の結果からみて、半形半声の構成なるも

　のをいい，字源約に云々される二三文字ではない。形声の声符が字音の音

　節全部を正しく示すとは限らないのは歴史的な事実であるが，上例中の融

　や誹なども岡様な構成である。末例の丑は，わが片仮名に由来する。

D．同音代用によるもの
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a憶：毒叢鷲嘉雛：劉轟灘轟環：翻
　　　これら潮音代用は，言語政策上意図fi勺に多く規定され，　’56年方案中だ

　　けでも90余組が指示されたが，これについては後述する。

　以上が公表を主とする簡体字であるが，このほかことに解放前後には，いわ

ゆる複倉宇（複音講宰・合体字），たとえば

敵（解放）　硝二三）　庁（什広；what？）　邪（干部）　圏（青年団）

　芹（共産党）　儒（入正午）　扱（工人階級）　盗（資産階級）

　交（高島主義）

などの類が一部に行われたとし・う。いったい殿虚出土の亀甲文字には「十三

月」（潤年）や「五二」をそれぞれひとかたまりの1字にした複含字があるし，

碍本でも合字とか省文とよばれて，古くは麿（麻呂），尋（善導），池（浄土）

など，近くは礪（図書館）の／籔が一部に行われた。しかしこれらは，遂に正式

文字とはなりえなかった。いわゆる簡体字は，依然として本来の漢字の性質，

すなわち工語1音節！四角という原則からはずれなかったのである。これは，

今後にも注意すべき環象かと思われる。

　なお藏中の字体を対照して，字形はきわめて類似しながら全く溺義異字なる

ものの一端をあげると；洲本の売（うる）と中共の売（殻；日本補正案の字）：

巳本で経径茎などの勢たる墨（近来は墨由東京駅の如く独立して使用される）

は，中国では「聖」の略体「蚤人二二人）であり，中限では盤一・杢（スとエ）

たとえば経綾茎である，などがある。

　以上が現在の簡体字の大略である。わずかな上例からも分るように，簡体字

の大都分は，多少なりとも現実に通行するものを主体としており（公認中のも

のでは天1字が新造である），従って方針として「俗に通用するもの」（約定俗

成）とよぼれる所以である。これらを，前述のように「二歩前進，逐漸簡化」

しょうというのが今鼠の動きである。しかし三時に，過渡期には多少の混乱と

浪費を伴うこと，また漢字相互問に．系統的連関を失いがちであること，を招来

することも前述のとおりである。

　以上の分類からも分るように，簡体字の構成の多くは，上記AとCとである
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（これは歴史的にみても然りである）。わが日本の場合は，多くはA，すなわち

純粋の字形簡化である。わが國にも，朴・評・赦・澤・澤（機議権層屋）のよ

うに，臼本酌に字式を改変した略字はないではないが，この類はきわめて少な

く，大都分は二形簡略のものであるQまた歴史撫こみても，かつて羅本の一藩

では「選」の形声略字として「迂」を使ったことがあるが（申国では迂編遷）｝．

遂に一門化しなかった（今日では選→選；中共は→迭）。こうした傾向にこそ，

愚国語の文字として二野を操る中二人と，本質的には異国語の：文字たる1莫字を

借用する鐵本人との差が象徴されているように思われる。今後，礒本で簡化を

意図するときには，朴よりは桜；職丁丁については中共の駅下訳よりは職栽誠

（試はかつて用例がある）のほうが妥当かと思われる。主として視覚酌にのみ

漢字を扱うEI本入には，字形簡化の中でも，　E　LI繁体の大体をホウフッさせる，

いわゆる輪廓字〔e．9．雲（無）　亀　遇（過）　喝（馬）　銘（鳥）の類）

が，無難かと慰われる。

　　鼓弓に，中共での現行の一鋼を，陳毅の詩の一節で例示する。

　病費最准当　此中充豪雄　吾病號如此　轄念及工衣　医蒲爾歓乏
　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　む　　　　　　　　む　　　　　む　む

　生死等蚊虫　社会三度杯　病亦分窟労　言！l三能蹄此疾　端列人中尤
　　　　む　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　む　　　　　　　り　　　　　　　　

　（。印の宇は，難・無・猶・転・農・薬・両・蟻・壊・窮・療・馬・竜）

3．　上記「方案」によれば，三々の簡体字として提出されているものは金515

字であるが，偏三三化を一律に適回すれば，字体を改変するものは，常用字を

六七千として，1，700以上に及ぶと計算される。文宇改革委員会主任・呉玉章

の報告によると，常用字六七千字の半ばまでを簡化する方針とのことゆえ，現

在の成果は予定の大体半分というわけである。また罵二丁によれば，今濤の簡

体字ぐ56年方案の第工表と第2表）とIE・1繁体とを比較すると，

　　細管体で全544字　　平均筆画数ほ6．08画

　　簡体字で全515字置　平均引戸i数8．16癒

　（総掌数が異るのは，たとえばi褻橿麗吟台の如く，鍛体のtrk字を1字：に合併

　して鋤化したことによる。cf．日本の三門癬→弁）

　　！Q圏以下の字　　照四体で　34字　　簡体で409宇

　　11薗の字　　　　〃　　　　35字　　〃　　　35字
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　　12画以上の字　　旧繁体で475字　　簡体で　71字

置更に，第1・2表の全515字に対して，方案が規定する偏丁丁化を行うと（貝

→只，見→見，言→うの類），平均画数は上記8．16画がさらee　6．5薩と減少す

る。これは，旧繁体の16画に比べて40％強に当る簡化である。ちなみに，わが

当用漢宇1，850字についていえば，平均回数は12画，10溺以下の字は979字，

11爾は178字，12面以上は693字である。

　画数の多い字は，時にその識励上に抵抗を伴う，ことξこ賑時の木版本の大活

字に比べて，今日の小活字の場合はとくに然りである。が，6～8爾で適嶺に

構成された簡体字は，かかる難点を大いに改善した。更に三三に至っては，非

常な効果をもたらした。たとえぽ，小学1年国語教科書に出る「開學了」　（計

30蔑）なる交字は，2時間かかっても児童は書けなかったが，「奔学了」（計14

懸）と改まってからは，15分聞で欝くのを覚えたとか；農民がその識字学習に

おいて，「農業」（計26顧）の2字はいつまでも書けなかったが，「衣豊」（計11

酉）と改まってからは楽に書けるようになったとか，この類の報告は少なくな

い。

　さて以上のようにラ簡体字は，識側上またとくに書写上に効果をもたらした

が，これに対する批判もないではない。そのおもなものを略述すると，下記の

如くである。

　現在公認されている簡体字は，その字数がはなはだ少なく，日常の用を果す

のに十分でない，という批醤がある。現在の簡体字は，前述のよ勃こ偏勢簡化

を応用しても，1，700～2、300字である。また，きわめて常用の字でありながら

簡化されていないものがある（たとえば，整・繁・禁などの類）◎三局者のいう

ように，通用字を六七千としてその半ばを簡化するとしても，現在なお1，500

字以上が未簡化で残っている。しかもそれらの字について，従来どおり「約定

俗成」の方針で既成の略字を広く社会に求めても，すでに種切れに近い状態で

ある。こうした簡体宇の不足，また繁体と簡体と並ぶ不格好（e．g．尊戸・声

額），かかる理由から人々はますます自己流に造字して，混乱に拍車をかけて

いる。これがこの三半1の主張である。この主張は，理論撫こ追究してゆくと，

「約定俗成」による「逐漸簡化」という原則自体への批判，疑問ともなりかね
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ないものである。

　次には，現在の簡体字は系統約でない，相：互聞に有機納連関がなく乱雑な集

積だ，という批判がある。たとえば上記分類の1の「又」は好例で，「又」と

いう符号は実に！0種以上の｝撲体偏勢を代行している。さらにその問には類推が

きかない。たとえば，鶏→鴻つまり奨一〉又という事実から類推して，漢一〉双と

したいが，実は鴉途の簡化で汲凶漢（葵→又）が成立している。すなわち，在

来の漢字がもっていた有機的系統が打破され混乱している○これでは，今の簡

体字は，少なくとも在来の識字老には鈍くのマル勲記を強制するものだし，また

今後の新学習者にも任意墨字の心理を助長するものだ云々と主魅する。この主

張は，漢字習得上におけるある蔵幅，すなわち，始は綱々にマル賭湿で漢字を

習得していっても，ある程度，段階に達すると，漢字相互間のある系統を心得

するという事実を考えるとき，全く無視しさることはむずかしいであろう（な

おかかる心得は，われわれ日本人には得られることきわめて少ないように思わ

れる。それは，漢字各字の応用，駆使という点にも現れているように思われる）。

　次には，漢字の書きやすさ，あるいは筆勢という点からみた批覇がある。た

とえば，書ぎやすさというものは必ずしも筆画の多少によるものではない，そ

れは筆勢が連貫するか否かによるのだ。横書において，次の字と筆勢が通籏す

るためltこは，各字の末筆が轍（左にハネルもの）であることは筆勢のトソザを

来し，書写を阻害する。現在の簡体字はこの点が無視されている云々との主張

である。そしてこの主張者は，この解決の正夢として草：蓬｛：を採用する。すなわ

ち縦鞍における草鷺鞍まきわめて逓頴なものであるが，草書のもっこの特長を横

書の簡体字にも考慮し応用すべきだ，と主張する。単に醤写速度からいえば，

在来の草書や各種速読文字がすぐれていよう。しかしこれらの文字は，評壇の

示差単位がきわめて微妙であって，一般人にとっては，識雑肉にも学習上にも

かなり難点があろう。しかし今後の簡化において，草書の特長を生かした楷書

化，草書のもつ系統性・連関性などは，もっと考慮されてよいものかと恩われ

るeなおこの闘題は，次の問題と連関する。

　最後に，山砂体と手写体を分けるか：否かの問題がある。かつて’55年草案当

時には，この両者をある程度まで両立させる意図があったようで，毛沢東の語
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「印刷には楷書を，手写には草書を」が時に引用されていたが，その後の動き

では，はっきりした立場は出されていないようである。一部の人々は次のよう

に主張する：欧文字母においても印鰯と手写の両体には距離があるが，これは

生活上必然的に要求されるものではないか；旧時は臼本でも中国でも，印捌に

せよ手写にせよ，公酌の学究には楷書体が，私的な手写の場合には草書体が行

われていたではないか；今後も手写には，印刷体と多少異った字式・字形の書

体が考慮さるべきではないか云々と主張する。僅々3◎前後の欧文字母の手写体

と漢宇のそれとはう鷺勺に構罠には論じえないと思われる。しかし印羅体・手

写体の聞題は，今後もかなり大きな問題といえよう。

墨．　簡体字の正式実施に伴って生ずる闘題のうち，簡体字自体に関する問題の

一二をあげれば次の如くである。

　まず近似字形の発生という問題がある。今臼までの簡体字のうち，字形の近

似するものの一端をあげると，

　　｛　　　夢多　当藪　i万　　房　准潅　　　兀甘撚　豊翼翼　天莞死　昇尋尋

　　　献詠　当翻　歴・暦蔑　準潅　　　児甘甘　業翼翼　当無兄　異書尋

　　　圧庄灰床　　斗羨i爽災i実　　｛

　　　　　　　　へ　　　ギナぜコのマサ　　　圧荘慶床　　♪i一照美貝ラロ

という類がある。実際の文草の揚合，もちろん上下文の脈絡が明確化を助ける

であろう。が，従来の識字者がもつ輪鰍こよる「ひと癬よみ」の速さは，多少

抵抗をうけるであろう。ことに横書横組の揚合，われわれの視覚的第一印象は

字の上部におもむきやすいと考えられるが，この点からみれば

　　｛　　　」賦風　受愛　炎委　　　天元　尺尽　斗美

　　　風鳳　受愛　類婁・駿　天無　尺尽　町頭

などは，多少問題があろう。ことに，単に1点爾の有無，或は1筆薗の差異が

隅肉上の単位たるもの，たとえば

　　　1一　　圧庄　木筆　工工1　：友狡　業景　功茨　衣衣　系奈寒　　｛

　　　臓広　圧荘　木術　親衛　鏡師　隷録　勧歓　衣羅　離職親

などの類に至っては，識別上のみならず，手写における混乱の可能性があろう

かと断われる。要するに，簡体字はその各字の承差の単位を微妙化したのであ

る。
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　漢字については，はやくから「三二」ということがいわれている◎わずか数

種の筆画のみを駆使して，それぞれ独立するユ字1四角の語文字を形成する溝

成法にあっては，上例の如き字形類似，従って弁似は，ある程度不可避の現象

かと恩われる。二二を減少した簡体宇にあっては，この傾向は興こ増大するで

あろう。初学や外人にとっては，土と士，人と入，因と困の如き類ですら時に

混乱をもたらすものであって，簡体宇におけるこうした傾向の増大は，今後に

決して望ましいことではない。しかもこの傾向は，漢字に内在するひとつの宿

命ともいえるものなのである。

　なお現在の簡体字の一部のもの，たとえば，「（廠）　rtg）征（広拡鉱）

声（　「／tt．畠鹿）　蹄（厳）　一く（飛）　『（気）の類〔実例でいえば，工「（工廠）

声影（産婆）　一く鳥（飛鳥）という類〕に対して，「美観を損ずる，みばが悪

い」という批難が一部にある。漢字形式に対してわれわれが今日もつ意識，す

なわち，四つのカドをもって均衡を鎌っている方形字という意識，かかる意識

や海沿にとっては，上記講字は多少抵抗を与えるかと思われる。しかし，それ

は本質約には感情の閲題であり，また簡体字には不可避酬頃向でもあって，大

きく云々すべき闘題ではないと考えられる。

　次には，岡音代用に．関する問題がある。中共今次の漢字面素化が字種翻限と

筆画簡略とを志向することは前述のとおりであるがうその字種欄眼は，漢画と

は異質の文宇（たとえば仮名やローマ字）をもたぬ中国の錫合，同じく漢字に

よる同青代用の法によって行われた。字種鯛限は，漢字改革の初期にはとくに

強く意義されたようで，　’56年方忌中でも岡音代用字90余が提出され，また異

体字整理のなかにも同音代用と認めうるものがいくつか出されている。

　e．9．云（雲）　云七宝（雲南省）　イト（僕）　公イト（公僕）　沈（藩）　沈1；s（藩

　　　　陽）　谷（穀）　五谷二二（五穀盤産）　斗（闘）　星（裏）　几（幾）　丑

　　　　（醜）　叶（葉）　淀（澱）　衝（麺）　准（準）　志（誌）　寒空（雑誌）

　　　　周（週）　果（菓）

　上例のように，　「常に一律に」甲字をもって三階の代用をはかるのが同音代

用である。しかし同音代用の一部をこは，明らかに混乱をひき起すものがある。

それは，代用の漢字自体が一偲の独立した漢宇であり，それ自身の意味を表出
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するからである。たとえば「麺粉！は一律に「面懸」と規定されたが，これで

は或目合には，パン粉がオシロイと誤解され，「昏々」が「郁々」と規定され

たのは，悲しみが喜びに化する可能性を生む。「灘河干流」だけの字薗では，

河の幹流をいうのか，それとも水流の乾燥をいうのか不明である。更に文言の

場合になると，「隔籐呼取尽余杯」（杜甫）の余杯は，自分のを指示する余杯な

のか，それとも（特定の人以外の）齢杯なのか混乱を生ずる。また混乱の可能

性はすくなくても，「一年吃八驚斤谷」（穀）とか「駝美丑」（美醜を論ず）の

如きは，少なくとも今日の識字考には多少の抵抗を与えるであろうQかかる同

音代用による字種制眼は，草案では更に多く戯されていた（e。g．副→付，従

って翻主僧→付門門）。この同音代用が，1語1字を導引とする古典や照下学に

対してはとくに混乱を起しやすいことは，わずかな上例からでも明らかであろ

う。従ってこの同音代用に対しては，近来その再検講が伝えられている。

　これを逆にみるならぽ，形・音・義をそなえた方形の文字，語文宇とよばれ

る漢字が，今環なおいかに強くいわゆる表意性をもつものか，といえるであろ

う。わが購本の場合，四聖された漢字の代用は仮名によって行われうるが，仮

名が純音節文字であってなんらの表意性をももたぬゆえに，中国における詞音

代用が招来する如き闘題は起らない。縫会主義化の前提として，広大な農工文

畜の一一掃を至上命令とする中共の場含，もしかれらに仮名ありとすれば，かれ

らは必ずやまず二本立政策をとり，文欝識字には仮名を全撮撫こ利用するであ

ろう。しかし現在の中圏が漢宰翻限を意図すれば，上述の岡音代用によるほか

はなく，しかもそれが抵抗と混乱を招来することまた上述のとおりである。漢

字簡素化が，ともすれば単に字体簡略にのみ傾向するのもこのためであろう◎

しかし中国で断種鰯限を意図するなら，今後とも岡宮代用はたえず考えられて

ゆくであろう。蓑語文字たる漢字が，そのいわる表意性から人為的にどれだけ

脱却しうるか，それは中国語の特質や変化とからみあいつつ，今後の文字改革

全般に大きく影響すると考えられる。

　以上が，政策白勺に行う漢字簡素化，具体的な個々の簡体字，それらに伴う諸

問題をとおしてみた，漢字字体に関する調査の概略である。　　　　（村尾）
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国語関係文献の調査

　国語に関する学問の一般を知り，あわぜて学界の動向や世論の動きをとらえ

るために，前年度に引き続き，次のような文献調査を行った。

　　　　　　　　　　　　ti．　刊行書の調査

　騨語学。国語閥題・羅語教育・言語学・野営技術・国語資料・辞妻廷などの新

刊書について，書名・著（編）者名・発行所・発行年月・型・ページ数，なら

びに内容を調べ，カード化した404点（1957年！月～12月）の分類摂録を作っ

た。

　この目録は，下記の雑誌論交，および新聞記事のN録とともに，当研究所編

「国語年鑑」（昭和33年版）セこ掲載されている。

　　　　　　　　　　　　簸．　雑誌論文の調査

　当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所などの逐次

刊行物から，閣係論：文を調査し，題目・筆者・誌名e発行年月・巻号数，およ

びページ数などを記載したカード3通を作り，分類別・雑誌別・筆者別のカー

ド目録を作った。採録した論文の総数は2，046点（1957年1月～12月）に達し

た。

　調査した逐次刊行物は，研究所に寄贈された分（後記，　「昭和32年度に寄贈

された図書の一覧（2）逐次刊行物」参照）のほか，下記のとおりである。

解釈と鑑賞

文　学

交学研究

国語と国文学

NHK放送文化
教　育

教育心理学研究

教育心理

児煮心理

（歪文堂）

（岩波書店）

（交学研究会）

（至文賞）

（日本放送協会）

（岡土社）

（園土社）

（日オく文イヒ黍ト学社）

（金子書募）

思　想

知　性

理　想

社会学謬論

週刊朝田

十干擶売

サソヂー毎日

週閥サンケイ
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リーダーズグイジェスト

（堵波謝苫）

（河出書房）

（理想娃）

（B本社会学会）

　（阿　臼本支社）

（　iiijl日新聞社）

（読売新聞社）

（毎H新聞数）

（産業経済新聞社）



学術月報　　　　　　（H本学術振興会）

　　　　　　　　　　　　孤亙．　新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜き，その整理に当るとともに，分類別

および日付順のカード欝録を作った。カードの記載形式は，見出し語・（欄名

だけで，見出し語のないものは，その内容によって，適宜に題名をつけた。）・

旧名・筆者名。年月撰。嘉名・置数。内容の順序によった。調査した紙名は次

・のとおりで，その切抜数は1，163点（昭和32年1月～12月）である。

　①　東京繊版（朝刊）　朝日　毎顕　読売　東京　東京タイムズ　産経時事　爲本経済

　　　　　　（夕刊）　朝fi　毎日　読売　東京　産経時事　片膝経済

　（2）地方出駁　　　　中部田本　爾（夕刊）

　　　　　　　　　　なお，大阪の山門募一一，門内の平押伴“氏など，地方のかた

　　　　　　　　　　がたから関係記事のあるごとに恵送されたものがある。

　（3）　特殊新剛　　　　　日本読書瓶聞　図需新開　新聞協会報　その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋・有賀）

図書の収集と整理

　前年度に引き続ぎ，研究三一に必要と思われる研究轡・参考轡・調査資料な

どを収集し管理した。収集の方針，整理の方法などすべて従来どおりである。

　各方颪からの寄贈三朝：も従来と岡様，当研究瞬の書庫の充蜜に大きな役割を

果たしている。

　昭和32年度に鋳えた図書の数は次のとおりである。

　　　　単行本　　購入　　1，416冊

　　　　　　　　　寄贈　　20珊
　　　　条建　　誌　　　　鶏憲フ㍉　　　1，089研｝　（65毛垂）

　　　　　　　　　寄員曽　　　　753顕｝　（251種）

　　　　新聞　購入　15種
　　　　　　　　　霜贈　　　3種

本年度末の単行本の蔵書数は23，637冊である。
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昭和32年度に寄贈された図書の一覧

　　　寄贈悲名（敬称略）　　　図書名

く1）　単行本　　（）内は編薯考名。寄贈霧と同じ場合は省く。

　愛知県教育二化篠一宇　「教育関係圏書・雑誌資料論文穏録」

　朝iヨ薪聞社団諮課　「山砕用語の旧びぎ（1956年改定版）」

糸井寛一

二一正幸

愛媛大学

大沢…蓉予

大森重樹

「カタカナによる：方書膏の表詑」

「奈良田の：四三」

「愛媛の回雪（武智正人）」

「二二集（歌集）」

「我が一こおける文七二二のコミュニケーーシn一ソ法について」「心理学的

　　　　に晃た二三倭人伝」

奥村i憲雄　「返樵音韻史料としての黄鳥三音」

陰欄薫年二念文化事業会　「！男治交化史　14　総索引」

河北薪三二　 「河北ハソドブヅク〔改訂版〕」

鎌田良二　　「野晒：表現としてのドて」「に」」

京欝岡立隙物館　「京都舞壽立博物館六一｝一年史」「平安時代の美術〔特騎畏覧会・解説

　　　　・国録〕」

京都帝教育研究所　「ロスアンゼルス密立学校の滋徳教育」「小学校教科以外の濡動

　　　　の爽態」「欝校敦科書社会科r社会」における倫遷的内容」r親のしつけ方

　　　　の態度と園児の性行」r中学生の親子関係と性格」「高等学校特男轍育活動

　　　　の実態」「児童調育の研究」

近畿濡雪学会　　「貝塚TB一の二二（三十三）」「近幾方雷調査簿（西宮一罠編著）」

コPtンビア大学図書館

斎藤義七郎　「武相の方謬（毎鶴新聞切抜）」「神奈川県方雷研究史稿」

俊藤茂　　「我等が郷土と人物，第三巻（福井県：文化誌刊行会）」

産業経済薪聞社　　「サンケイ。ハンドブック」

三省堂出版KK　　r用字駕語必携」

熊本市教育研究所　「熊本市立ノ1、中学校の作文教菅の実態とその対策」

国学院大学麟霧館　　「特別蒐集難二一往来物一一第一」

岡際労働調査所　　「ノーマン・トーマス，ソヴィX・ト政権の臨十年」

；…戴立教育研究所　「三田二二図書館増加麟書澱録」1．2．3

鰯立罵会図書館　「全園特殊コレクシ翼ソ要覧」

国立二会引書館　「洋書分類臼録箆6巻第17門難本（棄洋文麻）」　「逐次刊行物目録

　　　　（昭和30，3／年度）」

小松代融一　　　「二手三三，淡水魚類（小山真一郎）」

　　　　　　　　　　　「薪ξ讐隅録　（（No．46，　47）」
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信濃教育会　　「信濃教育層次集〔続編遼

柴田佑定　「雷語指導を通して生活指滋の研究。福島墨常磐地区に於ける方言の研究」

昭和女子大学　「近代交学研究叢書」　6，7，8

史料館　「史料館所蕨史料目録　第六集」

信彊大学教育学部松本分校「雑誌撰録，三三」

反町茂雄　　「弘文荘善本無二」

高羽五郎　「酢憤尽六」　「スピリツァル修行　原：交1」

多々良鎮男　　「古里地区方書集第一集（岡本小学校口腔編集委員）」

田中醸　「明代俗三下」　「西遊罷の伝本」

中部属本薪聞社　r回覧欄干手帳〔改定版〕」「新聞用語画帳〔1957年版〕」

土屋利夫　「中学校生徒の当用漢字の読解力について〔ノ1騎市立中学校〕」

天理図書館　「爲本史籍」「泰西日本型集」「天理図書館稀書目録，洋書之部3」

東京教育研究所国語教育観究会　「国語教育における聞き方ドリルの研究！「1語教

　　　　育における聞きとり方類型の研究」

：東京国立交化財研究所美術部　「野木美術年鑑G沼灘31年版）」

東京大学史料編纂所　「大日木口世史料」小倉入事翠帳二，翌，瞬「大日本古文書」

　　　　家わげ第二十　棄福尋交書之二，幕末外國関係交書之二十七「大潟本史料」

　　　　第五編之二十，第七編之十五，第九編上十二「史料綜覧」巻十六「大難塞古

　　　　記録」梅津政景！：・1・iL四，上井覚兼早縄下r奥料縮纂所図書目録第一部黍巨漢書

　　　　刊本編3」

東京大学漸聞研究所　「戦後の日本における世論調査の手引き」

東京大学付属図書館　「東京大学洋書属録第六」

東京堂　　r江戸語東京語の研究（松村明野）」「反対語辞典（壌田紀和編）」

東京都立教育研究所研究部　「生物の観察」「子供のおこづかい」「児童期の遊び」

　　　　　「子どもkマス・コミ」「学級における指導法の研究」「学力と家庭環境」

　　　　　「棄京都における社：会耕の学力〔小学校6年について］J「東京榔における社

　　　　会科の学力〔中学校2年に．ついて〕」「昭和3琢二度東京榔理科学力調査報告’書・

　　　　〔小学校。中学校の部〕」「勤労青少年教育調査」

栃木県教育委員会指導課　「小・中・葛校におげる文法指導の手びき」

永江秀雄　「「魚」と「舟揚場」の方需」

中剛健　　r秋田方欝の実態に立つ発音指導の方法と扶術」

西日ホ薪聞社　　「親王劉二者乎1脹」

　田本映画教育協会　　「1956教育短編峡画〔1957年1月調査〕」

　貝本学術会議　「女学・哲学・史学：交献目録　畷〔闘語学編）」

　臼本放送協会　「放送のためのスポーツ辞典1．野球」「外国地名発音辞典（訂正お一

　　　　　よび追川資料）」「原子力用藷集」

博報堂聞仮部　「広告のことば」
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東蒲禁野PTA母斑会　「東蒲原郡方鷺調査報告雷第2輯」

矯野資純　　「紳奈州県未刊行方‘欝資料（1）」

淵音聾　　「警察広報読本1957（警察庁長官官醒総務課）」

目本放送協会放送文化研究所　「幼稚園。保育園ラジオ調盗の概要」　「幼稚園・保育

　　　　躍ラジオi調査結果報告書」　「掌校放送等調査報告書」　「音のライブラリー」

　　　　資料ジ：スト」　rテレビのタイトルとパターンの横霧きと縦書きについて」

前照；勇　「近世上方語考」

松村明　「欧米人による江芦議の発青研究」

宮城県教育研究所　　「i塞本：文型とことばの指導」

三主教育協会　　「戦後の教育に対する学識経験者の批判（D。」・タロウ，ミヤザキ

　　　　ヒロシ鍵盤「　ll本歴史の学憲〔欝5蟹｛三界〕（ミヤザキヒロシ編）」「大学卒業

　　　　生の就職に関する経済的考察（統計研究会編）」「道徳。民主主i義。教育（ミ

　　　　ヤザキヒPtシ訳）」

明治書院

森永松定

：文部省

　矢野文博

　出口隆俊

　　　　　藤正己）」「荘内地方の樵物方鴛に就いて（佐藤iE＝u）」

　横浜市立酉中学校　　「羅語表記の学習指導j

　読売i新罎社　 「読売スタイルブック　Z957」

　陸上幕僚監部幕庶研究室　「テレタイプ方式の比較概突中間報告」

（2）　逐次刊行物（おもなもの）

　愛知学芸大学国語国文学会　「国語国文学報」6集

　愛知集教育交米研i斧勝　　「研鋒紀要」10，11集

　愛知県立女子大学　「紀要」8輯

　脊山学院大学英文学会　　r英交学思潮」30巻2号

　秋田大学学芸肉薄≦　「研究紀要」5輯16輯

　朝寒新聞東京本社記事i審査部耀語譲　「ことば」52弩～56号

　「漢本文法講座」エ，2，3，4，5，

　「並家。羅陣の改革と新繭i噺：交字」

「役密教墨隈係勝体調査報告需（昭和3！年度）」　「擦準語と方言　第2集」

「重語と国語教膏」「識語悶題蝦蟹　第5集」「敬語とその教育」　「現代か

なつかいと正書法」「数育漢字の学年配轟」傭語審議会報告書，付議離要

録3」「科学研究費機隣研究報告集録　第4集」「学術繋縛集，電気工学編」

r定時鋼課秘（夜）生徒の生瀬実態纒糞」

　「五十音図の現代的意義」

　「東北地：方の樹木方欝第3報（佐藤正己）」「茨城県の植物：方習予報（佐

明属香三三　　「明H香路」9巻4～12弩，10巻1弩・～3号

跡見学園　　「魍語科紀要」6賜

いずみ会　　「いずみ」20号～23号

上野図書館　「上野図書館紀要」第3柵
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宇聯島市教育概究所　　「紀要」4集　　「所報」5集

愛媛国語研究会　「困語研究」25，26号

愛媛国語国文学会　　「愛媛国文獄究」6号

愛媛県立教育研究所　「紀要」21輯，23輯

大分漿立教育研究所　「研究報告」11輯～13輯

大分大学学芸学部　「研究紀要」6号

大阪学芸大学　「紀要」A5，　B　5

大阪市教育研究所　　　「教育研究義i己要」26－i琴・～29号

大阪市立大学文学会　「人文研究」8巻3号～11号，9巻1号

大阪市立大学丈上更研究会　「交学史研究」6号～8号

大販大学文学部国文学研究室　「語文」18輯，19輯

大下学園国語科教育研究会　　「研究紀要」1号

大谷大学　r大谷学報」36巻4号，37巻1号～3号

岡山県教育研修所　「叢書」17弩，18号

お茶の水女子大学　「人文科学紀要」9巻，10巻

お茶の水女子大学国語国文学会　r国文」7号，8号

蚕二川策教育研究所　「数育研究」10号

aSJIi大学学芸学部　「研究報告第1部」9号，10号

鹿児島大学教育学郎教育研究所　「研究紀要」8巻

神奈崩i果国語教育研究会　　「国語教室」劇刊号

神奈川県立教育研究所　「研究報告」1G集

金沢大学教育学部　　「紀要：」5号

カナモジカイ　「カナノヒカリ」戯8号～426号

関西大学国：文学会　「國文学」17号～19号

関西学院大学入文学会　「人文論究」7巻6号，8巻1号～3号

関西学院大学目本文学会　「日本文芸研究」8巻3，4号　9巻1号～4号

ρ端白世界　　　「観世」24巻4号～12号

関東短期大学　「紀要」4集

九州大学国文学会　「語文研究」6号，7号

九州大学文学研究会　「文学論輯」1号，2号，4号

九州大学文学部　「文学研究」56博

学菅技術連盟　「教育技術」12巻1号～9号「教育技術。幼児と保育」3巻1号～9

　　　　号　「1」、一教育技刷守＿111巻1号～12号　「1」、二二教育技奮守」　＝LO巻1号～12号　rノ」、

　　　　三教育技術」11巻1号～12号「小幾教膏技術jle巻1号～12Wf「小五教育技

　　　　術」11巻1号～12号　r小六教育技徳」10巻1号～12号　ヂ中学教育一教育技

　　　　術」2巻1号～9号「社会科研究一教育技術」2巻1号～9号

京都学芸大学　r学報」A10号，11号　B／0号，11号
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京都市教育研究断　「京潔の教育」13号～15号

馬歯女子大学田文学会　「女子大国女」6号，7号

：京都大学教育学部　　「紀要」N

京都大学圏文学会　「国語国文」272号～280号

京都大学人文科学研究所　「紀要」17号，18号「調査報告」15号「所報」50号，51号

　　　　rz脳8UK」1号
京都大学文学部心理学評論祠盛会　「心理学評論」1巻1号

共立女子大学　「紀要」2輯

岐箪大学学芸学部　「研究報管一人文科学一」5号

「近代文学」大阪研究会　　「文学愚潮」21号

熊本女子大学　「学術紀要」9巻1号

熊本大学法交織会　「手交論叢」9暦

クラブ尖塔　「尖塔」29号，30号

訓点羅学会　「訓点語と訓点資料」8輯

群馬大学　「紀要一人文科学一」6巻

群馬大学語文学会　「語交と文学」1号

口語俳濫発行立　　「口語俳句」22号

高知大学　「学術研究報告」5巻

甲爾女子短期火学　「論叢」2号

甲南女子短期大学国語国文学会　「甲南国文」創刊号

甲南大学文学会　「甲虫大学交学会論集」5号，6号

福戸市外国語大学　「神戸外大論叢」35号～37号

神戸市教育研究所　「教育研究展望」21号

神酉女学院大学　「論集」4巻1号～3号

神戸叢立教育研究所　「研究報告」26号

神戸大学文学会　「研究」14弩

神戸大学国語国文学会　「国：文論叢」6号

語学教育研究所　　　「語学教育」　236号，　237号

闘学説大学　「圃学院雑誌」58巻1号～8号，59巻1愚

国学i塊プく学［年切吾研多琶会　　「；口語子汐f多葺」　3号，　6う琴＋，　7号

国語学会　　　「国語学」　28輯～30喜茸

国立教育研究所　「紀要」8－1，8一頁，9「所報」36号～40号

国立国会図書館　「国際交換遜信」11号，12号「公報」9巻2号～4号

「古典と現代」の会　　「古典と現代」1号

小林理学研究班　「報欝」7巻1号～2暑

駒沢大学　r研究紀要」15号

駒沢大学更学会　　「駒沢史学」6号
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西京大学　「人交」8号，9号

埼玉大学　「紀要」　（教育学部篇）1集～6巻

佐賀梁教育研究所　　「研究紀要」エエ号，エ2号

佐賀大学教育学部　「研究論文集」7集

佐賀山谷学会　「紀要」5号

作文の会　「作女教育」4巻5号～8号「小学さくぶん〔初級期〕」r小学作文〔中級

　　　　矯〕」「小学作文〔上級嗣〕」「作：交〔中学用刃蕎5雛5号～8号

田陰民俗学会　　「山陰旧俗」／0号，11号，14号

三三省堂：上議KK　　「交学。語学」3号～6号

滋賀県立短期大学　「雑誌」B3巻3号

滋賀コトバの会　「みんなのコトパ」2号，3号

滋賀大学学芸学部　「紀要」6号，7号

静岡県立教膏研究所　　r教育研究」4号

静岡大学教育研究所　「文化と教育」87号～96号

出隅大学文理学部　「研究報告一入文科学一」7号，8号

笑践女子大学　　「実践丈学」2号

儒濃教育会　　「信濃教育」8国号～849号，851号～854号

島根県羅講教育研究会　「研究紀要」／号

島根大学　「論集」3号（社会），7号（人交）（教育）

昭和女子大学光葉会　　「学苑」203号～211号

東京教育大学付属小学校初等教育研究会　「教育研究J12巻4号～12号

信州大学　　「紀要」6号

信州大学教育学部　「研究論集」8号

威城大学交芸学部　「成城丈弦」9号～12号

i野心女子大学　「論叢」9集，10集

清泉女子大学　　「紀要」

言成女舗石照光社　　「カリキュラム」104号～109．号

全繭大学騒鼻背育学会　「国語科教育」4集

大修衰露　　　i一廻語霊室」　64号，　66号～721S一

大鑑大学　「研究紀要」毅号，42号

千秦大学文理学部　「紀要」2懸2号

中国税学院謡言研究所（北京）　「語雪研究ゴ1期

中1調言｝霧上覆蓑究会　　　「中巨藝語学一」　60・Fj・，　62号～64．号，　66琴｝，　68弩・，　69努｝

中宿語友の会　　「中睡語文」」「7号～68号

天理大学　「天理大学学報」22輯～24輯

天理大学隔文学研究室　「山辺道」3号

ヲミ理図書館　rビブリア」8琴，9号
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霜気通信大学　「学報」8号，9号

電通K。K．　「竈通広告論誌」10号，13号

策選外瞬語大学　「論集」6母

東京教育大学国語鑛交学会　「国語」15号～17醤

葉早教育大学丈学部　「紀要」13号，14号

東京女子大学　「論集」7巻2号，8巻1号，2号

離京女子大学比較交土研究所　　「紀要」4号ド比較丈化」4号

東京大学教育学部　「東大侍童論集」3号

東京大学教養学部　「入交科学志紀要一圏文学・漢文学一」13輯

東京大学薪1圭鍔研究所　「紀要」6号

東京都立教育研究所研究部「研究シリrv一ズ」鍵号～37母

東京郷立大学人：文学会　　「人丈学報」16号，18号

統計数理研究所　　「彙報」9号

同志社女子大学　「学術研究年報」8号

東北学院大学　「論集」28号，30号～32号

東詑大学教育学部　「研究年報」v号

東北大学教育学部付属小学校　　「研究紀要」1957

東北大学文学会　「文化」21巻4号

東北大学文学部　「研究年報」7号，8号

東洋大学華語国文学会　「交学論藻」7号～9号

東洋文化研究携：　「紀要」12偲，13騰

菓洋文摩　r年報」昭和30年度

徳、竪rり隷教育委員会　　　「教育月幸艮」　87号～98号

徳島県教育委員会　　「教育年報」1957

徳島大学学芸学部　「学芸紀要」6巻

徳島大学学芸学都付属小学校　　「紀要」4集

鳥取県教育研究所　　r研究紀要」9集

単車大学女理学部　　「女学紀要」7号

名古屋大学教育学部　　「紀要」3巻

名古屋大学教養学部　「紀要」1輯，2輯

名古屋大学文学部　　「研究論集」6号

漸潟大学教育科学研究会　「教育科学」6巻2号，3号，7巻1弩～3号

日仏会館　「学報」新4巻一2

貰本音声学会　　　「会幸艮」　93号～95号

岡本雷語学会　「雷語研究」31号，32暑

濤本コトバの会　　「欝本のコトバ」6号

賛本書籍KK　「教育手帳」69号～78号
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油蝉i新聞学会　　「新聞学評論」7号

日本大学世田谷教養部　「紀要」5輯，6輯

fi本大学文学部　「研究年報一撃三分醗一」7輯

　　　　　　　　　　ムH本のPt一マ字社　「ROMAZ王NO　NIPPON」60号～68号

臼：本比較文学会　　「会報」9号，10号

資本文学研究会　「文学研究」10号

日：本文学研究会（高知市）　「臼本丈学研究」1号，2愚

臨本文芸研究会　（イtk台）　　　　「文芸研究」　25套ミ～27集

目本放送協会　「黄HK数養放送」19琴～21号「R鷺K国藷講座」3巻2号～6号

障囲脚結学会　「装本民俗学」4巻4号，5巻1号，2号

｝ヨ本筋き族学協会　 「属茄ミ学研多慈」21巻1号，　2号～4｛多

藏本ユネス＝協会聯盟　 「ユネスコ旧聞」181号～216母

日Zscローマ字会　　　「ロー｝マ上世易t」　503号～510号

花園大学　　「三王研究」47暑，48号

一橋大学経済研究所　「経済研究」8巻2弩～4号，9巻1号

呉庫単方雪学会　　「兵障方言」5号

広島女子短期大学　「研究紀要」8集

広島大学国語単文学会　「國文学致」17号，18号

広島大学文学部　「紀要」12号

広島中世文芸研究会　「綾羅文学」11号，12号

福井漢文学会　「漢交学」6輯：

福耳大学学芸学部　「紀要」6号，7号

福岡学芸大学　「紀要」6号，7号

福岡学芸大学久留米分校教育研究所　　「研究紀要」7巻

福19県立教育子羨＝銃…駈　　　「数育研繁三」　25輯，　26輔奪

福岡女子大学　「交芸と思想」14号

福島大学学芸学蔀　　「論集」8集1，2，3，

文学研多野獣　　　「女学研究」　15号

米国大使館文化交換局　「アメリカーナ」3巻4号～3巻12号

防衛大学校　　「紀要」1輯

法致大学国文学会　「日本文学誌要」復刊1号

NHK放送文化研究所　「調査研究報告」2集「文研月報」71号～82号

北海道学芸大学　「入文論究」16号，17号

北海道大学　「外国語・外国文学研究」4号

北海道大学国女学会　　「国語・国文研究」10号

穂波出版社　　　「実践国語」　18巻198号～206一琴｝

萬葉学会（吹田市）　「萬葉」23号～25号
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三童照立大学　　「研究年報一第一郷一」2巻3号

「未定稿」の会　　「未定稿」4号

武蔵大学学会　「武蔵大学論集」8号：英文

武蔵野書院　　「武蔵野文学」2輯～4輯：

明治書院　「古典」三幅～3母

明治大学人文科学研究所　「人文科学研究」8弩

明治大学鐵書館　「増加書員録」65潜～80号

明治大学日ホ文学会　「紀要」1愚

〕支：部省　　　「勲等…艮＿181孟F幸艮，　82勾三幸艮　「轟音1～統言十速幸艮」　83男。84号　「教育統言ヤ」　47謬～4≦｝

　　　　考，　51号　「季旨定適言」｝・」　9一号，　13・犠，　15号　「初籍雲教育資＊斗＿184母～94号　「中斐墜

　　　　教育資オ斗」　6巻4弩～12・巽｝，　7巻1号～3愚

江E形泉教育研究所　餓膨教育」61号～王4岩・，66蹴

出形大学　「紀要一人交科学」3巻4難，4巻1愚

双形大学教育学部麟語國交学研多琶会　「隠語研究」9輯

山口女子短期大学　　「研究報告」1号，2零，4号～9愚

由口大学：文学会　「交学会誌」8巻1号，2弓

懸梨県立教育研究所　r研究紀要」30集

山梨大学学芸学蔀　「龍要」2・穆「研究報告」8弩

横浜繭立大学学芸学蔀　　「入文紀要」6輯

立教大学文学部　「心理・教膏学科研究年報」1考

立正大学　「立正学報」2巻3弩「文学部論叢」7簿

立命館大学人文学会　「立命館文学」142聾～149勢，152号，153簿

立命館大学日本文学会　「論究爲本文学」6愚

立命館大学平安文学研究会　「平安文学研究」20輯

龍谷大学　「論集」355号～357号

龍谷大学国文学会　「國文学論叢」6輯

早稲田大学教育会　「学術研究」6号

畢稠三Ei大学国文学会　「園丈学研究」151濁，工6鰻

UNIVERSITY　OF　LONDON　“BULLE’TZN　OF　THE　SCHOOL　OF　ORIEN－

　　　　TAL　AN］）　AFRICAN　STUDIES”　VOL．　Z9　NO．i

UN1VERSItl［tY　OF　WASfflNGTON　“MODERN　LANGUAGE　QUARTERLY，’

　　　　VOL．18　NO．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋・芳賀）
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　　　　　　　　　庶　　務　　報　　告

　　　　　　　　　　　A．庁舎および経費

狂）庁含

　所在　東京都三代濁区：神颪一ツ橋1／1

　木造モルタル塗，2階建　建坪　本館　321．709坪

　軽量不燃書庫　30．501坪　閲覧室　13。985坪　計　366。195坪

く2）経費

　昭和32年度予算総額29，729，000円

　　　　　　　　人件費　20，　533，000円

　　　　　　　　事業嬰～　　9，196，000円

　　　　　　　　　　　　　B．評議員会

　　会長　土岐善麿　　副会長　波多野完治

　　伊藤忠兵衛　　円地　文子　　金田一京助

　　倉石武四郎　　桑原　武夫　　颯田　琴次

　　沢登　哲一　　時枝　誠記　　土居　光知

　　中島　健蔵　　中島　文雄i　野村　秀雄（33．2．14就任）

　　服部　四郎　　松方　三郎　　松坂　忠則

　　宮沢　俊義　　山綺　匿輔　　永田　　清（32．11，3死亡）

　　　　　　　　　　　　　C．組織と職員

（1）予算定員

　教　　官　　　　32　　　　事務琢哉員　　16　　　　合計　　48

（2）組織および職員

躍謙所　1義隣名実i　構
　　　　　　　　　　　　　　　　180



第1研究部

　話しことば研究室

書ぎことば研究室

地方言語研究室

第2研究部

　国語教育研究室

言語効果研究室

第3研究部

　近代語研究室

部　旧

主　任

臨時筆生

　tt

主　佳

臨時筆生

　tt
’ノ

ノ’

tr

主　任

臨時筆生

長
任
部
主

臨時筆生

　tt

主　任

臨時筆生

部長心得

主任（兼）

（兼）

岩淵悦太郎

大石初太郎

飯豊　毅一

宮地　　裕

吉沢　典男

木刷きよ子

大平寓美子

林　　　大

斎賀　秀夫

水谷　静夫

石綿　敏雄

橋本　壼子

高木　　翠

岡本美奈子

西尾芙美子

醤肉　洋子

柴N　　武

野元　菊雄

上村　幸雄

徳nl宗賢
白沢　宏枝

輿水　　実

芦沢　　簾

高橋　太郎

村石　昭三

根本今朝男

川又瑠璃子

永野　　賢

林　　四郎

渡辺　友左

宮地美保子

出鍼　　巌

山田　　巌

見坊　藪紀

広浜　交雄
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33．3．31辞職（1臼姓tw　m）

32．　4。　1採環33．3．31辞職

33．1．28辞職

32。4。1採用

32．4．1採用

（旧姓高森）



資將調査室

　調査鍵

編集室

文献室

庶務部

庶務課

　（兼）

　（兼）

臨時筆生

　tt

室長（併）

主　任

臨時筆生

主　任

臨時筆生

　tt
tt

主　任

　（兼）

臨時筆生

　tt

兼任所畏

　’ノ

’’

部　長

部　長

謀　長

課長補佐

臨時筆生

　lt

孝
子
泰
一

　
咲
　
喜

群
藤
村
中

畑
進
上
困

岩淵悦太郎

松尾　　拾

村罷　　力

広浜　文雄

市El　孝
進藤　咲子

大久保　愛

鶏田　立子

上甲　幹一

高田　正治

撰細　　漢

吉村　輝一

磨出　玲子

高橋　一夫

有賀　憲三

芳賀清一郎

大塚　逓子

寺尾　緻明

遠藤　嘉基

藤原　k“一一

佐藤喜代治

細井　扉夫

尾晦源之助

三島　良兼

名古屋恒太部

鈴木　篁ご

芳賀清一郎

増山　治子

桜井　幸子

根岸佐代子
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32．10．31辞職

ヨ3：ゴ3f辞職

32．4．1　毒采用

32ガ5．7辞職

32，9．1採用　　33，3。25辞織

33．2．10辞職

京都大学教擾

広島大学助教擾

東北大学教擾

32ほ1．28東北大学に配概換

32、12．4高知大学から配麗換

32．4．1採絹　32．7。31辞職

32．8．1採用



　　　　会計課　　　　　　　　課　長　　　黄木得ご郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　イ中二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　　掌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦　清伍：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷　正則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西出　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見　k志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　江頭　健一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田芳太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田　とよ

　　　　　　　　　　　　臨時筆生　　　加藤　雅子

　　　　　　　　　　　　D．内地留学生受入れ

全国都道騨から内地留学生を迎えて・研3t一　6｛）便をはかっている・次にその

氏名。研究三宅などを掲げる。

　　　氏名　学校　　研究題昌　　　期聞
　　　　　　富山県富山市立　読みの学習指導の　昭和32．4，17から
　　申坪盛：二
　　　　　　奥田小学校教諭　方法　　　　　　　tt　32。7．16まで

　　　　　　照葉県館出市立　小学較児童の細し　昭和32．4．18から
　　渡辺祐典
　　　　　　館由小学校教論　ことばはどう変っ　tt　33．3．18まで

　　　　　　　　　　　　　　てくるか

　　　　　　　　　　　　　　　E．H誌抄

1957．5．30～31第16回文部審所轄並びに国立大学付概研究断長会議（日本学

　　　　　　　　術会議で）

　　　7．9　　第35三三立国語研究所評議員会

　　　　　　　　議事

　　　　　　　　　1．　昭和31年度研究事業報告

　　　　　　　　　2．　その他

　　　7．27　　大阪女子大学国文学科教授玉上琢弥・学生8名研究所見学

　　　9．2～21　文部省主催教育委員会事務局職員（指導主事）研究講座に協

　　　　　　　　力（一橋講堂で）
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9．　20

10・　3”一4

10．　4

10．　29一一J30

11・　6一一7

12．　17

12．　20

1958・　2・24’v25

3．　24

高崎市教育研究会国語部員15名研究所見学

第10回文部省所轄並びに国立大学付鐙研究所事務協議会（京

都大学楽友会館講堂で）

衆議院事務局記録部員15名研究所見学

第8團交部省所轄機関事務協議会（緯度観測所で）

文部雀所轄並びに国立大学付置研究所第3部所長会議（京都

大学人：文科学研究所で）

第36團国立国語研究所評議員会

議事

　1．　幹事の承認

　2．　研究事業の中闘報告

　3．　その他

国立国語研究所創立認念日

紹和32年度　底部省所轄並びに国立大学付置研究所第3部会

事務協議会（如水会館で）

第37回国立国語研究所評議員会

議事

　1．　評議員の異動

　2．庁倉の敷地および新設について

　3．　その他
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R召　禾艮　33年　12　月

国立国語研究所

東京都千代田区判蝦トツ橋1－1

電話＝九段（33）代表4295

鶏窮

UDC　058：49　5．　6

NDC　81　0．5



昭職24年度
関脇25年度
昭和26年度
国腹27年度
紹和28年度
醤召　禾茸　29　年　度

昭和30年度
目召命…韓31　年　度

〔
内蔵刊所究語国立国

【
1
2
3
4
5
6
7
8

報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年

所
所
所
所
飯
所
所
断

究
究
究
究
究
究
究
究

研
研
研
研
研
研
研
研

語
語
語
語
語
語
語
語

闘
顯
国
国
国
国
国
国

立
立
立
立
立
立
立
立

国
扇
国
圏
國
国
圏
国

國立潔語研究所報告ヱ

国立国語研究所報告2

園立撮語研究所報告3

蟄立薗語研究所報告4

国立国語研究所報告5

国立国語研究所報告6

圏立国語研究所報告7
國立国語研究所報告8
国立函語研究所報告9

繭立国語研究所報告10
国立国語研究所報告11

国立国語研究灰報告12

国立国語研究所報告王3

隅立国語研究所報管14

八　丈　島　の　言　語　調　査
雪薯。議。，蕊。識け。警態（秀英出駁鰐￥　3eo．　oo）

現代語の助詞e助動詞　　　　一絹法　と　実例一

婦人雑誌の用藷　　　一現代語の語彙調資一
地域集講。塞轟声生活（秀英出飯刊￥　600．oo）

少　　　年　　　と　　新　　　聞
　一小学生・中学生のtwssへの擾近と理解一

λ門期の書語能力談　　話　　語　　の　　爽　　態

読みの実験的研　　　　　　　　　　　　　　究
　一膏読にあらわれた読みあや重りの分栃一

低学年の読み書き能力
敬　語　と　敬　語　意　識
総合雑誌の用諮（前編）
　　　一現代諾の語彙調査一

総合雑誌の用藷（後編）
　　　一現代語の語彙調査一

中学年の読み書き能力
国立羅語研究所資料集1

陽立国語研究所資料集2

国立国語研究所資藩斗集3

国立國語概究所資料集4

骸嚇轟饗嬬

畠讃黙難嬬
国立照語研究所編

國立願語硫究所編

国立国語研究所編

瞬立圏語研究所編

園立顯語概究所編

国語関係刊行書　　目　　（旧召和17～24年）

語　　　　彙　　　　調　　　　査
　　一環代新闘矯羅の一例一

送り仮名法資料集
明治．以綱語学関係刊行翻罐蕪認

盤校蕎

、
、
、

コ
年
年
年
年
年

Oス

マ
語
語
語
語
語

と年
青
国
灘
国
圏
国

と　新　聞（響糧羅

・ニケーシ・ソ（書醗臨

鑑（昭和29年版）（騨翻
鑑（昭和30年版）（妻英鰹認

鑑（昭和31年版）（響響認

鑑（昭聯32年版）　傑英糖認

鑑（昭和33年版）（魏翻

）
）
）
）
）
）
）
）
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